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序論 

１．はじめに  

 本論文では動詞のヤルに焦点を当てて意味・用法の歴史的な展開を明らかにする。 

ヤルは以下のような展開をしたと考えられる。  

１．ヤルが機能動詞化した。  

２．補助動詞テヤルが文法化した。  

３．ヤラレタのようにレル（ラレル）形が被害の意味を獲得した。  

以上のようにヤルは機能動詞化したり、テヤルが文法化したりしたと考えられる。

本論文は、どのような過程を経てヤルが機能動詞化したのか、どのような過程を経

てテヤルが文法化したのか、どのような過程を経てヤラレル／ヤラレタが被害の意

味を獲得したのかを具体的に明らかにすることが目的である。  

２．機能動詞としてのヤル  

２－１．ヤルの機能化 

動詞ヤルは、現代では「仕事をやる―仕事をする」のようにスルと似たような用

法を持つ。しかし古代語ヤルは違う。ヤルがスルのような用法を持つに至ったので

ある。スルは機能動詞と言われる。機能動詞とは何であろうか。  

２－２．機能動詞について 

機能動詞スルについての論文は、日本では松下大三郎（1928）（1930）があげら

れる。松下大三郎は『改撰標準日本文法』においては、スルを「助動詞」とする。

ここでいう「助動詞」とは「他語を統率し之に由つて自己に缺けた實質的意義を補

充する動詞である」とする。また『増補校訂標準日本口語法』でスルを形式動詞と

して記述している。形式動詞について、注意点を 2 つ挙げている。1 つは、形式動

詞は詞としての一動詞であって、動助辞ではないこと、もう 1 つは、形式動詞は実

質動詞と違って意義が形式的であることである。したがって「何等かの方法を以て

その缺けた實質的意義を補はなければ意義が具備しない」と述べた。  

また、機能動詞という名は用いないが、「漢語＋スル」といういわゆる漢語サ変

動詞を特に研究対象とすることもスルの機能動詞としての性質に根ざしたものと思

われる。こうした研究に、仁田義雄（1980）『語彙論的統語論』や池上禎造（1984）

『漢語研究の構想』などにあるような漢語サ変動詞の研究も位置づけられるかもし

れない。  
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機能動詞の研究に村木新次郎（1991）がある。村木（1991）は、スルが機能動詞

の典型であるとし、機能動詞スルと他の機能動詞の用法を詳しく述べている。  

村木（1991）では、機能動詞は「実質的な意味を名詞にあずけて、みずからはも

っぱら文法的な機能をはたす動詞」と定義されている。具体的には以下の例が挙げ

られている。  

（1a）太郎は 花子を さそった。  

（1b）太郎は 花子に さそいを かけた。  

a と b は、形式は異なるが、同じ意味を表わす。ａの文は「さそう」という動詞

で示されている。それに対して b の文は「さそい」など広い意味での動作性（行為・

過程・状態・現象）の名詞で表現されている。これらの動作性名詞と組み合わさる

動詞「かける」「とる」「いれる」「する」は実質的な意味が希薄になっており、述語

形式をつくるための文法的な機能をはたしていると記述される。そしてこれらの実

質的な意味が希薄になった動詞を機能動詞とよび、「程度の差はあるとしても、意味

論上の任務から解放され、単語よりも大きな単位であるシンタグマを構成するため

の形式的、文法的な役目をになっている」と述べている。  

以上のように村木（1991）では多くの動詞が列挙され、その機能動詞としての働

きを記述している1。村木（1991）以降、機能動詞の研究が盛んになる 2。 

1 村木新次郎（1983）は、日本語だけではなく、ドイツ語にも触れている。村木（1983）では機

能動詞表現の文法的特徴を次の 3 つに要約している。 

（1）名詞と動詞の結合性が強く、文の中では全体で文の成分として機能する。 

（2）ヴォイス、アスペクト、ムードなどの文法的カテゴリーに積極的にかかわることがある。 

（3）名詞表現をつくる。 

以上の 3 つ特徴はドイツ語にも認められるという。さらに、日本語とドイツ語の機能動詞を対

照し、生理現象や病理現象を表わす分野では、ドイツ語は動詞を発達させ、日本語は名詞に依存

し、機能動詞がそえられるという違いがあることを指摘した。 

2 奥津敬一郎（1995）は、機能動詞文のうち動名詞が「を」をとるものではなく「頭痛がする」

のように「が」をとる機能動詞文を考察している。自然現象において「雨が降る」の場合、「雨

降り」という一語で表すような現象の発生を表す。「雨」は「する」のような代表的な機能動詞

をとって「*雨する」「*雨をする」「*雨がする」とは言えないし「*雨る」の動詞もないが、「雨」

は一種の現象の表現であり、ウゴキの表現である。したがって「雨」は動名詞と考えることがで

き、それにつく「降る」は機能動詞であると記述している。また、神田靖子（2002）は「顰蹙を

買う」のような「語結合」は慣用句と一般的語結語との中間に位置するものとして「機能動詞結

合」と呼んだ。  
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また、機能動詞という術語は用いないが、実は歴史的観点から動詞の機能化を論

じた研究も古くからある。 

春日和男（1964）は、指定の助動詞ナリの用法変化について論じた。ナルには「イ

ハユル哺乳獸ナルモノ」のようにトイフと交替する場合がある。近世の漢文訓読の

用例から、指定の助動詞ナリの連体形とみられるものと、それとは性質が異なるも

のを指摘する3。そして、ナルが意味変化をする一要因として、ナルとトイフの意味

的接触の機会、漢語を語幹（体言）とした形容動詞の場合に生ずることが考えられ

ると指摘する。  

ナスについて、青木毅（1997）では『今昔物語集』において「（体言）ヲナス」

という動詞句表現（「チギリヲナス」など）を分析し、機能動詞としての用法を検討

している。そして「（体言）ヲナス」の現れ方に偏りがあることを指摘した。具体的

には『源氏物語』のような純粋な仮名文には用いられておらず、『宇津保物語』や『三

宝絵詞』のような漢文・漢文訓読語の影響の認められる仮名文ないし仮名交じり文

に、比較的多くの用例が見られるということである。さらに、機能動詞「ナス」は、

漢文そのものではなく、むしろ漢文を翻訳した文章（漢文翻訳文）の方に用いられ

やすい性格を有していたと結論づけている。  

機能動詞の用法を述べた先行研究は以上のとおりである。  

一方、現代語ヤルにはスルと類義になる用法がある。ヤルとスルの違いについて

は、中本正智（1986）をはじめとして、神田靖子（1987）や星野恵子（1998）、大塚

望（1999）などの先行研究がある。これらヤルとスルの先行研究では、ヤルとスル

の意志性の違いや動作性の違いについて述べられている。  

以上から、機能動詞には 2 つのタイプがあることがわかる。1 つはスルのように

すべての場合で実質的意味を名詞に預ける典型的機能動詞である。もう 1 つが「ち

ぎりをなす」「さそいをかけた」のように、補語によっては実質的意味を名詞に預け

るタイプである。  

３．ヤルに関する先行研究  

まずは、ヤルの先行研究を概観し、今までどのような観点から論じられてきたの

かを整理する。先行研究は大きく 3 つに分けられる。１．辞書の意味記述としての

研究、２．スルとヤルの相違について述べた研究、３．授受表現としての研究、で

ある。  

3 「世俗所謂不孝者五。（孟子 離婁下）」は助動詞「なり」の連体形とみられるため、「不孝ナ

者」と言い換えられるが、「晋人有馮婦者。善博虎。（孟子 尽心下）」は「馮婦ナ（デアル）モ

ノ（者）」とは言えないため、性質が異なるとする。  
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なお、歴史的観点からみたヤルの意味用法についての先行研究は、本論第 1 章で

詳しく扱う。  

 

３－１．辞書の意味記述としての研究 

ヤルとスルの相違について述べた研究のほかに、ヤルがどのような用法を持つか

について論じた研究もここで取り上げておきたい。ヤルの辞書の記述と各論文の記

述をまとめると以下のとおりである。  

現代語の動詞「ヤル」の意味について、辞書には以下のとおりに記述されている。  

 

３－１－１．ヤルの辞書記述 

やる【遣る】〔動五〕  

一〔他〕  

①目的を与えてある所に行かせる。「娘を実家に使いに―」「調査団を現地に―」「三

人の子供を大学に―」  

②目的の所へ届くように送り出す。「手紙を―」  

③乗り物を動かし進める。「舟を川上に―」「車を駅まで―・ってくれ」  

④物をある所（特に、どこか不明の場所）へ動かす。「ここにあった新聞をどこへ―・

ったの？」  

⑤体の部分をその方へ向けたり動かしたりする。「庭に目を―」「ドアの方に顔を―」

「腰に手を―」  

⑥同等以下の人や動植物に物を与える。「家来に褒美を―」「孫に小遣いを―」「犬に

えさを―」「花に水を―」⇔貰う 表現近年ぞんざいな語感を与えるようになり、

丁寧な言い方である「上げる」にとってかわられる傾向にある。⇒上げる一㉙  

⑦〔やや古風な言い方で〕物事に気を配ったり遠くに思いをはせたりする。「はるか

の昔に思いを―」  

⑧〔やや古風な言い方で〕心にかかる思いを払いのける。「酒を飲んで憂さを―」  

⑨ある動作・行為をする。「宿題を―・ってから出かける」「皆でゲームを―・ろう」 

語法「やった、合格だ」「やったね！」など、遂行された行為を賞賛して自動詞

的にも使う。 表現「する」よりも俗語的。  

⑩職業としてある仕事をする。また、店などを開いて営業を営む。「農業を―」「こ

れまでいろんな仕事を―・ってきた」「店は夜八時まで―・っている」  

⑪興行や催しを行う。「あの劇場ではいま歌舞伎を―・っている」「特売を―」  

⑫学問・技芸・遊技などを（身を入れて）行う。「大学では数学を―・っている」「何

かスポーツを―・っていますか」  
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⑬ある役割を演じる。「主役［キーパー］を―」

⑭酒・タバコなどの嗜好品を味わう。「酒もタバコも―・らない」「刺身で一杯―・

ろう」

⑮ある病気を経験する。わずらう。「少年時代に結核を―・った」

⑯〔俗語的な言い方で〕好ましくないこと（特に、凶悪なこと）をする。「バカなこ

とを―・ってんじゃないよ」「大統領が凶弾に―・られる」 表記「私は殺って

ない」など、殺人の場合は「殺る」とも。  

⑰〔俗〕性交する。

二〔自〕暮らす。生活する。「給料だけでは―・っていけない」

三《動詞の連用形に付いて複合動詞を作る》

①その動作が完了する意を表す。すっかり…する。「まだ興奮が醒め―・らない」「暮

れ―・らぬ空」「覚め―・らぬ眠り」 語法下に打ち消しを伴う。

②その動作が広く、また遠くまで及ぶ意を表わす。「思い―・眺め―」

四〔補動〕《動詞の連用形＋接続助詞「て［で］」の形に付いて》

①同等以下の人などのために何かをする意を表す。「娘に本を読んで―」「話を聞く

だけは聞いて―」「君に一杯おごって―・ろう」「彼を励まして―・ってください」

⇔（…て）もらう 表現主体と話し手が一致する場合は、ぞんざいな言い方とな

ることが多い。近年、その語感が嫌われ、丁寧な言い方である「上げる」にとっ

てかわられる傾向にある。より敬意の度合いの高い言い方に「…て差し上げる」

がある。

②強い意志をもって、相手に悪い影響の及ぶ行為をする意を表す。「殴って―」「い

つか思い知らせて―」 可能やれる  

（北原保雄編『明鏡国語辞典 第二版』大修館書店）  

『明鏡』に記述されている他動詞の意味（一に挙げられている意味）に注目する

と、その数は 17 項目も挙げられている。このように、現代語の動詞ヤルは、辞書で

は多義的であると考えられているようである。  

しかしながら、以上の他動詞の意味に挙げられている用例を見ていくと、あるこ

とに気付く。それは①③④⑥の意味では「―を…にヤル」という文型であるのに対

し、それ以外の意味では「―をヤル」という文型が用いられていることである。同

じ現代語の辞書でも『新明解国語辞典』（第七版）は文型に注目し、文型とその文型

で表わされる意味によって分けられている。  

一〈どこ・なに・だれニなに・だれヲ－〉他の場所へ移す（ようにする）。「時計を
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直しに－［＝出す］／手紙を－〔＝出す〕／車外に目を－〔＝向ける〕／馬（舟）

を－〔＝進ませる〕／使いを－〔＝つかわす〕／子供を大学へ－〔＝行かせる〕

／一人娘を嫁に－〔＝とつがせる〕／ここにあった本をどこへやった？  

二下の立場の者（自分の力では得ることができないもの）に何かを与える。「兄が

妹に人形をやった／犬にえさを－／花に水を－」  

三〈なにヲ－〉すっきりしない心や、ふさぎがちな気持を、何かでまぎらす。「思

いを－〔＝晴らす〕／鬱を－〔＝慰める〕／心を－」  

四〈なにヲ－〉問題になっている何かをする。〔狭義では、俗に、男女の合体を指

す〕「よかれと思ってやった事だ／勉強をよく－／酒（たばこ）を－〔＝たしな

む〕／一杯－〔＝酒を飲む〕  

五〔自動詞的に〕暮らし向きが立つ状態にある。「楽ではないが、どうにか遣って

います／自分の稼ぎで遣っていくしかない」  

（山田忠雄・柴田武編『新明解国語辞典』第七版 三省堂）  

 

『新明解』では「―を…にヤル」という文型と「―をヤル」という文型があるこ

とが示されている。これらの文型の違いはどのように生じたのだろうか。  

さらに、『明鏡』には「⑨ある動作・行為をする。表現「する」よりも俗語的。」

と記述されている。「ある動作・行為をする」意の場合にはスルと似た機能を持つと

考えられるが、その用法としては、ヤルは俗語的であるという解釈である。ヤルが

俗語的であるかどうかについても詳しく検討する必要があるが、まずはスルと似た

機能を持つというところに注目したい。  

 

３－１－２．スルの辞書記述 

スルについては、実質的意味を名詞にあずけており、文法的機能を担うだけの機

能動詞（形式動詞）として働き、スル自体の実質的意味が希薄であることで知られ

ている。スルの辞書における記述は以下のとおりである。  

 

する[為る]（動サ変） 

一（自） 

①ある現象が起こる。「稲光が―」○ア 感覚器官を通して音・味・香りなどが感じられ

る。「背後で物音が―／レモンのような味が―」○イ 体に異常を感じる。「頭痛が―」

○ウ 心にある気持ちや感じなどをもつ。そのような心持ちが起こる。「寂しい思い

が―／気後れが―」 

②（状態性名詞＋「がする」または「のした…」の形で）そういう性状・性質を持
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っている。「間延びした声／世間擦れのした考えかた／日焼けのした顔」 

③（金額を表す語に付いて）その値段である。「この時計は十万円もした／いくらも

しない（＝安い）」 

④（時間を表す語に付いて）時が経過する。経つ。「五分もすれば着くでしょう／し

ばらくしてから行く」 

⑤（情態副詞＋「とする」、トタル型形容動詞の連用形＋｢する｣の形で)そういう様

態的性質を持った現象・感覚が現れる。また、そういう様態的性質を持っている。

「注射器が腕にちくりとした／体格はがっしりとしている／杳として行方が知

れない」 

⑥（様態を表す形容詞・形容動詞の連用形、「こう」「そう」など、副詞句に直接付

いてそのような行動や態度をとる。「静かにしろ／人に優しく―／こうすればい

いでしょう」 

⑦（「…とする」の形で） 

○ア …と仮定する。「かりに宝くじに当たったとしてみよう」○イ …という、…と考

える、…と主張するなどの意の婉曲な言い方。…と判断してそういう見解や意見

を持つ。「即座に協力すべきだ―意見が多数を占める／気象庁では津波の心配は

無いとしています」表現「言う」「考える」「主張する」などに比べて形式的・抽

象的な言い方としてマスコミなどに好まれるが、意味が曖昧になりやすい。 

二（他） 

①自分の意志である動作・行為を行う。また、無意識のうちにある動作・行為を行

う。「勉強（早起き・連絡）を―／よそ見を―／苦労をして作曲したオペラです」 

②体にある現象が生じる。「呼吸（咳・病気）を―」 

③ある役割を務める。「教師をしている／司会を―」 

④ある物を身につける。「右手に包帯を―／ネクタイ（眼鏡）を―／首輪をした犬」 

⑤（連体修飾語＋名詞＋「をして…」または「…をした」の形で）そのような性質・

形状・状態である。「彼は長い髪をしている／複雑な構造をした機械」 

⑥（「ＡをＢにする」などの形で）あるものを別のものや別の状態に変える。「鉄鉱

石を鋼に―／部屋をきれいに―／身を粉にして働く」 

⑦（多く「ＡをＢに―」の形で）人をある職業や地位につける。「子どもを漫画家に

―／腹心の部下を重役に―」 

⑧（多く「ＡをＢに―」の形で）あるものをある用にあてる。特に、他の代用とし

て役立てる。「土地を担保に―／かき集めた一億円を身代金と―」 

⑨（「ＡをＢに／と―」の形で）あるものをそのような価値や資格をもったものとし

て扱う。「写真を趣味に／と―」「先輩を目標に／と―」「遠足を楽しみに／と―」
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「よくも人をばかにしたな」 

⑩（「ＡをＢに／と―」の形で）判断・選択してそれと決める。「試合は中止と／に

―」「贈り物は花束に―」 

⑪（「…とされる」の形で）→される三 

三（補動） 

①（動詞連用形に助詞「は」「も」「や」「さえ」「こそ」などを添えた形に付いて）

その動詞の（否定の）意味をとりたてたり強めたりする。「英語が話せは―がう

まくはない／読みもしないで批評はするな／心配こそすれ忘れたことなど一度

もない」 

②（「たりする」「などする」の形で）他に同類があることを暗示しながら、動作・

状態を例示するのをまとめあげる。「泣いたり笑ったりして暮らす／すねたり（な

ど）して悪い子ね」 

③（「～方をする」の形で）その方法・仕方で物事を行う。また、迷惑や被害がそう

した仕方で起こる。「高圧的な口の利き方を―／むごい殺され方をしたもんだ」 

④（「お」まれに「ご」＋動詞連用形、「ご」＋漢語サ変動詞語幹の下に付いて）謙

譲の意を表す。「お会い―／ご案内―」 

四（名詞、動詞；形容詞の連用形、副詞などに付いてサ変複合動詞を作る）それぞ

れの語幹に動作・状態などの意を添える。「愛―･涙―・キック―・取引―・びっ

くり―・ひんやり―」語法「信ずる」「感ずる」「応ずる」「重んずる」など、語

幹が漢字一字からなるものは「～ずる」となるものも多い。これは近年、「信じ

る」「感じる」「応じる」「重んじる」のように下一段化して使う傾向が強い。ま

た、「愛する」「訳する」「略する」などは、他に「愛す」「訳す」「略す」があり、

これらは口語では五段化する。  （北原保雄編『明鏡国語辞典』大修館書店） 

 

３－２．ヤルとスルの類似性と相違 

ヤルがスルと置き換えられるのは、「―を スル／ヤル」という文型に限られる。

「A を B にする」などの文型ではヤルとスルは置き換えることができない。ヤルを

用いることができるのは、『明鏡』におけるスルの意味記述のうち、他動詞で用いら

れる二の意味のうちの①③である4。  

以上「―を ヤル」という文型の場合で意志的な動作の場合にはヤルとスルが置

                                                        
4
 ただし、①「自分の意志である動作・行為を行う。また、無意識のうちにある動作・

行為を行う。」の場合、先行研究でも指摘されているように、ヤルは無意志的な動作に

は用いられにくい。「～をする」と「～をやる」が置き換えられる場合は「意志的に行

われる動作」のときであるとされている。  



14 

 

き換えられる場合があることを確認した。ヤルがスルと置き換えられるということ

は、ヤルはスルと同じように機能動詞として働く用法を持っていることになると考

えられる。ヤルが機能動詞化へ意味を派生させるという点は歴史的変遷上でも重要

な現象である。  

 

３－２－１．森田良行（1989）  

やる［遣る］  

「やる」には「行かせる―進ませる―外へ出す―与える」という発展コースがある。

この発展コースとは別に、行為を進める「やる」がある。これは「…ヲ…ニやる」

という移動・進行の到達点「～に」が設定されない文型の場合である。  

 例えば、「手紙をやる」の場合は、移動させられる対象が「手紙」で、それを「相

手に」対して届くようにする行為であるが、「文学をやる」の場合は、行為する対象

が「文学」で、特に到達点「～に」は設定されない。  

 「ヲ」格に立つ語は行為を表す名詞で「会議をやる」「商売をやる」「ゴルフをや

る」「マニキュアをやる」等、意志的な動作・行為によって成立する状況に限られる。

「する」と共通する面を持つが、「する」の場合に可能な無意志的な動作や、状態性

の名詞は「やる」で受けることはできない。したがって、「息をする」「あくびをす

る」「赤い顔をする」「青い目をした…」などは「やる」に置き換えることができな

い。  

 

３－２－２．神田靖子（1987）  

「やる」と「する」が置き換えられるのは、一般的に行為することを表す場合、

「体言を＋する」、「こそあど＋する」、「擬態語＋する」等の場合のうちであり、全

体として、「やる」は動作性が強くその動作を行う意志が感じられるが、他動詞、自

動詞両方の場合がある。  

 

３－２－３．中本正智（1986）  

スルとヤルが類義の関係を結ぶのは、ある事を行う意の場合に限られている。無

意志的な場合（「テレビを見すぎて居眠りをする」「くしゃみをする」）では、ヤルが

使用不可である。「する」は行為や変化、そして基準による判断や状態など、広い意

味領域に用いられる。それに対し、「やる」は、「する」と類義の関係を結ぶときに

は行為だけに限って用いられ、しかもその行為は意志的なものに用いられる。  

また、「やる」には「やらせ」のような作為が強く働いていることを表すのにふ

さわしいものがある。これを「させ」といったのでは、作為的な意味を含めること



15 

 

はできない。「強い意志」は、「かたっぱしから やっちまえ。」のような、「周囲の

人々の気持を圧しつぶすことになり、悪意に満ちた行為となる。  

 

３－２－４．星野恵子（1998）  

「やる」と「する」が重なるのは、「～（動作・行為）をする／やる」の場合で

ある。意志をもって行うものではない現象・変化・結果などは「やる」が使用でき

ない。「やる」の対象になるのは、継続性を持つもの、意志を持って取り組むもの、

ある程度の大きさをもつ活動、グループで行う活動などである。  

 また、一般の行為のなかで、意志をもって行う日常的な行為でも、サ変動詞語幹、

動きが直接的に表されている名詞は「やる」の対象にならない。  

（以上の波線部は豊田による）  

以上の先行研究では、スルとヤルが置き換えられる場合にヤルは意志的な行為に

限って用いることができるとされていることがわかる。  

これらの研究を踏まえ、大塚望（1999）（2002）では「生理・病理現象」「非動作

性名詞がヲ格に立つ場合」などの「一般的な行為を行うこと」以外の場合について

考察している。また、國弘保明（2007）は、書きことばではなく、話しことばにお

いてヤルとスルがどのように用いられるかを研究した。  

 

３－２－５．大塚望（1999）  

生理・病理現象を中心にスルとヤルのヲ格名詞の違いを明らかにする。その結果、

スルは自動詞・他動詞として使われること（めまいがする・くしゃみをする）、「A

ガ C ヲする」文型では、生理現象・外傷の表現で使われ（赤ちゃんがげっぷをする・

父が捻挫をする）、名詞の意味的特徴として「日常性」「頻発性」があることを示し

た。  

一方で、ヤルは他動詞のみで用いられ、「A ガ C ヲやる」文型では病理現象の表

現で使われており（子供がはしかをやる・祖父が腰をやった）、名詞の意味的特徴と

して「（病の）治癒性」「病歴」及び身体部位であり、「非日常性」「一回性」である。  

 

３－２－６．大塚望（2002）  

非動作性名詞に接続するスルとヤルについて考察する。結果として、スルは機能

動詞として働き、ヤルは機能動詞から実質動詞まで広い用法をもつことを指摘して

いる。  

 ヤルが実質動詞として働くのはヲ格名詞に「人・動物」（安田をやる、鶏をやる）

をとる場合である。ヤルの機能動詞としての用法は「遊技・スポーツ」（馬ごっこを
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やる、ダンスをやる、麻雀をやる）「趣味・習い事」（声楽をやる、博士課程をやる）

「映画・演劇・放送番組」（今度映画をやります）などがヲ格名詞となる場合である。  

 しかし、ヤルには単独で用いることができない（＝機能動詞）が、実質的意味が

あると考えられる用法がある（実質動詞よりの機能動詞）。それは、名詞に「嗜好品」

（煙草をやる）「映画・演劇・放送番組」（四季劇場で『ハムレット』をやる）「役割」

（ピッチャーをやる）「行事」（コンクールをやる）「生業」（スナックをやる、医者

をやる）をとる場合である。  

 

３－２－７．國弘保明（2007）  

ラジオ番組を素材として話しことばにおけるヤルとスルの相違を考察している。 

 用例のなかには「する」と「やる」が両方とも使用されているものがあるが、同

一意味内容ではない。例えば、「企画」は「「企画（を）する」「企画（を）やる」の

両方が見られるが、「企画する」は企画を立てる、即ち計画する段階であり、実行に

はまだ至らないことを表し、「企画（を）やる」は実際に行動に移すと理解すること

ができる。  

また、「やる」に特異な用法として、実質動詞の代替としての「やる」がある。

この用法は、会話の背景を理解していなければ、その意味を正確に理解できない。

しかし、逆に言えば、会話の背景を理解できていれば、その意味するところを「や

る」一語で示すのみで、全てを発言しなくてもよいこととなる。この用法は表だっ

て口にしにくいことを述べる場合にも有効であり、この点をもって、「やる」が俗語

的とされる理由と考えられる。さらに、「やる」の代替は、実質動詞１語に留まらず、

より広い範囲の代替の機能も有している。  

 

 以上、先行研究では現代語で用いられる場合のスルとヤルの相違について論じら

れているものが多いといえよう。そしてその相違とは大きく意志的な動作かどうか

に注目されている。神田（1987）、中本（1986）、星野（1998）は、ヤルが意志的動

作の場合に用いられ、無意志的動作には用いられにくいと結論づけている。  

また、大塚（2002）では非動作性名詞をヲ格名詞にとる場合にヤルが実質動詞と

機能動詞の両方の機能を持つことを指摘する。國弘（2007）ではヤルの実質動詞の

代替機能が指摘され、そしてその代替機能は一語にとどまらないとしている。  

 

４．機能動詞スルについて 

４－１．大塚望（2007） 

 大塚（2007）では「～がする」文、「～をする」文、「形容詞する」文に注目し、
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機能動詞の観点からスルが文法的に多機能であること示す。  

 従来の機能動詞研究では機能動詞は「名詞＋動詞」の語結合に限定されているが、

それ以外の語結合「きれいにする」「しばらくする」なども実質的意味の希薄さ・文

法的機能性の顕著さが示されることから機能動詞としての考察が必要であるとする。 

 スルは語結合が強く、語順の交替を許さないものが多い（息子を医者にする→*

医者に息子をする）。とくに顕著に現れるのが漢語や外来語と結びつくサ変動詞と呼

ばれるものである。サ変動詞は語と語が結合して形成された複合語であり、語結合

の強さによって一語相当の振る舞いをする。ほかに「擬態語＋する」「副詞＋する」

「形容詞＋する」「形容動詞＋する」も一語相当と考えられ、これらすべては一語と

して振舞う機能性の動詞と捉えるべきであるとする。  

 一方で、一語相当との振舞いはなくても、その語結合が他の動詞一語に相当する

ものがある（子供が歌手の真似をする。→子供が歌手を真似る）。また「～にする」

の中にも動詞一語と置き換えられるものがある（頼りにする→頼る）。  

 次に「する」文には意味的・構文的な観点から形容詞文と共通する特徴をもつも

のがある。意味的な類似性が認められる最も顕著な例は形容詞一語と置き換えられ

る例（胃がキリキリする→胃が痛い）である。「語＋する」は一つの述語として機能

し、「感じ、味、音がする」「擬態語する」「形容詞している」は形容詞との類似性が

大きく、動詞「する」は名詞性、擬態語、形容詞に形容詞述語の特徴を与える機能

的な動詞である。  

 「する」全てが機能性を強く示す動詞であり、動詞の中でも状態動詞、動作動詞、

変化動詞、感情感覚動詞など様々な姿を示しうるものである。その機能性、意味、

用法の広がりからみて多様な動詞であると言えると結論づける。  

 

５．先行研究のまとめ 

以上の先行研究におけるヤルの記述のしかたの立場は、大きく以下の 3 つに分け

られる。  

①辞書の記述のようにヤルの意味を記述する研究  

②スルと類義関係を結ぶ場合の研究  

スルとヤルの相違を述べることを中心としているもの（森田良行 1989、神田靖

子 1987、中本正智 1986 など）  

（1）テレビを見すぎて 居眠りを する。  

×テレビを見すぎて 居眠りを やる。  

くしゃみを する。  

×くしゃみを やる。               （中本 1986 より）  
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③授受表現としての研究（後述）  

クレル・モラウなどとともにやりもらい動詞のなかでの位置づけを述べるもの  

（宮地裕 1965、奥津敬一郎 1986、日高水穂 2007）  

歴史的変遷によってクレル・モラウとの関連を指摘するもの（古川俊雄 1995） 

先行研究ではスルよりもヤルのほうが意志的であり、（1）で示したようにヤルは

無意志的な動作には用いられにくいとされている5。  

先行研究では大きく 3 つの観点があることは前述のとおりであるが、これら 3 つ

の用法の関連を述べた研究やヤルの全体的な用法の通時的研究はない。したがって、

ヤルがどのように現代語の辞書に記述されるような多数の意味を獲得したのか、授

受動詞としてのヤルと機能動詞としてのヤルの関連はどうなっているのかという点

において考察の余地があると思われる。  

そこで本論文ではヤルについて、歴史的展開における意味の多様化、さらに機能

動詞化の観点から論じることを目的とする。  

 

６．ヤルの機能動詞化 

ところで、詳細は本論第 1 章に譲るが、ヤルは以下のように用法を展開させた。 

まず、上代におけるヤルには「人を場所へヤル」「物を場所にヤル」「物を人にヤ

ル」「人をヤル」「物をヤル」「心をヤル」がある。  

中古になると「車をヤル」文型が出現する。この文型では、場所へたどり着くこ

とではなく、「何かを動かす」ことに重点がおかれるようになる。  

中世後期では、ヲ格に立つ補語が抽象名詞である例が出現する（「理をヤル」な

ど）。「抽象名詞ヲ＋ヤル」文型のヤルの意味は「おし進める」意であると考えられ

る。  

近世では「味・贅」などの「名詞（粋・通）」という形式で「主体の態度・能力

の表出」を表わすことが可能になった。上代から中世では対象が「進行」すること

を表わしていた。しかし、「表出」はたんなる進行ではなく、「境界を突破する」と

いうように進行の変化があったと考えられる。  

                                                        
5 「居眠り」について、中本（1986）では「居眠りをするのは、意志的な場合もあるし、無意志

的な場合もあるが、「テレビを見すぎて」という文脈では、無意志的とみてよいであろう」とさ

れる。  

大塚（2002）でも、様相・様子を表わす名詞は「～ヲする」だけを作り、「～ヲやる」を作ら

ないとしているが、「お父さん、もう一回変な顔をやって。」や「少女漫画みたいなキラキラお目々

をやります。」という例も考えられるとしている。そして、「故意にその様子を作ってみせるよう

な場合には、ある程度許容されるようである」としている。以下のような例の場合である。  

○「どう？こうやるとあたしの顔は西洋人のように見えない？」などと云いながら鏡の前でいろ

いろ表情をやって見せる。（痴人の愛）  
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「表出」の用法のあとには、ヤルはさまざまな補語をとるようになる。具体的に

は、「数量詞（一）＋遊びごと・嗜好品」→「手段」→「動作名詞（問題事に限定）」

→「動作名詞（芸ごと・遊びごと）」→「活動（行為が問題事）」→「ウマクヤル（ヤ

ッタ）」というような順番で、補語が拡大していくのである。  

近代では「飲食（嗜好品）」→「デモ／マデ」→「一生懸命ニ」→「活動（授業

など）」というように補語の内容が拡大する。  

以上のように歴史的変遷とともに、ヤルの補語の名詞が多様化し、制限がなくな

っていくことは機能動詞化していくことを示すと思われる。  

ヤルが「行為」を表すようになったのは、こうした過程を経て 18 世紀後半の「問

題事」を対象とすることに始まり、20 世紀に「活動」も対象とするようになってほ

ぼ完成したと思われる。  

ヤルは現代語では機能動詞として働く用法がある。先行研究でも指摘されている

ように、機能動詞として働くほとんどの場合が意志的な行為に用いられる。この点

が大きくスルとは異なる。  

本論第 1 章及び第 2 章では、ヤルを対象として動詞が機能動詞として変化してい

く過程を具体的に示す。  

以上のヤルの変遷を図示すると以下のようになる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヤルが上代から有していた「おくる」意（present, send）の用法は、現代にも受け

継がれ、用いられていると言える。しかし、『明鏡』「同等以下の人や動植物に者を

与える」、『新明解』「下の立場の者（自分の力では得ることができないもの）に何か

目上に  

ヤル＝present, send 

ヤル＝do 

目下に  

時間  
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与える」と現代語の辞書に記述されているように、現代語では目上の人物に対して

ヤルを用いることはできない。上記の図では、「おくる」意（present, send）の用法

が目下に偏って用いられるようになっていくことを示している。  

present の場合だけでなく、send の場合にも待遇性の低下が見られる。具体的には、

上代・中古には「我が背子、わが人」などの同等の関係と思われる場合にも用いら

れた。しかし、中世前期になると、ヤルの対象は「郎等、下僧、弟子、使者」など

の名詞に偏っていく。以上から、present, send の「おくる」意は、徐々に「同等か

目下に対してでなければ使えない」という制限を生じさせたと考えられる。  

また、上記の図のヤル「行う」意（do）の方は、近世期頃から徐々に補語を拡大

させ、用法を生じさせたことを示している。  

先行研究、森田（1989）、神田（1987）、中本（1986）、星野（1998）、大塚（1999）

にもあるように、スルと比較するとヤルは機能動詞化しても「意志性」を保ってい

ることがスルとの最大の差異である。  

 

７．文法化について  

Hopper and Traugott（1993）（日野資成（2003）『文法化』の翻訳による）は、文法

化について「「文法化」という術語には二つの意味がある。一つは、言語現象を説明

する研究領域を指す術語であり、どのようにして文法的形式と構造が現れ、どのよ

うに使われ、どのように言語を形作るかということを研究のねらいとした言語学の

分野を指す。」と記述している。  

また、秋元実治（2002）では、文法化の要因として「語用論的推論」「漂白化」

を挙げる。  

語用論的推論（Pragmatic inferencing）  

会話の含意が、ある文脈中頻繁に現れることによって、習慣化、あるいは意味化

するようになる。その過程で多義が生じ、やがて一方の意味が優勢になる。具体的

には、‘since’や完了の一種である ‘have a letter to write’では‘letter’は非指示的であり、

そのため‘have’の所有の意味が弱まり（漂白化）、義務の語用論的推論が強まり、次

第にその義務の意味が「意味化」（semanticization）し、その結果、目的語は存在し

なくてもよくなっていったことなどを挙げた。  

歴史的観点からは次のような言及がある。  

青木博史（2013）は、文法化について以下のように述べている。 

 文法化とは、それまで文法の一部ではなかった形式が、歴史的変遷の中で文

法体系に組み込まれるプロセスをいう。例えば、日本語の主要なアスペクト形

式は基本的に文法化によって生じている。「読み＋あり→読めり」「読みて＋あ
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り→読みたり」「読みて＋いる→読んでいる」などである。また、待遇に関する

形式も文法化を経たものが多い。例えば「給ふ」「侍り」「まゐらす→まらする

→ます」などである。 

 

 以下、特に古典語を重点的に、実際に文法化したものの研究を見ていく。 

 

７－１．補助動詞への文法化 

動詞から可能を表す補助動詞へ文法化したものについて青木博史（2010）がある。

青木（2010）は可能表現「～キル」について述べる。現代共通語において複合動詞

「～キル」は語彙的複合動詞と統語的複合動詞に分けられる。前者は、①切断（鉄

棒を焼ききる、はさみきる）と②終結（難局を乗りきる、振りきる）にさらに分け

られ、後者は①完遂（学生が走りきる、小説を読みきる）と②極度（手足が冷えき

る、相手をなめきる）に分けられる。  

また、九州方言ではこの形式で可能表現（酒を飲みきる）として用いられる。青

木（2010）は「～キル」の歴史的展開は次のようになり、A から D の順序で展開す

るとした。  

A 物の切断 一部の動作動詞（射きる、断ちきる、搔ききる、…）  

A’ 空間の遮断 一部の動作動詞（仕きる、立てきる、せききる、…）  

B 終結～強調 発話・思考動詞（言ひきる、思ひきる、振りきる、…）  

C 極度の状態 変化動詞、限界動詞（澄みきる、静まりきる、…）  

D 動作の完遂 動作動詞、非限界動詞（使いきる、走りきる、…）  

このように動詞が可能表現化するプロセスを明らかにした。  

 

７－２．接続助詞への文法化 

名詞から因果関係を表わす接続助詞へ文法化したものに吉田永弘（2000）がある。 

吉田永弘（2000） 

 活用語に承接するホドニは時間的用法と因果的用法（原因理由を表す用法）があ

る。その段階は次のⅠからⅢに分けられる。  

Ⅰ．前件句の事態と後件句の事態とが時間的に重なる〈重時性〉…平安時代  

Ⅱ．前件句と後件句とが時間的重なりを持たず、二事態間の時間的先後関係を表す

…院政・鎌倉時代  

Ⅲ．時間関係から離れた因果関係を表す〈因果性〉…鎌倉時代末期  

ⅠⅡの段階は時間的用法、Ⅲになって因果的用法が成立したと考えられる。また、

順接仮定条件を表す「已然形＋バ」は偶然条件、必然条件（原因理由）、一般条件の
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三用法があるが、覚一本平家物語と応永本論語抄の間を境界として、中心が必然条

件から一般条件に変わっている。「已然形＋バ」が一般条件に偏り、必然条件（原因

理由）を表すところが空き間になる。ホドニは二次的であっても因果関係を読むこ

とができたため、それを埋めたものと考えられる。ホドニが原因理由を表すように

なる要因には「已然形＋バ」との関連が考えられる。  

他に原因・理由を表わす表現として、ニヨッテ・サカイがある。『日本国語大辞

典』（第二版）には次のように記述してある。 

 

よって【因―・依―・仍―】 

 動詞「よる（寄）」の連用形に助詞「て」の付いた「よりて」の変化してでき

た語。漢文の訓読から生じた。 

さかい 

 語誌 語源に関しては、名詞「境」から転じたものという。 

 語形的に見ると、「さかい」「さかいに」がほぼ同時に成立しており、やや遅れ

て「さかいで」が誕生。 

 

ヨッテは、元々「に依る」という具体的に手段・方法を表わす形式であったもの

が、原因・理由の接続助詞へと文法化したものである。サカイは、元々「境」とい

う名詞からそれぞれ文法化したものである。  

 

７－３．助詞への文法化 

日野資成（2008）では、名詞から助詞へ文法化したものを挙げ、文法化する過程

について記述している。  

形式語には、形式名詞と形式動詞があり、形式名詞「たけ」「ばかり」「くらい」、

形式動詞「たまふ」「まうす」「やる」の歴史的変遷と文法化過程について論じた。  

①たけ  

平安時代、「たけ」は「身長」や物理的長さの意味で用いられていた。しかし鎌

倉・室町になると、心理的に限られた心の範囲を表し、「限り」の意味で用いられる

ようになる。さらに江戸時代には時間的に限られた範囲も表すようになる。  

②ばかり  

 もともと動詞「はかる」であった。一方、「はかる」には「道具を使って測定する」

という具体的意味もあり、測定する→対象が明確に限定されることから、名詞に焦

点を当てて限定を表す用法も現れた。  

③くらい  
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 もともと名詞「位」であり、平安時代までは皇位など身分にもとづく「地位」を

表した。江戸時代（17 世紀）になると「おおよその程度」を表す用法が現れた。  

①から③は、元の名詞に高い・低いの度合い（程度）があることが共通する。  

 

７－４．敬語を表わす補助動詞への文法化 

日野資成（2008）は、名詞から助詞へ文法化したもの（上記①から③）の他に、

以下の④⑤のような動詞から敬語を表わす補助動詞へ文法化したものについても述

べている。  

④～たまふ  

 奈良時代には「与ふ」の尊敬を表す動詞として「くださる」の意味で使われてい

たが、平安時代には補助動詞「～たまふ」に文法化し、「～なさる」という尊敬の意

味を添える。補助動詞「～たまふ」は動詞「給ふ」から敬意の意味だけを抽出した。  

⑤～まうす  

「申す」は奈良時代、「言ふ」の謙譲を表す動詞として使われていた。平安時代

になると「～申す」という謙譲の補助動詞の用法が現れた。  

④と⑤は、もとの動詞から意味の一部を抽出している点で共通するとする。  

 

７－５．アスペクトを表わす補助動詞への文法化 

 鈴木恵（1982）は、原因・理由を表わす「間」について、成立時期は平安中期と

し、成立原因として内的要因と外的要因があると述べた。内的要因は、もともと時

間的意味用法であったものが原因・理由を表わす用法に転化したことであるとする。

外的要因は、他の表現形式「ユヱニ」「ヨリテ」「ホドニ」との関連があると述べて

いる。  

 百留康晴（2001）は、「―続ける」の文法化について述べた。「―続ける」は、中

古中世においては文法化しておらず、「―することを継続する」という意味構造を持

ち始めるのは中世後期から近世にかけてであるとする。文法化したのは大正期に入

ってからとする。新しい意味構造は「続ける」自体の意味変化、後の時代における

語構造の再解釈が要因となって出現したとする。  

 

７－６．助動詞への文法化 

また、助動詞のナリ、メリも文法化したものと考えることができる。ナリとメリ

について『日本国語大辞典』（第二版）には次のように記述されている。 

 

  なり（動詞・助動詞の終止形に付く。伝聞推定の助動詞） 
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  語誌 語源については、音や声の意味をもつ語根「ね」または「な」に「あり」

が付いたものという。なお、断定の「なり」と同語で、用法を転じたものと見

る説もある。 

めり（用言・助動詞の終止形に付く。推量の助動詞） 

語誌 語源については、「見えあり」「見あり」または「め（目や見るなどと同

根）あり」の変化したものとするなど諸説ある。同じく終止形に付く推量の助

動詞「なり」が「ね（音）」「なく（鳴）」等に関連づけられて聴覚的であるのに

対し、「めり」は視覚的であるといわれる。 

 

７－７．古典語における文法化についての研究 

大堀壽夫（2004）（2005）では、文法化とは、それまで文法の一部ではなかった

形が、歴史的変化の中で文法体系（形態論・統語論）に組み込まれるプロセスであ

ると述べる。より具体的には、自立性をもった語彙項目が付属語となって、文法機

能をになうようになる変化が、典型的な文法化である。文法化の例として「まゐら

す（さしあげる）」から丁寧語の「ます」、「～ところだ」、助詞の方向をあらわす「へ」

（「辺」に由来）などがあると述べた。  

また、砂川有里子（1999）では、動詞・名詞の文法化について形態的・統語的変

化を以下のようにまとめている。  

１．自立語である動詞や名詞が、接続助詞、格助詞、助動詞、接尾辞などの付属語

へと変化する。  

２．動詞の場合は述語に、名詞の場合は主語や目的語に立てなくなる（「＊当劇場の

閉館は本日をもちます。」）。  

３．動詞の場合、「が」格がとれなくなり、「に」や「を」など限られた格助詞しか

用いられなくなる。また、もとの動詞が取り得ない格助詞を取るようになる場

合もある（「小さな子供{を／＊に}連れている。」）。  

４．肯定・否定の対立やテンス・アスペクト・ボイスなどの文法カテゴリーを喪失

する（「事態は悪くなる一方だ。」「＊事態は悪くなる一方ではない。」）。  

５．形態的に融合し、間に他の要素を入れられなくなる（「その国は１年を通じてあ

たたかい。」「＊その国は１年をも通じてあたたかい。」）。  

６．以上の変化は段階的・連続的なもので、様々な段階の変化の実現形が共時的に

存在しうる。  

 また、空間概念から時間概念の表現へ変化する際には、比喩的転写を動機づける

意味の類縁性がある。  

動詞の意味変化は、時間概念の表現をもとの動詞の空間概念にもとづいて分類す
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ると、以下の６つに分けられる。  

（a）随伴…にしたがって、にともなって、をもって、につれて。  

もともとは自己以外のものを自己の身近にともなうという意味を持つが、文法化

して二つの事態の時間関係を表すようになる。  

（b）接触…おりから、おりに、きり、にあたって。  

物理的な接触の意が抽象化して時間軸の中で生起する二つの事態の接触を表す

ようになる。  

（ｃ）設置…において、にかけて。  

 もともと、物体をある場所に設置することを表すが、時間概念の表現へと変わり、

典型的にはその過程の一段階、あるいは期間の一時点に何かの事態が生起する、と

いう意味に文法化した。  

（d）存在…にあって、にさきだって、にひかえて、にめんして。  

存在場所を表す「に」格に事態を表す表現が用いられると、その事態と同じ時点

やそれ以前・以後といった一定の時点を表す時間表現として用いられるようになる。 

（e）移動…をつうじて、をとおして、にわたって、にいたって、にいたっては、に

いたっても。  

文法化して、「長い期間」という意が表される。  

（f）限定…かぎり、かぎりに。  

 文法化して、「条件」の意味が生じたことを指摘している。  

 

８．テヤルの文法化について  

 このように見てみると、テヤルも文法化したものを見ることができる。そこでま

ず、現代語においてテヤルがどのように位置づけられているかを述べる。  

 

８－１．現代語におけるテヤルの研究 

補助動詞テヤルについての先行研究としては松下大三郎（1928）、豊田豊子（1974）、

グループ・ジャマシイ（1998）、森田良行（2002）、高橋太郎（2005）、日本語記述文

法研究会（2009）などが挙げられる。テヤルの先行研究は主に現代語の研究と歴史

的観点からの研究に分けられる。歴史的観点からの各論は、本論第 3 章で取り上げ

ることとして、ここでは大きな流れを把握しておきたい。  

 

８－１－１．松下大三郎（1928） 

松下（1928）では「利益態」のなかにテヤルを位置づけ、テヤルは「自行他利態」

であると指摘する。「自行他利態」とは「自己の動作に関して其れが他人の利益にな
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ることを表すものである。其の目的は自己の動作が他人に對する恩惠であることを

いふに在る場合と、自分は局外者であつて他人の事に干渉すべき筋はないが唯好意

的にするだけであるといふ意を表すに在る場合とある」と述べる。そして次の例を

挙げている。 

（一）折角忠告して遣つたら（忠告して上げたら、忠告して差上げたら）却て怨ま

れた。 

（四）餘り憎らしいから毆つて遣つた。 

上記用例では二重傍線が自行他利態である。（四）については「害を利として表

す」とされている。 

 

８－１－２．豊田豊子（1974） 

「やりもらい」の補助動詞はそのもとになる動詞の動作がだれかの利益のために

行われるかをあらわすもの」とし、テヤルについては「利益・恩恵、不利益・迷惑

（受給関係）」「意志を表わす」「方向を表わす」という 3 つの用法を挙げる。  

また、意志を表わす用法について「直る」などの無意志的な動詞に補助動詞「や

る」が伴うと、意志化されることを指摘している。  

 

８－１－３．グループ・ジャマシイ（1998） 

 テヤルは、「話し手より目下の人や動物のために、話し手（または話し手の側の人）

が何かの行為をすることを表す。」としている。また、テヤルには「怒りの表現とし

て、相手の嫌がることをするという意味で使われることもある。」とも記述されてい

る。  

 

８－１－４．森田良行（2002） 

 森田（2002）では松下大三郎の用語を用い、テヤルについて次のように分類する。  

～テヤル（～テアゲル）…自行他利  

①利益恩恵の供与  

②不利益の供与   A ガ B ニ C ヲ～てやる／てあげる  

③自暴自虐・強い意志  

③の例として「自殺してやる」「きっと合格してやる」が挙げられる。この用法

について「対相手意識は深層心理として存在するものの、行為そのものに「他利」

となる事物の移行は伴わない。単に“してみせる”という己の強い意志を表わして

いるにすぎない。それが結果として相手を困らせたり見返したりする間接の働きか

けとなっていることは確かである」と述べる。  
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８－１－５．高橋太郎（2005） 

高橋（2005）ではヤルとテヤルについて「やりもらい動詞」のなかで述べられて

いる。まず「やりもらい」について、「だれかのためにする動作を、サービスのおく

り手またはうけ手のがわから、そのどちらかを主語にして、いいあらわすいいかた」

としている。例えば、〈本を読む〉という動作について、ひとりの動作ではなく誰か

のために読む場合には、  

・太郎が（わたしが） 次郎に 本を よんで やる。  

となる。また、上記の例は太郎側から述べられているが、次郎側から述べると、  

 ・太郎が 次郎に（わたしに） 本を よんで くれる。  

となる。同じ動作を次郎側から、主語を次郎にすると、  

 ・次郎が（わたしが） 太郎に 本を よんで もらう。  

となり、誰を主語にするかによって 3 種類の言い方ができる。また「やりもらいは、

動詞の第 2 中止形6と補助動詞「やる（あげる・さしあげる）」「くれる（くださる）」

「もらう（いただく）」とのくみあわせによってあらわされる」としている。さらに

サービスの方向と主語の関係について、以下の表にまとめている 7。  

 

    おくり手、うけ手

と主語の関係  

 

サービスの方向  

主語が  

サービスのおくり手  

主語が  

サービスのうけ手  

〈いく〉の方向  して やる   

〈くる〉の方向  して くれる  して もらう  

 

また、高橋（2005）では、テヤルについては以下のように記述してある。  

①主語であらわされるサービスのおくり手が、他人（サービスのうけ手）のために

することを、おくり手のがわからあらわす．  

・私は その品々を 父の つくえの うえから おろして みんなに みせて 

                                                        
6 高橋（2005）では、中止形について  

  いわゆる連用形になにもつかないかたち「～し」を第 1 中止形、「～して」を第 2 中止形と

いう．  

 と定義されている。  

 
7 〈して やる ↔ して くれる〉という方向性の対立について「標準語にはあるが、その対

立をもたない方言もある．その種の方言では、「オメーニ クレルヨ」が「ヤルヨ」の意味で

つかわれる」という記述もある。  
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やった．  

②他人に不利益をあたえるためにする動作をあらわす．つまり、マイナスのサービ

スをおくるのである．  

・むかし、ある ところに、一人の どろぼうが いた。酒が 飲みたく なっ

たので、「今夜は一つ、酒屋に しのびこんで やろう」と 考えた．  

・けしからん やつだ．とっちめて やれ．  

③はなし手が積極的にする動作をあらわすばあいもある．このばあいは、サービス

は問題にならなくなる．（プラスもマイナスもない）  

・これを 学資に して 勉強して やろう．  

・おれは こんどの 試験に かならず 合格して やる．  

③の用法については「して みせる」との関連も指摘されており、一人称に限ら

れる点が挙げられている。  

 

８－１－６．日本語記述文法研究会（2009） 

「補助動詞構文」において「てあげる」の待遇度が異なる形式としてテヤルを挙

げている。まず補助動詞については「実質的な意味をもつ動詞に対して、実質的な

意味が希薄化し一定の文法的意味を添える働きをする動詞」とし、形式的には「動

詞のテ形につく」とされる。「てあげる」「てくれる」「てもらう」について、動作の

受け手にとってその出来事が恩恵的であることを表すとされる。また「てやる」「て

くれる」「てもらう」については必ずしも有益でない恩恵の授受を表すことがあると

し、非恩恵的な「てやる」には  

・この野郎、思い知らせてやる。  

という非恩恵的な影響を与える相手が想定できる用法と、  

・いつか偉くなってやる！  

という影響を与える相手が想定されない用法とがあるとする。  

 

８－２．歴史的観点からみたヤル 

８－２－１．日野資成（2008） 

動詞から方向を表わす補助動詞になった例として「～ヤル」を挙げ、次のように

述べた。「遣る」は奈良時代には「行かせる」という意味の動詞であった。補助動詞

「～やる」は動詞「遣る」から方向性の意味（中心点から他のものへ）だけを抽出

したものであると指摘した。p.23 で挙げた動詞から敬語を表わす補助動詞へ文法化

した④「～たまふ」、⑤「～まうす」と同様に、「～やる」も、元の動詞から意味の

一部を抽出している点で共通するとする。  
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ヤルは～テヤルとなって恩恵を与える意味になった。  

 

８－２－２．荻野千砂子（2007）（2008） 

授受動詞の視点の成立について述べる。古代語のテクレル・テヤル・テモラウは

それぞれ依頼・意志・願望という特定のモダリティで多用されていた。モダリティ

は人称と結びつくためテ形＋補助動詞文で人称制約が生じ、それが本動詞に影響し

たとする。  

さらにこの研究を受けて、荻野（2008）ではテヤルの本質的な意味を考察する。

テヤルの前にくるのは他動詞がほとんどである。初期のテヤル文は、動作主の他に

対する働きかけを明確に表わす場合に用いられた。またテヤルの動作主は相手より

上位者である。相手（受け手）は動作主より低い（弱い）立場にあるので、動作主

は受け手に対して恩恵の有無を考える必要がない。動作主の意志で行為が行われた

結果として相手に恩恵があるにすぎないという。  

以上のように荻野（2007）（2008）では、テヤルが持つ意志性について詳しく考

察されている。しかし、本動詞ヤルとの関係については詳細な検討はされていない。

ヤルが授与の意味を持っていたことから、テヤル形式が生じ、抽象的な授与関係を

表わすようになったと指摘するにとどまっている。  

本論第 3 章でも述べるように、もともとヤルには「授与」の意味が備わっていた

と考えられる。「授与」の意味を有していた時代には、恩恵を表わす用法はまだ出現

していないのである。テヤルに恩恵を表わす用法が出現するのは室町末期になって

からである。  

このように荻野（2007）（2008）には時期的な問題が残っていると思われる。ま

たヤルの機能動詞化を考えるには歴史的視点が必須であろう。  

 

８－３．ヤルの機能動詞化とヤルの文法化について 

本論文ではヤルが機能動詞化したこと、また、テヤルとなって恩恵表現へと文法

化したことを述べる。この両者に共通点はないのであろうか。「仕事ヲスル」と「仕

事ヲヤル」とを比較するとヤルのほうが、意志性が強いということはすでに先行研

究にあげて示したところである。  

「～テヤル」がヤルの「思いどおりに物事をすすめる」という意味を中核として

補助動詞化していった。  

このように「思いどおりに物事をすすめる」という意味から 1 つが機能動詞へ、

1 つが恩恵表現を表わす補助動詞へと特化したのがヤルなのである。  
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ヤルの機能動詞化では「思いどおりに物事をすすめる」という意味を中核として

機能動詞用法が生じたと考えられる。テヤルの恩恵表現としての文法化とは、前に

実質動詞をともない、「思いどおりに物事をすすめる」という意味をもつ補助動詞に

よって、その動作を相手へ思いどおりに行うというところから文法化したと考えら

れるのである。したがって、両者に共通するのは、ヤルの機能化が実質的な意味を

失って「意志性」を持つ文法形式に特化したという点である。  

本論文では、このようにヤルの機能化について、歴史的な展開を追いながら具体

的に明らかにしていくことを目的としている。「機能動詞化」「文法化」という視点

は、最近よく取り上げられているが、ヤルについて歴史的な観点から上述の問題に

ついて述べてみたいと思う。  

 

９．調査資料  

ここで、本論文で使用した資料を挙げておく。用例は文学作品から収集した。以

下に示す。古典文学作品は『新編日本古典文学全集』（小学館）、『新日本古典文学大

系』（岩波書店）、『新潮日本古典集成』（新潮社）の全集・大系を用いて、用例を収

集した。近代以降の作品については『CD-ROM 版 新潮文庫の 100 冊』、『CD-ROM

版 明治の文豪』『CD-ROM 版 大正の文豪』の 3 つのコーパスを用いて用例を収

集した。さらに、インターネット図書館「青空文庫」の作品からも用例を収集した。  

以下、時代順に作品を挙げる。  

 

上代 

万葉集  

中古 

竹取物語，伊勢物語，大和物語，平中物語，宇津保物語，土佐日記，堤中納言

物語，落窪物語，枕草子，源氏物語，日本霊異記，古今和歌集，蜻蛉日記，和

泉式部日記，紫式部日記，讃岐典侍日記，浜松中納言物語，夜の寝覚，更級日

記  

中世前期 

今昔物語集，方丈記，宇治拾遺物語，建礼門院右京大夫集，保元物語，平治物

語，十訓抄，沙石集，延慶本平家物語，とはずがたり，徒然草，曽我物語，太

平記  

中世後期 

日葡辞書，天草版平家物語，エソポのハブラス，雑兵物語，おあむ物語，史記

抄，毛詩抄，湯山聯句抄  
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近世前期 

虎明本狂言，戯言養気集，寒川入道筆記，昨日は今日の物語，醒酔笑，昨日は

今日の物語（整版九行本），わらいくさ，百物語，狂言記，かなめいし，理屈物

語，私可多咄，狂歌咄，一休諸国物語，竹斎はなし，捷解新語，秋の世の友，

宇喜蔵主古今咄揃，当世軽口咄揃，軽口大わらひ，杉楊枝，囃物語，当世口ま

ね笑，当世手打笑，好色一代男，鹿野武左衛門口伝はなし，世継曾我，当世は

なしの本，鹿の巻筆，好色五人女，好色一代女，新竹斎，籠耳，二休咄，軽口

ひやう金房，枝珊瑚珠，軽口露がはなし，せみ丸，遊小僧，露新軽口はなし，

諸国落首咄，初音草噺大鑑  

近世中期 

けいせい色三味線，軽口御前男，曽根崎心中，露休置土産，丹波与作待夜の小

室節，けいせい伝紙子，百合若大臣野守鏡，碁盤太平記，今宮の心中，大職冠，

天神記，世間娘気質，双子隅田川，後太平記四十八巻目 津国女夫池，女殺油

地獄，信州川中島合戦，心中宵庚申，関八州繋馬，軽口機嫌囊，軽口笑布袋，

跖婦人伝，古今奇談英草紙，当世下手談義，遊子方言，当世穴さがし，口拍子，

仕形噺，富来話有智，甲駅新話，啌多雁取帳，成仙玉一口玄談，古契三娼，傾

城買四十八手，繁千話，傾城買二筋道  

近世後期 

東海道中膝栗毛，戯場粋言幕の外，酩酊気質，浮世風呂，道中膝栗毛発端，有

情無常大千世界楽屋探，浮世床，風月花情春告鳥，東海道四谷怪談  

明治期 

（『明治の文豪』より）  

浮雲，舞姫，うたかたの記，星，たき火，源叔父，おとづれ，金色夜叉，鹿狩，

河霧，糸くず，忘れえぬ人々，わかれ，郊外，置土産，死，初孫，遺言，牛肉

と馬鈴薯，巡査，富岡先生，酒中日記，重右衛門の最後，少年の悲哀，空知川

の岸辺，運命論者，春の鳥，倫敦塔，薤露行，幻影の盾，琴のそら音，一夜，

カーライル博物館，其面影，草枕，二百十日，坊っちゃん，吾輩は猫である，

趣味の遺伝，号外，疲労，窮死，平凡，虞美人草，坑夫，野分，蒲団，竹の木

戸，二老人，婦系図，三四郎，文鳥，夢十夜，生，永日小品，それから，ヰタ・

セクスアリス，鶏，田舎教師，門，思い出す事など，土，杯，普請中，青年，

カズイスチカ，変な音，手紙，ケーべル先生，雁，興津弥五右衛門の遺書，彼

岸過迄，かのように  

（『大正の文豪』より）  
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旧主人，刺繍，画題としての詩仙，藁草履，並木，春，若山牧水歌集海の声，

芽生，北原白秋詩集邪宗門，若山牧水歌集独り歌へる，放浪，家，千曲川のス

ケッチ，断橋，発展，悪魔，船，刺繍，或る女，北原白秋詩集思ひ出，若山牧

水歌集路上  

（『新潮文庫の 100 冊』より）  

にごりえ，われから，高野聖，女客，破戒，野菊の墓，歌行燈，遠野物語，悲

しき玩具  

（「青空文庫」より）  

千里駒後日譚，五重塔，幽霊塔，火の柱，蒲団，平凡，余が言文一致の由來，

落第，病院の窓，草迷宮，満韓ところどころ  

大正期 

（『明治の文豪』より）  

行人，護持院原の敵討，阿部一族，堺事件，山椒大夫，余興，道草，硝子戸の

中，じいさんばあさん，二人の友，最後の一句，明暗，高瀬舟，高瀬舟縁起，

寒山拾得  

（『大正の文豪』より）  

北原白秋詩集東京景物詩，岩石の間，毒薬を飲む女，第二白金之独楽，あらく

れ，出家とその弟子，煙草と悪魔，海へ，戯作三昧，偸盗，或日の大石内蔵之

助，惜みなく愛は奪う，さまよえる猶太人，地獄変，開化の殺人，小さき者へ，

蜘蛛の糸，生れ出づる悩み，子をつれて，呪はれた手，学生時代，新生，犬と

笛，竜，蜜柑，開化の良人，きりしとほろ上人伝，桜の実の熟する時，杜子春，

黒衣聖母，舞踏会，魔術，秋，憑き物，春，暗い部屋にて，往生絵巻，アグニ

の神，埋葬そのほか，仲間，ある女の生涯，六の宮の姫君，トロッコ，藪の中，

六の宮の姫君，庭，仙人，報恩記，おぎん，おしの，お富の貞操，猿蟹合戦，

白，多情仏心，雛，若山牧水歌集山桜の歌，青銅の基督，糸女覚え書，一塊の

土，湖畔手記，椎の若葉，大導寺信輔の半生，年末の一日，蘇子瞻米元章，嵐  

（『新潮文庫の 100 冊』より）  

こころ，鼻，芋粥，運，城の崎にて，袈裟と盛遠，邪宗門，双子の星，友情，

売色鴨南蛮，小僧の神様，好人物の夫婦，流行感冒，雨蛙，佐々木の場合，赤

西蠣太，十一月三日午後の事，雪の日，焚火，真鶴，濠端の住まい，冬の往来，

山科の記憶，痴情，晩秋，好色，俊寛，シグナルとシグナレス，双子の星，よ

だかの星，カイロ団長，黄いろのトマト，セロ弾きのゴーシュ，饑餓陣営，ビ

ジテリアン大祭，痴人の愛，城のある町にて，銀河鉄道の夜，泥濘，橡の花，

過古，路上，オツベルと象，猫の事務所，雪後，ある心の風景，Ｋの昇天  
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（「青空文庫」より）  

丘の上，みみずのたはこと，道連  

昭和期 

（『大正の文豪』より）  

河童，文芸的な、余りに文芸的な，玄鶴山房，蜃気楼，河童，歯車，侏儒の言

葉，続西方の人，酔狂者の独白，晋の僧法顕南アメリカに至る？日本に来る？，

夜明け前，太公望，若山牧水歌集黒松，縮図  

（『新潮文庫の 100 冊』より）  

冬の日，放浪記，交尾，愛撫，冬の蠅，闇の絵巻，のんきな患者，檸檬，ある

崖上の感情，北守将軍と三人兄弟の医者，ひのきとひなげし，美しい村，雪国，

路傍の石，人生論ノート，徒然草，平家物語，李陵，焼跡のイエス，モオツァ

ルト，処女懐胎，葦手，変化雑載，ビルマの竪琴，人間失格，蘇我馬子の墓，

雪舟，真贋，野火，二十四の瞳，金閣寺，驢馬，草の花，パニック，巨人と玩

具，裸の王様，他人の足，死者の奢り，点と線，飼育，人間の羊，不意の唖，

戦いの今日，あすなろ物語，流亡記，忍ぶ川，雁の寺，恥の譜，幻燈畫集，帰

郷，砂の女，楡家の人びと，さぶ，砂の上の植物群，樹々は緑か，越前竹人形，

團欒，初夜，国盗物語，聖少女，戦艦武蔵，華岡青洲の妻，黒い雨，沈黙，火

垂るの墓，アメリカひじき，焼土層，死児を育てる，ラ・クンパルシータ，プ

アボーイ，青春の蹉跌，塩狩峠，冬の旅，孤高の人，花埋み，ブンとフン，二

十歳の原点，風に吹かれて，剣客商売，太郎物語高校編，エディプスの恋人，

山本五十六，若き数学者のアメリカ，人民は弱し，官吏は強し，新源氏物語，

太郎物語大学編，一瞬の夏，女社長に乾杯！，錦繍，コンスタンティノープル

の陥落，世界の終りとハ－ドボイルド･ワンダ－ランド，新橋烏森口青春篇  

（「青空文庫」より）  

氷河，電気風呂の怪死事件，蟹工船，幕末維新懐古談，土鼠と落盤，簡略自伝，

武装せる市街，竹藪の家，新しきシベリアを横切る，動く海底，労働者農民の

国家とブルジョア地主の国家，空襲葬送曲，幸徳秋水と僕，續プルウスト雜記，

政治の破産者・田中正造，旅の絵，長島の死，恐怖の口笛，丹下左膳 日光の

巻，黒死館殺人事件，雨の回想，盲目，古い日記の中から，少女地獄，北支物

情，大凶の籤，光の中に，栄螺，人造人間の秘密，パンドラの匣，我が人生観，

ちかごろの酒の話，わが精神の周囲，安吾巷談 田園ハレム，肝臓先生，春宵

因縁談，四月馬鹿，少年探偵長，圓朝花火，火薬船，肌色の月，金狼，顎十郎

捕物帳，若きいのちを，続癩院記録，旗本退屈男第二話  
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調査文献は以上の通りである。調査文献から得られたヤルの全用例数をまとめた

ものが以下の表である。  

全用例数は、本動詞ヤルのほかに「V ヤル」の複合動詞、「～テヤル」形式もすべ

て含めた数である。  

 

上
代 

中
古 

中
世
前
期 

中
世
後
期 

近
世
前
期 

近
世
中
期 

近
世
後
期 

明
治
期 

大
正
期 

昭
和
期 

計 

61 559 643 368 509 851 725 2810 3093 8961 18580 

 

以上の用例のうち、章においては上記の一部を用いた場合もある。その場合は、

章末に作品を挙げている。  
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森田良行（2005）では、松下大三郎の「自行自利」「自行他利」「他行自利」とい

う用語で「もらう」「やる」「くれる」を記述している。「もらう」は己側から相手に

働きかけて、その結果相手が何か事物や行為を己側に差し向けるわけであるから、

己が働きかけ（自行）、その結果己が利益を受ける（自利）ということになると述べ

ている。「やる」「あげる」は相手側が利益を被るわけだから「他利」となると述べ

た。  

 

１－２．ヤル・クレルの歴史的変遷とその関係を述べた研究  

古川俊雄（1995）は、中古・中世の資料を調査し、ヤルとクレルの関係を述べた。

クレルは平安時代、「（動物なども含め身分の低い者に）物を与える」意を表わし、

与え手視点であった。鎌倉時代にはクレルは受け取り手視点で述べる用法を生じさ

せた。中世末期では受け取り手視点の用法が圧倒的で、与え手視点の用法は見られ

なくなる。一方、ヤルは平安時代「文」など限られた物に対して用いられ、一般的

な物のやりとりには用いられていなかった。一般的な物のやりとりの用法（＝授受

の用法）が生じたのは鎌倉時代からであると指摘している。  

そして、以上のクレル・ヤルの意味用法の変遷から、与え手視点から述べるもの

にクレルとヤルの 2 語があったことになり、機能分化がおこったと指摘する。クレ

ルは与え手・受け取り手のどちらにも視点が置ける曖昧さを有していたため、視点

の固定したヤルに侵食を許した、と結論づけている。  

 古川（1995）をうけて、日高水穂（2007）は、次のように述べている。平安時代

の「（手紙）を送る」「（使いに）行かせる」という限られた意味を表わしていたヤル

の用法は「距離を前提とした二者間での対象物の移動」を表わす。ヤルが、本来の

「距離を前提とした二者間のでの対象物の移動」の意味に加えて、「授与（＝所有権

の移動）」を表すようになった原因として、語用論的制約があるとする。  

日高（2007）は授与を表わす動詞は「与え手 A と受け手 B の間に、A が B よりも

上位者（B が A よりも下位者）として扱われても差し支えない関係が保証されてい

ること」という語用論的制約を受けることを指摘している。クレルはこの語用論的

制約を受け、求心的方向の授与には用いられるが、遠心的方向の授与には用いられ

ないという人称的方向性の偏りが生じたとする。ヤルは、単に対象物の移動を生じ

る動作自体に意味の中心があったため、婉曲的な表現として、遠心的方向の授与を

表わすために使用されるようになったと述べている。  

 

１－３．スルと類義関係を結ぶヤルについての研究（現代語） 

 授受表現の用法の先行研究は以上のとおりである。一方で、スルと類義関係にあ
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るヤルの研究がある。森田良行（1989）、神田靖子（1987）、中本正智（1986）、大塚

望（1999）などが挙げられる。詳しくは序論で述べたが、本章でもまとめておく。  

 森田良行（1989）は、「～をやる」文型において、「ヲ」格に立つ語は行為を表わ

す名詞であるとし、さらにその名詞は「意志的な動作・行為によって成立する状況

に限られる」と指摘した。  

 神田靖子（1987）は、一般的に行為することを表わす場合、ヤルはスルと置き換

えられるが、ヤルは動作性が強く、その動作を行う意志が感じられると指摘した。  

 中本正智（1986）では、ヤルとスルは、ある事を行う意を表わす場合、類義の関

係を結ぶと指摘した。その上で、ヤルは意志的な行為に限って用いられると指摘し

た。  

 大塚望（1999）では、ヤルとスルのとるヲ格名詞に動作性名詞ではなく、非動作

性名詞をとる場合について、ヤルとスルの機能動詞としての用法を考察している。

結果として非動作性名詞をとる場合、ヤルは機能動詞から実質動詞まで、広い用法

を持つことを指摘した。  

 

１－４．スルの類義関係を結ぶヤルについての研究（史的研究） 

以上のスルと類義関係にあるヤルについての研究は、現代語を対象にしている。

現代語ではなく、歴史的な観点からみたヤルの研究には堀口和吉（1984）、日野資純

（1998）がある。  

 

１－４－１．堀口和吉（1984）  

堀口（1984）では、古代語以来のヤルには、「～を～に（へ）やる」と「～をや

る」という 2 つの文型があるとする。  

「～を～にやる」という文型は、「シテが対象を、自分の所から遠くの方に、す

なわち、内から外へ移動させることを表わす」用法である。「～に（へ）」で示され

るものは、その移動の到達点である。また「～をやる」文型は到達点「～に（へ）」

を問題としない用法である。対象が「内なる心情」の場合、自己の内から外へ移動

させることをひたすら表わすという。対象が「人」である場合、「ココカラ出テ行カ

セル・出テ行クノヲ許ス」ことを表わすという。  

堀口（1984）では、スルと類義関係にあるヤルは近世期から出現していることか

ら、近世期の用法に着目し、一から六の用法に分類している。以下、一から六の用

法を見ていきたい。  

その一：「屁をやる」の用法 

○さる若衆、これもとりはづしてずいとやり、何共此にほひをさるべきやうはなし。 
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（きのふはけふの物語・下） 

この用法は「内ナルモノヲ、外ヘ出ス・外ニ表ス」という用法のうちであるとさ

れる。 

 

その二：「語ル・唱エル」・「話ス・言ウ・シャベル」 

○花井あづま、……せりふもぬれ事があつうて、つべ／＼びた／＼と、やりばなし

にやつて、やりこくられます。         （京大坂役者ともぐい評判） 

この用法もまた「内ナルモノヲ、外ヘ出ス・外ニ表ス」意の用法とし、「「言葉ニ

表ス」ことを強くいう表現として成立したものであろう」とされている。 

 

その三：慣用句「花をやる」「品をやる」「贅をやる」「味をやる」「幅をやる」など 

○年／＼に花をやるなり姥桜               （犬子集・二・桜） 

「花をやる」は用法が多彩であり「美シクヨソオウ」「全盛ヲ誇示スル」「豪遊ス

ル」「ハナヤカナ芸ヲ披露スル」「共寝ヲ楽シム」などを意味する。「花」は「ハナヤ

カナモノ」であり、「花をやる」は「ハナヤカナモノヲ、自ラノ外面ニ表ス」意であ

るとする。 

○不断も加賀染の模様よく色を作り品をやれば、誰いふとなく美人絹屋と、門に人

立絶ず。                   （本朝二十不孝・一・三） 

「品をやる」は上の例のように「嬌態ヲ表ス・媚態ヲ示ス」ことにいう。 

○伊達染小袖はゞ広帯、尻のとがりに引かけて、ぜひをやり戸を押明けて、お客を

そしと待たるに、……             （紫のひともと・下・馬場） 

上の例は「ゼイタクサヲ表ス・ミエヲ張ル」ことを表す。 

○なべての人うちとけがたく心をかれて、人のよりつきすくなし。位づめにしてあ

ぢをやらんとする内に、男はや退屈してのくかたぎ也。 （満散利久佐・野関） 

上の例は「味ワイヲ発揮スル・シャレテフルマウ」ことにいう。 

○万の商人、後さきしらずに掛売すれば、当座のくがひつとまり、むしやうに幅を

やりて、中びくなる㒵も、鼻たかふ見えぬ。     （好色盛衰記・二・四） 

上の例は「エラソウナ態度ヲ示ス・ハバヲキカス」ことにいう。 

 以上の例は「内ナルモノヲ、外ヘ出ス・外ニ表ス」意の用法のうちであり、さら

に「いずれも人の振舞であり、それが「コトをする」に類した用法を「やる」がも

つにいたる契機になったということは、考え得ることである」とする。 

 

その四：「～をしてやる」の用法 

○或時は片山陰の柴かりて、適々手にふれし銀子をしてやり（好色一代男・二・一） 
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「～をしてやる」には上の例のような「他人ノ金品ヲ我ガ物ニスル」ことにいう

ほかに、「食ベ物ヲ思イノママニ食ウ」「相手ヲ思イノママニヤツケル」、「してやつ

た」の形で「事ヲ思イドオリニ運ブ・ウマク処理スル」ことにいう 8。「してやる」

の基本的な意味は「対象ヲ、自分ノ思イノママニ処理スル」である。  

 また、「食ベル」「飲ム」ことにいうヤル、「相手ヤ相手ノ体ヲ思イノママニヤツケ

ル」「事ヲ思イドオリニ運ブ・ウマク処理スル」ことにいうヤルは「～してやる」の

省略形とし、その根拠として、これらのヤルが「古代語以来の「遣る」の語義に直

接結びつきにくい用法だからである。すべてみな「対象ヲ、自分ノ思イノママニ処

理スル」ことを表す「してやる」の用法に準拠してこそ、その意味が理解できるか

らである」とされる。  

 

その五：「気をやる」とそれに関連する「性行為をやる」用法  

 「気をやる」は「気ヲ絶頂ニ達セシメル」ことをいい、「やる」は「対象ヲ、目的

トスル所ニ到達サセル」ことをいう用法のうちである。さらに、「単に「やる」とい

えば性行為に関したことを表すことがあるわけであり、一般に「やる」が俗語的
．．．

と

か下品
．．

とかいわれる一因は、この点にもあるのである」と述べられている。  

 

その六：「コトをやる」の用法  

○三人は不審晴
はれ

、「夫
それ

で聞へた。そんならおいらも一思案、何ぞあてずつぽうにや

つて見よかい。ジヤガ、くり抜
ぬこ

ふにも船はなし、是から坪皿
つぼざら

をくり抜て、硝石
びいどろ

入

てやらかそふ。ナフ候兵」              （神霊矢口渡・四）  

 近世後期になると「コトをやる」の用法が目立って見られるようになるが、「コト

ヲ、自分ノ思イノママニシデカス」意を含むという一つの傾向がある。  

 「コトをやる」用法の成立を促したのは、第一に「性行為をやる」の用法、第二

に「事ヲ思イドオリニ運ブ・ウマク処理スル」意の「してやる」の省略形、第三に

「語ル」ことにいう「やる」の用法から発展した諸用法と考えられるとされ、上述

のような傾向があるのは「事ヲ思イドオリニ運ブ・ウマク処理スル」用法だったた

めと述べられている。  

 さらにスルとの相違点について、ヤルの場合「シテが積極的に対象をわが物にす

るということをぎょうぎょうしく表す、といった点が強調されよう」としている。  

 

                                                        
8 「してやつた」はシテのおこなう行為以外にも「事態ガ思イドオリニナッタ・ウマクイッタ」

という自動詞的な用法にも発展したとされている。  

○跡に御台はハア／＼あぶ／＼、長追無用とあせる内、後ろへ廻つた笹目の兵太、してやつた

りと飛かゝる。                         （神霊矢口渡・二） 
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ヤルがどのようにしてスルに似た機能を獲得したかについて触れられている論

文は堀口（1984）のみであるため、興味深い。  

ほかに近世から明治期の資料を対象とし、スルとヤルを論じたものに日野資純

（1998）がある。  

 

１－４－２．日野資純（1998） 

 日野（1998）では、スルとヤルそれぞれが複合語を構成する場合の意味の相違か

ら二語の意味の区別を述べる。具体的には「やりがい」と「しがい」、「やりかた」

と「しかた」、「やり通す」と「し通す」を挙げ、スルは客観的抽象的であるのに対

し、ヤルは具体的現実的であるとする。さらにヤルは「かなり話し手の主観が強く

出ることばであると言えよう」としている。  

 また、両者の史的推移について、滑稽本『浮世床』と『東海道中膝栗毛』を資料

として考察している。結論としては、江戸時代のヤルは具体的な行動がその場で行

われることを示し、スルは抽象的な行動を示すとしている。さらに、明治期のスル

とヤルは『安愚楽鍋』を資料として考察し、ヤルは具体的なことをその場で行う行

動を表わすこと、スルは抽象的な行動を表わすことという対応関係は江戸語以来保

たれていると結論づけている。  

 

日野（1998）では、ヤルが具体的な行動・目の前で起きていることを指すのに対

し、スルが抽象的な行動・目の前で起きていないことにも用いられるという指摘が

興味深い。しかし、資料が限られており、すべてが「具体的な行動・抽象的な行動」

として説明できるのかについては疑問が残る。  

 

以上の先行研究を見ていくと、ヤルが持つ様々な意味を総括的に述べた研究、歴

史的変遷と意味用法の関係を述べた研究はないことがわかる。  

本章では、ヤルの歴史的変遷を明らかにすること、ヤルの意味用法のそれぞれの

関係を明らかにすること、スルと類義関係にあるヤルの用法が歴史的にどのように

生じたのかを明らかにすることを目的とする。  

 

２．用法の展開 

まず、文学作品を調査して得られた用例を文型・補語の内容によって分類した。

文型というのは、どのような補語を、何項必要とするのかという観点から分類であ

る。  
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（1）海神の 手巻の玉を 家づとに 妹に遣らむと 拾ひ取り 袖には入れて 返

し遣る 使ひなければ 持てれども 験をなみと また置きつるかも  

（万葉集・巻 15・3627）  

（2）夜光る 玉といふとも 酒飲みて 心を遣るに あに及かめやも  

（万葉集・巻 3・346）  

 

（1）は、対象が「手巻の玉」、方向（移動先）が「妹」であり、動作主、対象、

方向を持つ典型的な授与表現である。授与表現について、日高（2007），荻野（2007）

では「所有権の移動」があるとされている。（1）の場合、授与表現に必要な動作主、

対象、方向（移動先）の 3 つの条件を備えていると考えられる。古川（1995）では、

古代のヤルは手紙などを「おくる」意であり、一般的な物のやりとりには使用され

ていなかったと指摘している。しかし、（1）の例があるようにヤルは上代にはすで

に授与の意味を有していたと考えられる。  

（1）が授与表現であるのに対し、（2）は対象が自分の一部の「心」という目に

見えないような概念であり、方向の表現もない。（2）は授与表現から外れていると

考えられる。（1）の文型は「対象ヲ 移動先ニ ヤル」であり、対象と移動先とい

う補語を 2 項必要とする。（2）は「心ヲ ヤル」であり、対象（心）をとなる補語

を 1 項必要とする文型である。  

次に、文型・補語の内容から分類したヤルの意味用法（A から S）を記述し、展

開を見ていきたい。  

 

２－１．A 具体名詞（二項）＋ヤル［700 年代～］ 

700 年代の資料は『万葉集』を調査した。A は 700 年代から見られる文型である。

A の文型には「人ヲ場所（目的地）ヘヤル」「物ヲ場所（目的地）ニヤル」「物ヲ人

ニ／ガリヤル」がある。  

「人ヲ場所（目的地）ヘヤル」の場合、ヲ格の名詞には「我が背子、我が背な、

我子」などがあてはまり、ニ格、ヘ格の名詞には「大和、筑紫、唐国」という場所

があてはまる。具体的には以下の例がある。  

 

（3）我が背子を 大和へ遣ると さ夜ふけて 暁露に 我が立ち濡れし  

（万葉集・巻 2・105）  

（4）我が背子を 大和へ遣りて まつしだす 足柄山の 杉の木の間か  

（万葉集・巻 14・3363）  

（5）我が背なを 筑紫へ遣りて 愛しみ 帯は解かなな あやにかも寝も  
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（万葉集・巻 20・4422）  

（6）大船に ま梶しじ貫き この我子を 唐国へ遣る 斎へ神たち  

（万葉集・巻 19・4240）  

（7）我が背なを 筑紫は遣りて 愛しみ 結は解かなな あやにかも寝む  

（万葉集・巻 20・4428）  

次に、「物ヲ場所（目的地）ニヤル」の例を挙げる。ヲ格の名詞には「濡れ衣」、

ニ格の名詞には「家」があてはまる。  

（8）あぶり干す 人もあれやも 濡れ衣を 家には遣らな 旅のしるしに  

（万葉集・巻 9・1688）  

また、「物ヲ人ニ／ガリヤル」の例が以下の例である。  

（9）沫雪に 降らえて咲ける 梅の花 君がり遣らば よそへてむかも  

（万葉集・巻 8・1641）  

（10）筑波嶺の 裾廻の田居に 秋田刈る 妹がり遣らむ 黄葉手折らな  

（万葉集・巻 9・1758）  

（11）海神の 手巻の玉を 家づとに 妹に遣らむと 拾ひ取り 袖には入れて 

返し遣る 使ひなければ 持てれども 験をなみと また置きつるかも  

（万葉集・巻 15・3627）  

（12）…ほととぎす 鳴く五月には初花を 枝に手折りて 娘子らに つとにも遣

りみ 白たへの 袖にも扱入れ かぐはしみ 置きて枯らしみ 落ゆる実は 

玉に貫きつつ 手に巻きて 見れども飽かず    （万葉集・巻 18・4111）  

以上の 3 つの形式、「人ヲ場所（目的地）ヘヤル」「物ヲ場所（目的地）ニヤル」

「物ヲ人ニ／ガリヤル」は、補語を二項必要とする。補語の順序は問わない。  

「物ヲ場所（目的地）ニヤル」と「物ヲ人ニ／ガリヤル」では対象（濡れ衣、梅

の花、黄葉、手巻の玉、初花）と相手（家、君、妹、娘子）が示されるので授与表

現と考えられる。  

先述のように、ヤルの授与の意味は中世に入ってからとみる先行研究がある。古

川（1995）では、「平安時代の「やる」は手紙を「送る」や（使いに）「行かせる」

という限られた意味を表わすものであって、現代語のように一般的な物のやりとり

には用いられていなかったようである」と述べられている。さらに、古川（1995）
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は、鎌倉時代に一般的な物のやりとりを表わす「与える」の意味を持つ例が見られ

るようになったと指摘している。そして、室町時代には、一般的な物のやりとりの

例が増加し、「暇」などの抽象的なもののやりとりまで表わすようになったと述べて

いる。  

日高水穂（2007）は、古川（1995）の研究を踏まえ、次のように結論づけている。

遠心的方向の授与にはクレル（クル）が使われていたが、に語用論的な制約が働く

ことで、単に対象物の移動を生じる動作自体に意味の中心があったヤルが、婉曲的

な表現として、遠心的方向の授与を表わすために使用されるようになった。  

荻野千砂子（2007）、抄物資料の頃になると、授与の萌芽と思われる例が見られ

ることから、一般的な授与の意味を持った時期は、室町中期頃であるとしている。  

荻野（2007）では『史記抄』の例を挙げている。以下の例である（用例番号は荻

野 2007 による）。  

（17）調トハ不足ノモノニハ有餘ヲ取テヤルソ（史記抄 2・42）  

（18）柴トハ柴ヲヤイテ其薫香ヲ天ヘヤルト云心ソ（史記抄 2・34）  

荻野（2007）は、上記の（17）（18）の 2 例は「送る」意の可能性もあることか

ら「授与のヤルへの過渡期の用例であるとも言える」としている。  

また、授与には所有権の移動があることから、所有権の移動がある例として、『天

草本イソホ』（1593 年）の例を挙げている。『天草本イソホ』の例は、母親が子ども

を叱っている場面で用いられている。家の外では狼が母親の話を聞いている。  

（19）その母、構へて泣かば、おほかめに yarozu と言ふによつて（天草本イソホ） 

（19）のあとには狼の「日も漸々暮れ行いた。されども子をばくれいで」と発言

している。荻野（2007）は「狼は待っていたのだが子供を得ることが出来なかった

のである。ヤルは授与の意味を解釈できよう。」としている。  

以上のように、ヤルが授与の意味を持つのは中世期という研究がなされている。

しかし、ヤルの授与表現はその補語によって決まると考えられる。対象とそれを受

け取る相手が示されると授与表現ととらえてよいと思われる。したがって授与表現

と考えられる例は『万葉集』における例が最も古いと言える。先行研究での「授与」

は対象の所有権の移動とされるが、（11）の例で考えると対象である手巻の玉は妹に

所有権が移るため、授与表現と考えてよい。  

なぜなら日高（2007）で指摘されている授受動詞の意味特徴の必須事項に当ては

まるからである。日高（2007）は意味特徴の必須事項として、「与え手が対象物を所

有権ごと受け手に移行し、受け手がそれを受け入れる。当該所有権移動は無償で行

なわれることを前提とする。」を挙げている。また、構文的特徴の必須事項を「授与

動詞〔ガ／カラ（行為主体：与え手），ヲ（対象物），ニ（行為の相手：受け手）〕と
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いう格体制をとる」と記述している。（11）の例は意味特徴の「所有権移動」と「無

償で行う」という条件を満たし、構文特徴の「主体ガ，対象物ヲ，受け手ニ（ヤル）」

という条件も満たしている。したがって、授与の意味であると考えてよいと思われ

る。「妹に本をやる」という現代語と用法は変わらないと思われる。  

以上の「人ヲ場所（目的地）ヘヤル」「物ヲ場所（目的地）ニヤル」「物ヲ人ニヤ

ル」文型は現代語においても（13（14）のように用いられている。しかし、対象と

なる人や授与の相手となる人は、動作主よりも同等または目下に限定されるという

待遇性の低下が見られる。この待遇性の低下については後述する。  

 

（13）なにより航空会社につてがあって、割安で利用できたから、京子と、三歳に

なる一人っ子の啓一を、いささか分不相応のうしろめたさ感じつつも、小商

い丼勘定のありがたさ、旅行のかかりは経費でおとせばよいと、ハワイへや

り、短大で英会話を習ったとはいうものの…  

（野坂昭如 アメリカひじき 1969）  

（14）そのたいせつな人形を信夫にくれようとするのは、考えることができないほ

どたいへんなことであった。  

 信夫は待子に、自分の一番大事なラデン入りの文鎮をやることができるだ

ろうかと思った。               （三浦綾子 塩狩峠 1968） 

 

２－２．B 具体名詞（一項）＋ヤル［700 年代～］ 

 この文型では移動先が示されないので、補語は一項のみが現れる。補語は「間使

ひ」「家づと」「言伝て」などがある。  

 

（15）梅の花 それとも見えず 降る雪の いちしろけむな 間使ひ遣らば  

（万葉集・巻 10・2344）  

（16）心には 千重にしくしく 思へども 使ひを遣らむ すべの知らなく  

（万葉集・巻 11・2552）  

（17）…妹も兄も 若き子どもは をちこちに 騒き泣くらむ 玉桙の 道をた遠

み 間使ひも 遣るよしもなし 思ほしき 言伝て遣らず 恋ふるにし 心

は燃えぬ たまきはる 命惜しけど…       （万葉集・巻 17・3962）  

（18）み空行く 雲も使ひと 人は言へど 家づと遣らむ たづき知らずも  

（万葉集・巻 20・4410）  

 

（15）「間使い」と（16）の「使い」は「使いに行く人」、（17）「言伝て」は「伝
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言」、（18）「家づと」は「家へ持ち帰るみやげ」である。  

A は「我が背子」「濡れ衣」「手巻の玉」という名詞をヲ格の補語にとっていた。

A と B の補語の内容の違いは、届く相手を必要とする名詞であるかどうかである。

「間使い」「使い」は「使いに行く目的地」が必要であるため、「我が背子」などの

ヒト名詞と異なる。また「家づと」は「家へ（のみやげ）」という目的地が必要であ

るため、「手巻の玉」などのモノ名詞と異なると思われる。したがって、B の文型の

補語は、話者の意図する移動先を含む名詞であると考えられる。  

以上の A と B の文型は「主体の他者への動作」を示す。他動詞的用法であると考

えられる  

 

２－３．C 心・思い＋ヤル 

「心・思い＋ヤル」も補語を一項必要とする。  

 

（19）夜光る 玉といふとも 酒飲みて 心を遣るに あに及かめやも  

（万葉集・巻 3・346（例 3 再掲））  

（20）雲だにも 著くし立たば 心遣り 見つつも居らむ 直に逢ふまでに  

（万葉集・巻 11・2452）  

（21）…山越す風の ひとり居る 我が衣手に 朝夕に かへらひぬれば ますら

をと 思へる我も 草枕 旅にしあれば 思ひ遣る たづきを知らに 網の

浦の 海人娘子らが 焼く塩の 思ひそ燃ゆる 我が下心（万葉集・巻 1・5）  

（22）思ひ遣る すべの知らねば かたもひの 底にこそ我は恋ひなりにける〈土

垸の中に注せり〉                 （万葉集・巻4・707）  

 

「心・思い＋ヤル」では、自分の一部である「心」が対象となる。形式としては

ヲ格をとるので他動詞である。しかし、この文型は「主体の自分自身への動作」で

あるため「うっかり指を切った」と同じように自動詞的用法であると考えられる。  

 A、B、C は、補語の内容をみると、いずれも移動物が主体から分離することで共

通する。他動詞的用法では対象が主体から離れ、移動先へたどり着くことが示され

る。自動詞的用法では単に対象が離れていくことが示される。  

 C の文型は明治期の例がある（23）9。  

                                                        
9 C「心ヲヤル」に関しては『明鏡』⑦⑧に「やや古風な言い方で」とある。明治期には（23）

の例のように「憂愁をヤル」のような表現で現れることもあるが、昭和期の用例では見られない。

「心をヤル」の表現は現代語ではすでに使いにくくなっていることを示していると思われる。  
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（23）病気しても人一倍食うという宗蔵の憂愁を遣るものは、僅かにこの和歌であ

る。                   （島崎藤村 家 1910-1911） 

 

２－４．D 人＋ヤル（一項） 

 次に、D の文型を見ていきたい。この文型は『万葉集』の例が 1 例ある（例 24）。

他は平安時代に入ってからの例である。平安時代には、移動先が示されない「人＋

ヤル」の文型が増加する。  

 

（24）うちひさす 宮に行く児を まかなしみ 留むれば苦し 遣ればすべなし  

（万葉集・巻 4・532）  

（25）明け暮れ見慣れたるかぐや姫をやりて、いかが思ふべき    （竹取物語）  

（26）男、いとかなしくて、寝ずなりにけり。つとめて、いぶかしけれど、わが人

をやるべきにしあらねば、いと心もとなくて待ちをれば （伊勢物語  第 69 段）  

（27）かかることを、大将のおとど、聞きて笑ひたまふこと限りなし。「われをはか

なしと思して、謀りたまはむと思すななり。何かは謀られたてまつらむかし」

とて、和政
かずまさ

の少将に、「とうりう寺に、上野
かんづけ

の親王
み こ

の、大いなるわざしたまふな

るを、政所
まどころ

の 男
をのこ

どもやりて、ところ取らせよ。若き子どもやりて、もの見せむ」

とのたまふ。                      （うつほ物語）  

 

 『万葉集』では他動詞的用法の「人＋ヤル」は、（15）（16）のように「間使ひ」

「使ひ」が対象になる場合が多い。  

 

（15）梅の花 それとも見えず 降る雪の いちしろけむな 間使ひ遣らば  

（万葉集・巻 10・2344）  

（16）心には 千重にしくしく 思へども 使ひを遣らむ すべの知らなく  

（万葉集・巻 11・2552）  

 

前述のとおり、「使ひ」「間使ひ」は、移動先となる届く相手が必要な名詞である

と考えられ、移動先の意味が内包されていると考えられる。しかし、平安初・中期

では上記の「かぐや姫」「わが人」「男ども」「若き子ども」、さらに「人」「君」など

を補語にとるようになっており、移動先を内包しない名詞でも使用可能となってい

るのである。（25）では、かぐや姫を月にたどり着かせることではなく、翁の目の前

からかぐや姫がいなくなることに焦点が当てられた用法であると思われる。（25）の

発話は帝のものであり、「（翁は）明け暮れ見慣れたるかぐや姫をやりて」という場
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面であるため、ヤルの主体である翁は姫を月へたどり着かせようとしているのでは

ないと思われる。翁の前から姫がいなくなることに対し、「いかが思ふべき」と述べ

ているため、対象（かぐや姫）を移動先（月）へたどり着かせるのではなく、その

対象（かぐや姫）が目の前から居なくなることに焦点が当てられる用法であると思

われる。  

こうしてみると、次のことが指摘できる。前代の他動詞的用法では、対象を場所

や人へたどり着かせることに重点がおかれていた。それに対し、当代では移動先へ

たどり着かせることではなく、〈何かを動かす・移動させる〉ことに重点がおかれる

用法が新たに出現したと考えられる。  

D の文型の現代語は次の例がある。  

 

（28）つまり、お時は十四日に熱海か静岡かに降りて、佐山だけを先にやり、自分

だけ二十日になって博多に着いたのですな。（松本清張 点と線 1957-1958） 

 

D「人＋ヤル」文型でわかるように、平安時代には〈何かを（目の前から）動か

す・移動させる〉用法が出現した。  

 

２－５．E 車＋（様子）＋ヤル［平安中期以降～］ 

 平安期は他動詞的用法の一項の補語として「車、この車、檳榔毛、御車」が新た

に用いられるようになる。  

 

（29）「いますこし、とやれ、かくやれ」といひつつ、この車をやらせつ。  

（大和物語 第 148 段）  

（30）また、かならず来べき人のもとに、車をやりて待つに、来る音すれば、  

「さななり」  

と、人々出でて見るに               （枕草子 第 22 段）  

（31）檳榔毛は、のどかにやりたる。急ぎたるは、わるく見ゆ。（枕草子 第 30 段）  

 

対象を移動させる用法であることは前代の用法と変わらないが、主体が対象とと

もに移動していくという点が前代とは異なる。主体もともに移動していくのは、ヤ

ルがもっぱら「進ませる」動作だけを言う場合にも用いられるようになったと考え

ることができる。補語は具体的な事物に限定される。ヤルは「進ませる」動作に用

いられることから、当代においてヤルの〈事物の進行〉という用法が新たに出現し

たと考えられる。  
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 中世に入ってからもこの文型は用いられている。補語には「車」だけではなく「馬、

女房車、牛車」が新たに用いられている。以下に例を挙げておく。  

 

（32）其後
そののち

、伊勢人心ヲ一ツニシテ、工杣人
たくみそまびと

等を雇ひ具して、奥山に入
いり

テ材木ヲ造

リ運テ、即チ其所ニ堂ヲ造テ、彼ノ見付奉
みつけたてまつ

リシ所ノ毘沙門天ヲ安置
あ ん ぢ

シ奉レリ。  

 今ノ鞍馬寺
く ら ま で ら

ト云フ、是也。馬
むま

ニ鞍ヲ置テ、遣テ其跡ヲ注
しる

シニテ 尋
たづね

得
え

タル所

ナレバ、鞍馬トハ云ナルベシ。          （今昔物語集 巻第 11）  

（33）「いかなる事ぞ。公卿あひて、礼節して車をおさへたれば、御前の随身みなお

りたるに、未練の者こそあらめ、以長おりざりつるは」と仰せらる。以長申

すやう、「こはいかなる仰
おほせ

にか 候
さぶらふ

らん。礼節と申し 候
さぶらふ

は、前にまかる人、後
しり

より御出なり候はば、車をやり返して、御車に向へて、牛をかきはづして、榻
しじ

に榻
くびき

を置きて、通し参らするをこそ、礼節とは申し 候
さぶらふ

に…  

（宇治拾遺物語 巻第八）  

（34）太宰大弐高遠
だいざいのだいにたかとほ

の、物へおはしける道に、女 房 車
にようぼうぐるま

をやりて過ぎける牛飼童部、

のろひごとをしけるを聞きて、かの車をとどめて、尋ね聞きければ、ある殿

上人の車を女房たちの借りて、物詣でせられけるが、約束のほど過ぎて、道

の遠くなるを、腹立つなりけり。   （十訓抄 中 七ノ三十二 1252 頃）  

（35）清水の橋の上までは、みな御車をやりつづけたりしに、京極より御幸
ご こ う

は北へ

なるに、                     （とはずがたり 巻 2） 

 

D「人＋ヤル」では〈対象を動かす・移動させる〉用法であった。さらに E では

主体からの分離という意味ではなくなり、主体もともに移動していく帯同を表わし

ている。  

 

２－６．F 名詞（道筋）・進行の様子＋ヤル［15 世紀～17 世紀］ 

 『史記抄』には、補語が「車」などの物の名詞ではなく、「理」という概念的な名

詞（抽象名詞）がヲ格に立つ例が出現した。前代の用法であった〈事物の進行〉の

「事物」の部分が抽象化（希薄化）し、概念的な名詞もとることができるようにな

ったものと考えられる。  

 

（36）端和將タリ二河内ニ一羗瘣
クワイ

伐ッレ趙ヲ端和圍二邯鄲城ヲ一  

    古本ニハ、羗瘣ノ下ニ、伐趙ト云趙ノ字ハナウテ、伐字ヲハ代ト作ルソ。サル

ホトニ、羗瘣代リテ二端和一圍二邯鄲城ヲ一ト讀タソ。（略）羗瘣カ代端和圍邯鄲

ト云タハ、文勢カ順ナソ。此本ノ如ナラハ、端和將河内ト云テ、羗瘣伐レ趙ト
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云モ、ツゝカヌ様ナソ。又下ニ端和圍邯鄲城ト云モ、アワイニ、モノカハサマ

リタ樣テ、順ニハナイソ。理ヲヤラハ、イキハセウスレトモ、穩ニハナイソ。 

（史記抄 秦始皇本紀 1477）  

 

「理を遣る」は『時代別国語大辞典 室町時代編』にあるように「物事を正当化

しようとして、もっともらしい理屈を無理に通す」意である。また、ヤルの意味に

は「滞りがちな物事をおし進め、一気に進展させるようにする」（同辞典）とある。

特にヤルが「滞っているもの、進まないもの」をおし進める意であることに注目し

たい。「滞っているものをおし進める」は主体の意志の強さが表わされるため「（主

体の）思い通りに進める」意へとつながると思われるからである。  

 「理」の他に、F は補語に「番かへ、かへ、次第、類、義理、はか」という抽象

名詞を補語にとる。  

 

（37）伯兮。刺時也。言君子行役。爲王前驅。過時而不反焉。  

蔡人―人と云字を於
ヲ

いたは、陳が亂て大將が無つた程に、大夫を大將に出
ダシ

た

程に、人と書たで候。伯と云は、其時の軍のかしらたる者の事ぞ。東伯、西

伯の心では無ぞ。妻子が其陣づめした物の事を思ふて作て候ぞ。諸候は我と

征伐する事はない。天子に隨ふか。さなくば伯者に從ふかする。爰には天子

に隨ふ程に道ぢやぞ。此時天子は幼少で、ちかう事もならぬ。宣公の方から

をともせうて行れた程に、番かへをやらうもまゝぢやを、やらぬほどに刺た

ぞ。                   （毛詩抄 巻第 3 1535 頃） 

（38）伐柯伐柯。其則不遠。我覯之子。籩豆有踐。  

我―之子とは周公をさいたぞ。籩は竹でした禮の器ぞ。果子をもるぞ。豆は

木でした器ぞ。しゝびしほをもるぞ。踐はうつは物を、次第をやつて、もり

ならべたなりぞ。              （毛詩抄 巻第 8 1535 頃）  

（39）靡室―陣立をすれば、夫婦一處にもえいぬは、玁狁の故也。啓居は、ひざま

づきをらずとようだぞ。ふためきまわる程に、これも玁狁故ぞ。この故ぢや

と、いかりを起させて、合戰をよくさせう用ぞ。注、不踰時と云は、春なれ

ば三月までをく、さうしてかへをやる事ぞ。今、文王は二月から冬までぢや

程に、時をすぎたぞ。            （毛詩抄 巻第 9 1535 頃）  

（40）濟濟蹌蹌。絜爾牛羊。以往烝嘗、或剝或亨。或肆或将。祝祭于祊。祀事孔明。

先祖是皇。神保是饗。孝孫有慶。報以介福。万寿無疆。  

濟々―毛義には、是は古の明王の時に祭をたすけたぞ。（中略）牛をば司徒の

官が引て出て 奉
タテマツル

。羊をば司馬の官が奉ぞ。のこり六牲をば有司がするぞ。
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剝は庖丁する者ぞ。亨は、に
煮

つなどする物ぞ。肆は、牙と云者に、肉をつらね

たてゝをくを云ぞ。将はとゝのうる心ぞ。牙
ゲ

にかけた肉を、それ／＼゛にかけ

わけて、類をやつてかけわけてをくを、ひとしうすると云ぞ。鄭は二を見かへ

たぞ。                                 （毛詩抄 巻第 13 1535 頃）  

 

 （38）の「次第をやつて」は「正しい順序を進めていく」ことを表わすと思われ

る。「次第」は為手・主体の意志で進められていくものと考えることができる。「車

を進める」という具体的事象から「物事などを進める」という抽象的事象が表現で

きるようになった。  

 「理、はか」は滞っているものであり、ヤルで「（無理に、勢いよく）進ませる」

ことを表わす。「次第、番かへ、類」は順序立てられるもので、ヤルで「順番どおり

に進める」ことを表わす。これらに共通するのは「主体の思い通りに進める」こと

である。  

 この用法には以下の例のようにオノマトペについて動作の様子（進行の様子）を

述べるものがある。  

 

（41）大車檻檻。毳衣如菼。豈不爾思。畏子不敢。  

大車
シャ

檻
カン

檻たり。毳
セイ

衣菼
タム

の如し。豈・爾ぢを思はざらんや、子に畏
をぢ

て
あへ

敢てせず。 

決と云は、一決してだいたぞ。笠懸をいる時に、まん中にとをすをばさくりと

云ぞ。物の理の滞つてあるを、くわつとやつたをさくると云ぞ。  

（毛詩抄 巻第 4 1535 頃）  

（42）さる若衆、これもとりはつして、すいとやり、何共此にほひをさるへきやう

はなし。          （昨日は今日の物語  古活字八行本下 1615-1623） 

 

 「オノマトペ＋ヤル」文型の場合、そのオノマトペは「勢いがある、一気に、急

に」という意味を表わす。「一気に対象をおし進める」意で用いられたと考えられる。

（42）は近世の例である。他の「オノマトペ＋ヤル」文型の近世の例を以下に挙げ

ておく。  

 

（43）嶋原にてとんてきのよりあひに、思ひさしの乱酒
らんしゆ

になりしかば、色／＼の事

をつくしたるあまりに、ならぬ事をたくみしが、或者
あるもの

、からき物ハおゝくく

ハれぬ物じや。此大
おほ

盃
さかづき

に一はい、小桝
こ せ う

をくふ者が有かといへば、血気
け つ き

なる男、

君のお盃でならば、どふもいへまひ。くをふといふ。さあらばとて取よせけ
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れば、つけざしをおしいたゞき、ずつとやり、其後小桝
こ せ う

を盃にはかりて、口

一はいほうばりしが、とんとむせかへりて目をしろくろしたり。  

（軽口大わらひ 第 5 1680）  

（44）曲
くせ

者 共
（ども）

立チ止
どま

り 頷
うなづ

き 囁
さゝや

き荷
〈に〉

を下
お

ろし。夫婦
ふ う ふ

のそばへのめり寄
よ

り。「コレ女

郎さん見事
ごと

でやす。たまりませぬ」と帯ぎはへずつとやる手を叩
たゝ

き退
の

け。「ヱ

なめ 過
（すぎ）

たいやらし」と頼平に寄リ添
そ

へば。  

（関八州繋馬 詠歌の前道行 1724 上演）  

 

２－７．G （人ニ＋）ヤラレタ・ヤラル（17 世紀以降～） 

 前代の用法が「思い通りに進める」意であったことから、G はヤラレタ・ヤラル

形で「（主体は）相手の思い通りに進められた」ことになる（以下の例における（［ ］

内は豊田による用例の補足である）。  

 

（45）［ねじ上戸の竹斎は飲み屋に入って酒を頼む。外に出ようとしたところ］其時

男はしり出て、せうべんハさせぬといひて、こがいな取てねぢあぐれハ、竹

斎是てこそのめたれ、心きゝのとうしどのとて、さんせうをくわへて、むい

きにつつとやられける。          （竹斎はなし 巻之下 1672）  

（46）［文盲親仁は息子に謡を習わせる。その師匠に謡を所望する］弟子どもがいふ

事は、何をかあそばされう。定家が檜垣かなどいへハ、文盲なる親仁か聞て、

いや／＼、定家の家隆のは、こゝもとでたび／＼うけたまハる間、羅生門の

シテか所望申たいとやられた。       （当世口まね笑 第 2 1681） 

（47）当六月暑気の比、大坂川口にてさる人、酒におびたゝしくゑひて、あつさの

儘ニ川口へ出られたれバ、折ふしびぜん船にわたしのかけて有を見て、乗て

すゞまんとおもひゆかれけるが、ねぶけつき、こけるやいなや高いびきをや

らる。                  （露新軽口はなし 2 1698） 

  

（45）は竹斎の行動、（46）は親仁に見当違いのことを言われたこと、（47）は相

手に高いびきをされたことを表わす。G は主に笑い話の中において、見当違いのこ

とする・言うなどの場面で用いられる。特に文末において「～ト＋ヤラレタ」形式

で「やってしまった・失敗した」ことを表わす10。  

ヤラレル・ヤラレタ形式については本論第 4 章で改めて述べる。  

                                                        
10 G のヤラレル・ヤラレタ形式、あとに出現する「人＋ヤラレル・ヤラレタ」形式に関しては、

ヤラレル・ヤラレタ形式で「相手に～された」ことを表わすと思われる。ヤラレル・ヤラレタの

意味用法の変遷は、本動詞とは別の史的変遷があると思われる。  
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２－８．H 名詞（粋・通）＋ヤル（17 世紀後半） 

 H は主体（人）の行動・振る舞いに対しての表現で用いられる。前代の〈物事の

進行〉、〈（相手に）進められた〉という用法から、対象が物事ではなく人の振る舞い

に対して用いられるようになっている。  

 

（48）老いたる姿をかづかず、白き帷子に黒き帯のむすびめを当風にあぢはやれど

も                   （好色五人女 巻 2 1686）  

（49）二三年跡迄は手前あぢをやつて、お茶のよいといひし、上林
かんばやし

のかほるを自由

せし身の、世の銀
かね

づまり程かなしき物はなし。  

（けいせい色三味線 鄙之巻 1701）  

（50）其時の若男、六原流とて是をまなびぬ。よく内証知りしもののいへるは、「宗

州も今大臣顔したまへ共、あれはもと清水坂の傘張の息子なり。いらざる盛

をやつて無用の奢、追付内証は、ない大臣となつて、つゐには八島の破れ口

にあはるべし」。         （けいせい色三味線 大坂之巻 1701） 

（51）それは女郎の本〆
もとじめ

をして世をわたらるゝ親方のふ了簡なり。おなじつき出し

女郎にても、我が身はいにしへ陸奥
みちのく

とて全盛
ぜんせい

をやりし太夫 職
しよく

。縁
ゑん

と金
かね

とにし

たがひて一度武士
ぶ し

の妻
さい

となり、はからずも夫
おつと

の牢人
らうにん

。（後略）  

（けいせい伝受紙子 二之巻 1710）  

 

 「味、贅、花」は「華やかな様子」の意で、周囲を気にせずに主体がしたいよう

に動作をすることが表される。  

 堀口（1984）では、慣用句「花をやる」「味をやる」「品をやる」「贅をやる」「幅

をやる」を挙げ、それぞれ「ハナヤカナモノヲ、自ラノ外面ニ表ス」「味ワイヲ発揮

スル・シャレテフルマウ」「嬌態ヲ表ス・媚態ヲ示ス」「ゼイタクサヲ表ス・ミエヲ

張ル」「エラソウナ態度ヲ示ス・ハバヲキカス」にいうことから「内ナルモノヲ、外

ヘ出ス・外ニ表ス」意の用法のうちであるとする。また、スルと類する用法との関

連性について以下のように述べる。  

 

これらの表現で表わされるものは、いずれも人の振舞であり、それが「コト

をする」に類した用法を「やる」がもつにいたる契機になったということは、

考え得ることである。しかしながら、成立時における意味あいは、やはり、古

代語以来の意味用法の範囲から出るものではなかったようである。  
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 前代の用法が「思い通りに滞っている物事をおし進める」ことから H の「思うま

まに（特に享楽についての）態度を表出する」ことに転じたと考えられる。（48）「（老

いたる姿を）当風に」、（50）「いらざる」とあるように「わざわざしなくてもいいこ

とをする」意で用いられる。これは、ヤルに「主体の思いどおりに」という意があ

るためであると思われる。このように「名詞（粋・通）＋ヤル」が使用されはじめ

た時期は、「主体の思い通りにふるまう」ことを表わしていたと考えられる。  

（51）の例では、「わざわざしなくてもいいことをする」意ではなく、「盛りだっ

た・よくはやった」ことが表わされる。  

H の段階は〈主体の態度の表出〉であると考えられる。  

 

２－９．I 数量詞（一）＋遊びごと・嗜好品＋ヤル（17 世紀末期～） 

 H が特に「享楽」について〈主体の態度の表出〉を表わすことから、 I では遊び

ごとや嗜好品を表わす名詞を補語にとるようになる。  

 

（52）あほう律儀なる小者、つく／＼゛と聞てゐたるが罷出て、（略）わたくしも田

舎者でこそござりますれ。こむろぶしの一ふしもやりまするによつて、町の

奉公いたしませうよりハ、内裏様へ参つて奉公をいたしませうといふた。  

（初音草噺大鑑 6 1698）  

 

 （52）の「小室節の一節もやる」は「芸能事」を補語にとり、ル形で表わされ、

〈主体の能力の表出〉を表わす。また、能力表出ではなく相手に行為を勧める場合

が以下の例である。  

 

（53）太郎「（略）おくへ来て一ツぱいやらつし （東海道中膝栗毛 5 篇追加 1806） 

 

（53）は弥次に対しての発話である。このように「～っし」「～なされ」などで

相手にその行動をとることを勧める場面において数量詞（一）が付く理由は、「ヒト

ツ」には最低限や「少し」の意味があり、相手がその行動を取りやすいように為手

が配慮している意を表わすからであると思われる。また、「酒」などを「すすめる」

場面で用いられるのは「享楽」からの影響であると考えられる。こうした点からみ

ると、ヤルの対象は世間的に後ろめたいものであったことがわかる。  

  

２－１０．J 手段＋ヤル（18 世紀前後～） 

 〈主体の能力の表出〉は J の文型「手段デ＋ヤル」でも表される。  
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（54）雪のふりつもりたる朝、にハのけしきを見れハ、いろはを雪にかきたり。（略）

主人聞、ふゝ扨ハ太郎がかいたか。せうべんで此くらゐにやつたらハ、こん

どハ能筆にならふ。きつい了簡の。        （露休置土産 巻 5 1707） 

（55）愚者の宗論
しうろん

 なんぼいやつても、人間のおさまるところハ、仏道にきわまッ

た。すでに寺うけ状がなけれバ、どこにもすむことがならぬハさて。いやこゝ

な人は、りくつでやりやるけれども、此日本にうまれて、神道ハけされぬ。  

（軽口機嫌囊 巻之 2 1728）  

（56）はやり風で、家内病人が多いから、百万遍をくりたひが、鉦斗で珠数がない。

いつそ鉦斗でやるべいと、百万遍のやうに鉦斗たゝいて、むせうに念仏申たれ

バ、病人が、アヽじゆずなひ／＼            （仕形噺 1773） 

 

（54）は（52）と同様に〈能力の表出〉を表わす。しかし、話者自身の行動に対し

て用いるのではなく、話者が行為者に対して「やつた」と言うところから評価的意

味が生じている点において新しい用法である。  

 （52）（54）（55）（56）の例では〈態度・能力の表出〉を行動で表わすことが示さ

れると思われる。  

 

２－１１．K 動作名詞（問題事）＋ヤル（18 世紀～） 

 K の段階で動作名詞をとることから、機能動詞用法を出現させたことがわかる。

初出例（57）では「騒動やらせねば」という使役形で用いられ、「わざと騒ぎをおこ

させる」場面である。したがって主体の思い通りに騒動させることを表わす。  

 

（57）とかく花／＼゛しき諠誮をして、郭注を大きに騒動やらせねば、大勢混乱い

たしませぬ。           （けいせい伝受紙子 三之巻 1710） 

（58）初会のざしき、女郎、ぶいとの仕ぞこない。若い者ひつかぶり、旦那御免。

出ものはれ物所きらわずと、あたまをかけバ、客もさるものにて、ひつたも

のこいとの事か。コリヤ放屁をやり山と、一分はづめバ、ぶいてハない粋様

といたゞき、さあお床にいたしませうと出て行廊下、女郎も何くわぬかほで

つゞいて出、（後略）                （鹿の子餅 1772）  

（59）まおとこをしたとて大乱をやる故、隣の亭主聞かね、何事でござるといふて

来たれば、内ノてい主イヤ、かゝアめがあの男と密通しました（口拍子 1773） 

（60）弥次「きこへやした。そんならおめへは義経になつたお方とみへる よしつ

ね「そふでおざる。（中略）あにハア、御年貢
ね ん ぐ

米
まい

の二俵
ひやう

べしも、さしやアげる
差 上
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力
ちから

のあるせな
兄

アだんで、誰
だれ

もうつたまげて、挨拶
あいさつ

のウせるふた
人

アなし、見物

もくち
口

やう／＼゛に、与五左どのそふだ。その時平とやらアしよびき出して、

ぶつたゝけと、あにハア村中
むらぢう

の若
わか

いふと
人

たちが、楽屋
が く や

さアへ刎
はね

こんで、らん

ごく（乱暴狼藉）をやるとおもひなさろ。（後略）  

（東海道中膝栗毛 四篇上 1805）  

（61）三郎「ハイサ、来年
らいねん

の事
こと

をいふと、鬼
おに

だか鼠
ねづみ

だか笑
わら

ふと申スのに、モウ踊
をどり

初
ぞめ

の支度
し た く

で、らつぴらんげき（落飛乱逆。てんやわんや。雑然騒然たるさま）

を遣
やり

ます。             （戯場粋言幕の外 巻之上 1806） 

（62）いんきよ「ハヽアきこへたことがあるわいの。今そつちやのお方がくらがり

でしびんとまちがへて、このなかへ小用
せうよう

しこみやさんせんかいの。度ふもせ

うようくさいとおもふたが、コリヤおまい、そじやさかい、のまんのじやあ

ろぞい 北八「ソリヤしれやせん。桑名のわたしでも、此人が船の中で小便

して、大さはぎをやりやした。        （東海道中膝栗毛 6 篇上 1807） 

（63）本居
もとをり

信仰
しんかう

にていにしへぶりの物まなびをなどをすると見えて、物しづかに人

がらよき婦人二人、おの／＼玉だれの奥
おく

ふかく侍
はべ

るだらけの文章
もんざう

をやりたが

り、几帳
きちやう

のかげに檜扇
ひあふぎ

でもかざしてゐさうな気位
きぐらゐ

なり  

（浮世風呂 3 編 巻之下 中湯之遺漏 1812）  

 

 K では「騒動、大乱、大騒ぎ、乱飛乱外」などの通常の事態ではないこと表す補

語が用例の多数を占める。この時期になると、ヤルは動作名詞を補語にとるように

なり、実質的な意味は動作名詞が担っていると考えられる。ヤルは述語としてもっ

ぱら文法機能を果たす役割を担っている。  

しかし、スルのようにどんな動作名詞でも補語にとるようになったかというとそ

うではない。補語には「騒動、放屁、大乱、らんごく、らっぴらんげき（乱飛乱外）」

など、「問題事・通常ではないこと」を表わす名詞という制限がある。望ましい事態

などにはヤルを用いられていないと言える。  

前代の用法に、「味をヤル」「盛をヤル」などの「普通の状態から逸脱したもの」

「通常の動作ではないこと」を表わすこと、「小室節」「俳諧」などの遊びごとを表

わす用法がある。このことから、通常ではない問題事を表わす動作名詞を補語にと

るようになったものと考えられる。  

補語に制限があるものの、動作名詞を補語にとることでヤルが機能動詞としての

用法を獲得した段階である。これらの動作名詞でも問題事を補語にとる例は近代明

治期以降も見られる。以下に例を挙げておく。  
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（64）或日僕の父上が外から帰って来て、「今井の鉄也さんが鉄砲腹をやった」と仰

しゃって、母上を初め僕も吃驚した。（中略）ところが突然鉄也さんが鉄砲腹

をやって死んで了った            （国木田独歩 鹿狩 1898） 

（65）このような目に遇っている僕がブランデイの隠飲みをやるのは、果て無理で

しょうか。               （国木田独歩 運命論者 1903）  

（66）それも先ず善いとして「薄ぎたない猫」とは随分酷評をやるものだと猶耳を

立てあとを聞く。       （夏目漱石 吾輩は猫である 1905-1906） 

（67）かつ少年血気のものであるから活気があふれて、善悪の考はなく、半ば無意

識にこんな悪戯をやる事はないとも限らん。（夏目漱石 坊っちゃん 1906） 

（68）それには何か仔細の有る事でしょう、あの男の事だから、大方何か小野心を

起して小細工をやる積かも知れんが、そんな道具に使われちゃ、堪らないか

らねえ。（後略）             （二葉亭四迷 其面影 1906） 

 

２－１２．L 動作名詞（芸ごと・遊びごと）＋ヤル（18 世紀～） 

 同じ動作名詞でも、芸に関する内容の名詞が L である。K と同様に動作名詞をと

ることで機能動詞として働いている用法といえる。  

 

（69）「（略）今の間の光りにてたのみなし。是より先に命消たし」と、母の歎きを

かまはず、娘のおたつは庭におりて身振に色科やりて、明日の晩からの躍り

の稽古。                 （世間娘気質 五之巻 1717）  

（70）「（略）なんだかしらぬが、おらは半時、小笠原（行儀作法の一つ）をやると、

むかふずねが砕けるやうで、いま／＼しゐ」。  （当世下手談義 巻 3 1752） 

（71）傘をはりならい、七八本はり上ゲしが、油引てから壱本もすぼまらず。これ

ハつまらぬと、むりに畳めバ、バリ／＼とさける。どふしたものじやとこま

りしが、折からの夕立。シヤ、よい思ひ付があると、からかさをひらいたまゝ

辻へ持ツていで、それ安イ。まけた／＼とうりかけしに、何が俄雨のことな

れバ、大勢集り、ばいあふ様にかうてゆく。コリヤうれしやと、内へはしり

かへり、思イ付をやつて、からかさをのこらずうつて来たといへバ  

（富来話有智 1774）  

 

 （69）の「色科」は「色っぽいしぐさ」である。踊りの身振り（＝芸ごと、一種

の遊び事）として、色っぽいしぐさする場面でヤルが用いられている。（69）は、母

親が嘆いているにもかかわらず、娘（おたつ）は踊り（芸事）に夢中になっている

場面である。周囲を気にせずに自分の気ままに行動していることから、H の用法と
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も関わりがあると思われる。  

 

 L 以前に、数量詞が付くという条件があるが遊びごとを補語にとる I の用法と、

問題事を対象とし、「行為」を表わすようになった K の用法が存在していたため、L

では芸ごと・遊びごとを補語とするようになったと考えられる。  

芸能事は主体の能力に関わるものと思われる。主体が持つ能力を表に出すことか

ら〈主体の能力の表出〉と考えられる。  

 

２－１３．M 活動＋ヤル（行為が問題事）（19 世紀初頭～） 

 K では補語の動作名詞に「問題事」という特徴があったが、M の段階では補語自

体に「問題事」の名詞が当てはまるのではなく、修飾語に「問題があること・普通

ではないこと」が示される。（以下の例の【 】内はト書き）  

 

（72）【トそでをひかれてきた八すこしうかれがきて】「いかさま、見物が多いとは

りやいがある まゝよ源太におれがならふ。そのかはり、いひぐさは出たら

めにやるがいゝか           （東海道中膝栗毛 7 篇下 1808） 

（73）弥次「ヱヽそいつはこまつたものだ。コレ／＼きた八、手めへ子を産女の手

伝をした事はねへか 北八「ナニとんだことを。（略） 弥次「イヤ／＼ちつ

と訳があつて、隣へもさたなしに、こつそりとやりてへ。  

（東海道中膝栗毛発端 1814）  

  

（72）は「いひぐさをヤル」、（73）は「（出産を）ヤル」であり、補語が表わす

活動自体は問題事ではない。しかし「でたらめに」や「こっそりと」という行為の

方法が示され、その方法が問題となる。補語にある行為をするときの様子として「通

常の動作ではないこと」が示される。行為をする方法が問題となる点が K の用法と

異なる。  

 

２－１４．N ウマクヤル（ヤッタ）（19 世紀前半～） 

 N の形式の初出例（74）は芸能の場面で用いられており、主体が「芸能という能

力を表に出す」ことを表わす。（74）も能力の表出と考えられる。話者が行為者に対

して「うまく演じる」というように評価的意味が表わされる。  

 

（74）鶴吉婆さんが出たやうだ 「あの婆さんはうまくやるぜナア 「あれは鶴賀

新内の元祖家元だとよ    （浮世風呂 4 編 巻之下 男湯之巻 1813） 
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（75）弥次「（略）こいつは妙だと此狂言をかいて、きさまたちふたりを頼んで、ま

んまと上首尾にやりはやつたが       （東海道中膝栗毛発端 1814） 

 

 （75）の「上首尾にやりはやつた」は「主体が物事をうまく（自分の思い通りに）

進めた」ことを表わす。  

 以上のように、動作名詞をとるヤルは、主に「問題事・芸ごと／遊び事」などの

内容や場面で用いられていることがわかる。特に江戸中期以降、K では地の文 19

例・会話文 23 例、L では地の文 0 例・会話文 13 例、M では地の文 0 例・会話文 3

例、N では地の文 0 例・会話文 2 例となっている。動作名詞をとるヤルは、主に会

話文に用いられ、口語的用法であったことを示していると考えられる。  

 

２－１５．O 人ガ＋ヤラレル（被害）（19 世紀後半～） 

O 以降の用法は近代に生じる。O は受身形で補語に人をとり、被害を表わす。  

 

（76）「はあ？坂町で大怪我を為つて、病院へ入つたと云ふのは？」  

「あれは間さ。阿父さんだとお思ひなの？可厭だね、どうしたと云ふのだらう」 

（中略）「ああ、さうですか、間が遣られたのですか。」  

「ああ、間が可哀さうにねえ、取んだ災難で、大怪我をしたのだよ」  

（尾崎紅葉 金色夜叉 1897-1902）  

（77）「まずそんなことです。……実は僕、或少女に懸想したことがあります」と岡

本は真面目で語り出した。（中略）  

「どちらかと言えば丸顔の色のくっきり白い、肩つきの按排は西洋婦人のよう

に肉附が佳くってしかもなだらかで、眼は少し眠むいような風の、パチリとは

しないが物思に沈んでるという気味があるこの眼に愛嬌を含めて凝然と睇視

られるなら大概の鉄腸漢も軟化しますなア。ところで僕は容易にやられて了っ

たのです。             （国木田独歩 牛肉と馬鈴薯 1901） 

（78）「さ、そこで思わぬ辺から乗ぜられる事があるんです」  

「正直にしていれば誰が乗じたって怖くはないです」  

「無論怖くはない、怖くはないが、乗ぜられる。現に君の前任者がやられたん

だから、気を付けないといけないと云うんです」  

（夏目漱石 坊っちゃん 1906）  

 

 （76）の例では「間が遣られた」（ハザマは登場人物の名前）の直後に「大怪我を

したのだよ」という発言があるので、ヤラレタ形式で怪我という実質的被害が表わ
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されていると思われる。  

現代語では「あいつをやる（＝痛めつける）」「あいつがヤラレタ」という能動文・

受身文が対応しているが、歴史的にはヤラレタという受身形のほうが能動形より先

に出現し、ヲ格の能動文は次の（79）が初出である。  

 

（79）「昨日は美しいのをやったなぁ」と髯が惜しそうにいう。  

「いや顔は美しいが頸の骨は馬鹿に堅い女だった。御蔭でこの通り刃が一分ば

かりかけた」とやけに轆轤を転ばす、シュシュシュと鳴る間から火花がピチピ

チと出る。                 （夏目漱石 倫敦塔 1904） 

 

 もともとヤルはヤラル・ヤラレタ形で G のように「迷惑」や「困った」という意

味を有していた。18 世紀後半以降にはヤルが「行為」の意味を持ちはじめた。この

2 点によってヤルの直接受身ヤラレタ形で「行為による被害」の意味になったと思

われる。補語に人名やそれに準ずるものをとり、それらが怪我をすることなどを表

わす。  

 現代語では「具体名詞（人／場所）ガ ヤラレル（ヤラレタ）」形式となると被害

を表わす。以下に現代語の例を挙げる。（80）はヲ格名詞が人、（81）は場所（建物）

の例である。  

 

（80）辛うじて入口の段々をおりると、扉を蹴ってさけんだ。  

「あけてください。張永春です。あけてください。」  

けれども、扉はびくともうごかなかった。私はまた蹴った。  

「あけてください。誰もいないのですか。早瀬がやられた。」  

すると、すぐさま、扉がいきおいよくあけられた。 （三浦哲郎 驢馬 1957）  

（81）漢口で、はじめて鉄兜、銃、皮靴などを支給され、ようやく兵隊らしい姿恰

好になった。するとまるでそれを待っていたように、武昌に着いてはじめて

兵舎にゆっくりと寝られると思ったその真夜中、大規模な B24 の空襲があっ

た。  

弾薬庫がやられ、朝までおどろおどろしい誘爆がつづいた。  

（北杜夫 楡家の人びと 1963）  

 

 ヤラレル・ヤラレタ形式の意味用法は、本動詞ヤルとは異なる変遷を遂げる。G

の文型も「（人ニ＋）ヤラレル・ヤラレタ」というヤラレル・ヤラレタ形式であった。

これらヤラレル・ヤラレタの意味用法の変遷については第 4 章で述べる。  
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２－１６．P 飲食（嗜好品）＋ヤル（19 世紀後半～） 

 飲食（嗜好品）は「食べ物、酒、煙草」に関連する名詞である。  

 

（82）「（略）貴方、鰻擬は上りますか」「鰻擬？遣りますよ」  

（尾崎紅葉 金色夜叉 1897-1902）  

（83）尤も酒は呑ません、煙草もやりません。    （国木田独歩 巡査 1902）  

  

17 世紀末には、 I（数量詞（一）＋遊び事・嗜好品＋ヤル）の文型で「こむろぶ

しを一ふしヤル」「酒をいっぱいヤル」ように、嗜好品や遊び事などを補語にとって

いた。 I には数量詞が付くという制限があったが、この時期には数量詞がはずれ、

具体的な食べ物や酒、煙草などの嗜好品が対象となった。  

昭和初期までは「鰻」「飯」なども補語にとる。以下に例を挙げる。  

 

（84）顔を洗って、朝食を遣っていると、台所で下女が泥棒の足痕を見付けたとか、

見付けないとか騒いでいる。       （夏目漱石 永日小品 1909）  

（85）その足で辻ぐるまに乗り、龍土軒の玉突場へ行つた。が、気になつて、玉が

当らないので、二階へ移つて洋食を二皿ばかりやりながら、曾てここへお鳥を

連れて来たことを思ひ出した。     （岩野泡鳴 毒薬を飲む女 1914） 

（86）それをお民が半蔵に言うと、降蔵は遠慮なく頂戴という風で、そこに腰掛け

たまま飯櫃を引きよせ、折柄の山の蕨の煮つけなぞを菜にして、手盛りにした

冷飯をやりはじめた。        （島崎藤村 夜明け前 1929－1935） 

 

しかし、現代語では、嗜好品である「酒」「煙草」などに補語が限定される。こ

の原因として、ヤルが「大騒ぎ・大乱」などの一般的に好まれない補語をとってい

たことが考えられる。また、1930 年代以降、飲食の場面で用いられるヤルは「酒」

「煙草」の例が多い。1930 年代以降の文学作品では 37 例が飲食・嗜好品の場面で

用いられていたが、そのうち「酒」の例が 34 例あり、3 例が食事の場面で用いられ

ている。「酒」などの嗜好品に偏っていると考えられる。  

また、1930 年代以降の作品では、数量詞が付く「一杯（一服）＋ヤル」形式は

37 例中 17 例ある。約半数が数量詞の付く文型である。  

 

（87）「とにかく一杯やりてえんだ」そう云ってから、さぶはいそいで付けたした、

「外はおっそろしく寒いんでね、おらあ躯の芯まで冷えちまってるんだ」                   
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（山本周五郎 さぶ 1963）  

（88）「金兵衛さんで思い出した」と吉左衛門は枕もとの煙草盆を引きよせて、一服

やりながら、「俺なぞはもう日暮れ道遠しだ。  

（島崎藤村 夜明け前 1929－1935）  

 

２－１７．Q デモ／マデ＋ヤル／一生懸命ニ＋ヤル（20 世紀初め～） 

 K 以降、動作名詞をとり、「行為」を表わすようになるヤルは、Q の文型で「行為

を限界まで行う」意を示すようになる。  

 

（89）昨日も恰度そんな事を考えながら歩いて、つまる処がペンキの看板かきにな

ろうが稲荷や八幡様の奉納絵を画こうが関わない、やる処までやると決心し

たからには、               （国木田独歩 郊外 1900） 

（90）「その証拠にはね、君、僕にゃどうしても極端な事が出来ないのです。そり

ゃ不思議な位だ。（中略）追々困って来るから、そう綺麗な事ばかりもして

いられないが、それでも殺人強盗とまでは行れない。君は能く僕の事を中途

半端だといって攻撃しましたな。（中略）所謂外柔内剛で、口当りは一寸柔

いが、心が確りしている、行り出すと極端まで行るです」と当時の事を想出

してか                  （二葉亭四迷 其面影 1906） 

（91）僕はその時大に反対した、君止すなら止せ、僕は一人でもやると力味んだ。  

（国木田独歩 牛肉と馬鈴薯 1901）  

（92）喧嘩なら相撲取とでもやって見せるが、こんな大僧を四十人も前へ並べて、

只一枚の舌をたたいて恐縮させる手際はない。（夏目漱石 坊っちゃん 1906） 

（93）勿論これは君の性分にも依るだろう、併しそれは何方でも宜い、兎も角一心

専念にやって居るという事が僕は君の今日成功して居る所以だと信ずる  

（国木田独歩 郊外 1900）  

（94）六百円を三に割って一年に二百円ずつ使えば三年間は勉強が出来る。三年間

一生懸命にやれば何か出来る。       （夏目漱石 坊っちゃん 1906） 

 

「デモ／マデ＋ヤル」は、対象である事柄が「困難な事」の場合に用いられる。

〈能力の表出〉では対象の物事が可能であること、完遂することが示されていた。

Q の用法では、想定される困難な事を「可能にする」「完遂しようとする」ことを目

的としている。したがって物事の開始時点に着目している用法であると思われる。  

問題事を対象とする K の用法と、L の芸ごと・遊びごとを対象とする用法、活動

を対象にするが行為の方法に問題があることを表わす M の用法は「通常の動作では
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ないこと」が共通している。「通常の動作ではないこと」を行うことは困難な事を行

う意にもつながる。Q の段階において、困難なことを「一生懸命に行う」「限界まで

行う」ことを表わすことができるようになったと思われる。  

 

２－１８．R 活動＋ヤル（授業など）（20 世紀前半～） 

 一般的な活動を行う意を表わす用法が R である。補語に共通するのは「何か（仕

事、学問など）を、身を入れて行うこと」である。  

 

（95）今を去る事六十年前これも英国の去る都で図案学校を設立した事がある。図

案学校の事であるから、裸体画、裸体像の模写、模型を買い込んで、ここ、か

しこに陳列したのはよかったが、いざ開校式を挙行する一段になって当局者を

初め学校の職員が大困却をした事がある。開校式をやるとすれば、市の淑女を

招待しなければならん。ところが当時の貴婦人方の考によると人間は服装の動

物である。          （夏目漱石 吾輩は猫である 1905-1906）  

（96）いや僕は眠くないと済し切って、やっぱり消極論をやるには迷惑したね。  

（夏目漱石 吾輩は猫である 1905-1906）  

（97）当人にもう一遍学校を遣りたい希望が有るンだそうだから、学校へでも通わ

せて置くなんぞはどうだというのだ。    （二葉亭四迷 其面影 1906） 

（98）「（略）授業はやります、一晩位寐なくって、授業が出来ない位なら、頂戴し

た月給を学校の方へ割戻します」     （夏目漱石 坊っちゃん 1906） 

（99）おれは序でだから、君の腕は強そうだな柔術でもやるかと聞いてみた。  

（夏目漱石 坊っちゃん 1906）  

（100）「支那の方へ御出でですか」と余は一寸聞いて見た。  

「ええ」  

 ええの二字では少し物足らなかったが、その上堀って聞く必要もないから控

えた。障子を見ると、蘭の影が少し位置を変えている。  

「なあに、あなた。矢張り今度の戦争で――これ（甥）がもと志願兵をやっ

たものだから、それで召集されたので」    （夏目漱石 草枕 1906） 

 

 「身を入れて行う」意が生じたことには以下の推移があると考えられる。江戸期

には I・K・L などの「数量詞＋遊び事」「問題になる事」・「芸事」を補語にとり、「通

常の動作ではないこと」を行うという意味があった。さらに近代には Q のように「困

難なことを限界までヤル」用法が出現している。行為の内容が「数量詞＋遊び事」

→「問題事」→「芸事・遊び事」→「困難な事」→「一生懸命に行う事」と拡大し



63 

 

たと考えられる。「困難な事を一生懸命に行う」ことは、R の「（身を入れて行う）

活動」にもつながると思われる。また、ヤルが「主体の思いどおりに物事をすすめ

る」意であったことから、「意志的に何かを行う」ことを表わす。「身を入れて行う

活動」には、主体の意志をもって取り組むことが必要であると考えられるので、R

の文型が出現したものと考えられる。  

 

２－１９．S 病気ニ＋ヤラレル（20 世紀初期～） 

 O では補語に「人」をとり被害を表わしていたが、S では「（主体は）病気ニヤラ

レル」で「病気になる」ことを表わす。  

また、「病気デ＋ヤラレル」という形式も見られる（102）。  

 

（101）なろう事なら顔まで毛を生やして、こっちのあばたも内済にしたい位なとこ

ろだから、只で生える毛を銭を出して刈り込ませて、私は頭葢骨の上まで天

然痘にやられましたよと吹聴する必要はあるまい。  

（夏目漱石 吾輩は猫である 1905-1906）  

（102）しかし承知している最中に、突然急性胃カタールでどっとやられてしまった。 

（夏目漱石 満韓ところどころ 1909）  

 

 なお、現代語では「病気をヤル（ヤッタ）」形式で、病歴を表わす用法がある。「病

気ヲヤル」の初出例は「病気ニヤラレル」と同時期に 1 例ある。「病気ヲヤル」の初

出例は以下の例である。  

 

（103）僕は其時腹膜炎をやって遂々二級の学年試験を受けることが出来なかった。 

（夏目漱石 落第 1906）  

 

「病気ニヤラレル」と「病気ヲヤル」の形式はどちらも夏目漱石の作品に初出例

がある。（103）の例以外では、1930 年代に入ってから徐々に「病気ヲヤル」形式の

用例が見られるようになっているため、この時代に定着した用法だとは言い難い。  

 

３．用法のまとめ 

 以上の A から S の用法の展開を時系列に並べたものが以下の〈表 1〉である。横

軸に用法を並べ、縦軸に用例の得られた作品を並べている。作品は番号で示してい

る。番号と作品は章末に記す。なお、●は用例があることを示す。また、紙幅の関

係上、本動詞ヤルが出現していない作品については表に挙げていない。 
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 以上、ヤルの用法がどのように広がっていったのか、補語に注目して考察した。

用法の広がりに関して、さらに以下の 3 点が大きな変化としてとらえられる。  

１．近世期にヤルが授与の用法に大きく上→下という待遇性の低下が見られること  

２．近代に入って、ヤルは評価的感情を持つようになったこと  

３．ヤルが授与の用法の他にスルの用法を持つようになったこと  

 以下、その 3 点について、もう少し詳細に見ていきたい。  

 また、ヤルには「動詞＋ヤル」「動詞＋テヤル」の形式がある。これについては第

3 章で述べる。ヤラレル／ヤラレタの用法については第 4 章で述べる。  

 

４．近世期における授与表現ヤルの待遇性低下について 

４－１．問題点  

 前述のようにヤルは「～ヲ～ニヤル」という文型で、「与える」という意味を表わ

す。この「与える」意について、『明鏡国語辞典』には次のように記述してある。  

 

⑥同等以下の人や動植物に物を与える。  

「家来に褒美を―／孫に小遣いを―／犬にえさを―／花に水を―」⇔もらう  

表現近年ぞんざいな語感を与えるようになり、丁寧語の「上げる」にとってかわ

られる傾向にある。  

 

 ここで注意すべきなのは「同等以下」という記述である。たしかに現代語では目

下から目上への授与を表わす際にヤルは用いられない。  

 こうした「目上から目下・同等の関係において用いる」という制限は、いつ頃か

ら見られるのだろうか。この課題について、歴史的変遷からその意味を考察し、そ

の理由を明らかにしていきたい。  

 

４－２．歴史的変遷  

４－２－１．上代の授与表現ヤル 

 『万葉集』において、授与の意味で用いられている例は次のようなものである。  

 

丹比笠麻呂
た じ ひ の か さ ま ろ

→妹（妻）  

（1）…海神の 手巻の玉を 家づとに 妹に遣らむと 拾ひ取り 袖には入れて 

返し遣る 使ひなければ 持てれども 験をなみと また置きつるかも  

（巻 15・3627）  
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田道間守
だ ぢ ま も り

→娘子  

（2）…ほととぎす 鳴く五月には初花を 枝に手折りて 娘子らに つとにも遣り

み 白たへの 袖にも扱入れ かぐはしみ 置きて枯らしみ 落ゆる実は 

玉に貫きつつ 手に巻きて 見れども飽かず…       （巻 18・4111）  

角朝臣広弁
つ の の あ そ み ひ ろ べ

→君  

（3）沫雪に 降らえて咲ける 梅の花 君がり遣らば よそへてむかも（巻 8・1641） 

高橋虫麻呂→妹  

（4）筑波嶺の 裾廻の田居に 秋田刈る 妹がり遣らむ 黄葉手折らな（巻 9・1758） 

大伴家持→妻の坂 上 大 嬢
さかのうえのおおいらつめ

 

（5）我妹子が 心なぐさに 遣らむため 沖つ島なる 白玉もがも（巻 18・4104）  

大伴家持→家の人  

（6）…妹も兄も 若き子どもは をちこちに 騒き泣くらむ 玉桙の 道をた遠み 

間使ひも 遣るよしもなし 思ほしき 言伝て遣らず 恋ふるにし 心は燃え

ぬ たまきはる 命惜しけど せむすべの たどきを知らに かくしてや 荒

し男すらに 嘆き伏せらむ                （巻 17・3962） 

（7）み空行く 雲も使ひと 人は言へど 家づと遣らむ たづき知らずも  

（巻 20・4410）  

 

授与の意味に限った「物をヤル」という場合、主に家から出ている男性から、女

性や子どもに対して用いられている。対象は「玉」などの貴重品や「つと」など贈

り物である。したがって、この時代では「贈り物」のときによく使われていたとい

うことがわかる。また、与え手の男性は離れた場所からヤルを用いていることから、

授与の場合、遠くから物をヤルという場面で用いられたと言えそうである。  

 

４－２－２．中古の授与表現ヤル 

（8）むかし、男、奈良
な ら

の京に、あひしりたりける人とぶらひにいきけるに、友だち

のもとには消息
せうそこ

をして、文
ふみ

をやらざりける人に、   （伊勢物語 泉州本）  

（9）恋しきに、今日だに日もとく暮れなむ。いきてありさまもみづからいはむ。か

つ、文をやらむと、酔ひさめて思ひけるに、人なむ来てうちたたく。  

（大和物語 第 103 段）  

（10）「よろしうよみたる」と思ふ歌を、人のもとにやりたるに、返しせぬ。  

（枕草子 第 22 段）  

男→女（二条の后）  

（11）むかし男ありけり。懸想
け そ う

じける女のもとに、ひじき藻
も

といふものをやるとて、  
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 思ひあらばむぐらの宿に寝もしなむひじきものには袖をしつつも  

二条
に で う

の后
きさき

の、まだ帝
みかど

にも仕
つか

うまつりたまはで、ただ人にておはしましける時

のことなり。                   （伊勢物語 第 3 段） 

（12）むかし、男ありけり。人のもとよりかざりちまきおこせたりける返りごとに、  

 あやめ刈
か

り君
きみ

は沼にぞまどひける我
われ

は野にいでて狩
か

るぞわびしき  

とて、雉
きじ

をなむやりける。            （伊勢物語 第 52 段）  

男→人（京の人）  

（13）むかし、男、はるかなるほどにゆきたりけるに、筑紫
つ く し

のつと、人のこひたり

けるに、色
いろ

革
かわ

やるとて、            （伊勢物語 阿波文庫本） 

監の命婦→藤原忠文（征夷大将軍）の息子  

（14）うまのはなむけに、めとりくくりの狩
かり

衣
ぎぬ

・袿
うちき

・幣
ぬき

などやりたるける。  

（大和物語 第 69 段）  

（15）おなじ人に、監
げん

の命婦、山ももをやりたりければ  （大和物語 第 70 段） 

作者→庭木番  

（16）そのほども、これがうしろめたければ、 公 人
おほやけびと

、樋洗
す ま し

・長女
を さ め

などして、たえ

ずいましめにやる。七日の節供のおろしなどをさへやれば、  

「拝みつること」  

など、わらひあへり。               （枕草子 第 82 段）  

式部の丞→殿上  

（17）作物所
つくもどころ

の別当するころ、誰がもとにやりたりけるにかあらむ、物の絵樣
ゑ や う

やる

とて、  

「これがやうにつかうまつるべし」  

と書きたる真名
ま ん な

のやう、文字
も じ

の、世に知らずあやしきを見つけて、「これがま

まにつかうまつらば、ことやうにこそあるべけれ」とて、殿上にやりたれば、

人々取りて見て、いみじう笑ひけるに、おほきに腹立ちてこそにくみしか。  

（枕草子 第 98 段）  

 

（8）から（10）は対象が「文」「歌」である。古川俊雄（1995）では、中古のヤ

ルは「（手紙などを）送る」意であり、一般的な物のやりとりには用いられなかった

とされる。しかし、（1）から（7）、（11）から（17）の例を見ても、授与の例は上代

から中古にもすでにあったということがわかる。  

文型が、物がヲ格名詞になる「主体ガ 相手ニ 物ヲ ヤル」となる場合には、
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授与の例として考えてよいと思われる11。  

『万葉集』の例では、遠くから物をヤル場合に用いられていたことがわかったが、

中古において「文をヤル」という例が多いのは、こうした距離があったためかと思

われる。ある程度距離があるものに対してヤルが使われていたため、すぐに渡せる

距離ではない「文」に用いられたのではないかと思われる。  

用例を見ると、男性→女性への授与でも女性→男性への授与でも用いられている。

また、同等の地位の人（男→京の人）にヤルを用いている。  

 

４－２－３．中世前期の授与表現ヤル 

（18）八講畢
はて

テ後、給ハリタリケル捧物
ささげもの

ノ物共ヲ、少シ 分
わかち

テ、大和国ニ有ル母ノ許
もと

ニ、「此
か

クナム后ノ宮ノ御八講ニ参テ給ハリタル。始
はじめ

タル物ナレバ、先
ま

ヅ、見

セ奉ル也」トテ遣タレバ、母ノ返事
かへりごと

ニ云ク、「遣
おこ

セ給ヘル物共ハ喜ビ給ハリヌ。  

（今昔物語集 巻第十五 源信僧都母尼往生語第 39）  

（19）「牛を売る者あり。買ふ人、明日その値をやりて、牛を取らせんといふ。夜
よ

の

間
ま

に、牛死ぬ。買はんとする人に利あり、売らんとする人に損あり」と語る人

あり。                      （徒然草 第 93 段）  

（20）はや買ひて放しつる亀の、その銭川に落ち入るを見て、取り持ちて、親のも

とに、子の帰らぬさきにやりけるなり。    （宇治拾遺物語 巻第 13）  

（21）唐人に物を六七千疋
びき

が程借るとて、太刀を十腰
こし

ぞ質に置きける。  

 さて京に上りて、宇治殿に参らせ、 思
おもひ

のままにわたくしの人人にやりなど

して、帰り下りけるに、淀にて舟に乗りける程に、人設けしたりければ、  

（宇治拾遺物語 巻第 14）  

（22）愛酒にて、布施物を以て、一向に酒を買ひて飲みけり。ある時はおきのりて、

布施出くればやりけり。                   （沙石集）  

 

 以上の例を見ると、息子から母へヤルと用いていることなどから、上代・中古と

同様に、目下の者へという制限が中世前期においてもいまだないことがわかる。（21）

同等の地位のもの（物を借りた人→わたくしの人々）に対しても用いられている。  

  

                                                        
11 ただし、ヲ格名詞に物が立つとしても方向格名詞に場所などが示された場合には授与にはな

らず、単なる物の位置移動である。現代語でも、以下の例が考えられる。  

○椅子の上にあった本を隅へやる。  
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４－２－４．中世後期の授与表現ヤル 

（23）之子―之子と云はすぐれて貞潔な女の事ぞ。此人の餘處
ヨ ソ

へ御出あるならば、

馬に草をも飼ふぞ。謙して云ぞ。下心は我處へわせば、禮を盡さうと云心ぞ。

論語に執鞭の士と云共、我是をせんと云たと同事ぞ。此やうないやしい事也共

せうぞ。禮餼と云は、六禮の時、納采の時は鴈をやるぞ。（毛詩抄 巻第 1）  

（24）諸父―異姓の臣は、祭はてゝ、やがて立候。同姓の臣は、残て酒をのむぞ。

一人ものこらずいて、私恩と云て、昔はかうあつたが、今幽王は、かうはをり

ないと、そしる心ぞ。注、親骨肉、たつ
尊

といには貴骨をやり、賤には、いやし

いにはいやしいをやるぞ。             （毛詩抄 巻第 13）  

（25）投我―人が我に桃をくるゝならば、其返報に我は李をやらうずよ。 言
イウコヽロ

は人

のためによい事をせば、よい事をしてかへさいではぞ。去程に厲王も善道を以

て治られよ。したらば、民も善事を以て報まらせうずと云心ぞ。  

（毛詩抄 巻第 18）  

 

（23）は婚礼の儀礼の 1 つである納采について述べており、男側から女側へ雁が

送られることを説明するものである。また、（24）は同姓の者たちが祭祀の後、集ま

って食事をする場面で、肉を取り分ける場面で用いられている。これは同姓の中で

も身分が上の者が下の者たちへ分けているものと考えられる。  

 

（26）その時シャントこのことを聞いて肝
きも

を消し、「これは何事ぞ？さても心得ぬこ

とかな！これは定めて例のエソポが 業
しわざ

によって、かくのごとくぢゃ」と思ひ、

女中に言はるるは、「いかに妻、ただし御身も我も酔狂か？夢とも 現
うつつ

とも覚え

ぬものかな！先の雑餉をばそなたにこそ贈ったれ。別には誰にもやらぬものを」

と言はるれども、       （エソポのハブラス エソポが生涯の物語） 

（27）狼一匹、ある日獲物がなうて飢
うゑ

に及うで、ここかしこを駆け廻
めぐ

り、ある山里

の賤が庵
いほり

の軒端
の き ば

に寄り添うて聞けば、小さい子の泣くをすかすとて、その母、

「かまへて泣かば、狼にやらうず」と言ふによって、狼はこれを聞き、真かと

思うて、「あっぱれ、これはよい仕合せかな」と待ちかけてゐれば、日もやう

やう暮れ行
ゆ

いた。     （エソポのハブラス 狼と、子を持った女の事） 

 

 （26）はシャントから妻へ雑餉が送られる場面である。男性から女性へ贈り物を

する。この関係は『万葉集』にも見られる用例と同じものである。（27）は母親から

狼へ小さい子を渡そうと言う場面である。  
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４－２－５．近世の授与表現ヤル 

 次に近世の用例を見ていきたい。（以下の用例における【 】はト書きを表わす。）  

 

聟→妻  

（28）（妻）乁それいともいとま
（ 暇 ）

をたもれ、さなくはいぬるまひ （聟）乁いぬるまひ、

おとこ
（ 男 ）

のいなするに、たが何とはいふぞ、おとまをくれひ （妻）乁中々 （聟）

乁やさしや、やらふさあ／＼此かたな
（ 刀 ）

は、重代なれども、いなする女に何がお

しからふ、さあやるぞはやういね      （虎明本狂言 聟類山伏類 こひ聟）  

太郎冠者→次郎冠者  

（29）（太郎冠者）乁おれが分別した事が有が、酒をくれ
（ 呉 ）

ふか （次郎冠者）乁そこへやる分

別さへしたらはやらふまでよ （太郎冠者）乁身共が分別した事が有 （次郎冠者）何

としたぞ （太郎冠者）乁さ、是をやる程に、そちから酒を起こせよ 《乁竹のつ

えをやる》             （虎明本狂言 大名狂言類 ひの酒） 

主→太郎冠者  

（30）（太郎冠者）乁それならはいはふ、そうじて汝はけんどん
（ 慳 貪 ）

で、人づかひがは
（悪）

るひ、

し
（死）

んでもぢごくにおて
（ 落 ）

ふ、人をつかふといふも、つかひやうがある、おのれ

がやうに、いかにうちのものじやと云ても、あの太郎くわじやがやうのつかふ

ものか、去年のきりまひ
（ 切 米 ）

もとらせぬときひた程に、それをもいそひでとらせう

か （主）乁中々とらせまらせう （太郎冠者）乁今から年々にきりまいをやらふか  

（虎明本狂言 鬼類小名類 しみづ）  

 

（31）人の日のはじめ、都のにし、嵯峨に行く事ありしに、春も今ぞと、花の口び

るうごく梅津川を渡りし時、忄可怜
う つ く

しげなる当世男の采体
とりなり

しどけなく、色青ざ

めて恋に 貌
かたち

をせめられ、行く末頼みすくなく、追付
お つ つ

け、親に跡やるべき人の

願ひ、「我よろづの事に、何の不足もなかりき。この川の流れのごとく、契水

絶えずもあらまほしき」といへば、      （好色一代女 巻 1 1686） 

（32）通り者手のごひを、ちよと、あつい湯でしぼつてください やまとや女房は

い 通り者手のごい、おれがやろ【と、あさぎの手のごいを出し、ゆでぬれた

るを取
とり

、しぼりて顔をふく。髪ぎはを大事にふく】ぐつと、これで心持がよく

なる。                 （遊子方言発端 1764－1770）  

客→女郎  

（33）客此天気のいゝに、居つゞけも気ちがひの沙汰だねへ ほうばいそこがしん

じつざんすはな【トたばこをつけ、ねて居る女郎にやる】  

（傾城買四十八手 真の手 1790）  
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弥次→商売人  

（34）弥二「ヱヽながれてたまるものか。イヤもふきたぞ／＼。ヤレ／＼御くらう

／＼【トかたぐるまよりおりてちんせんをやり】  

（東海道中膝栗毛 2 篇下 1803）  

又之丞→次郎吉  

（35）又之 ヤレ／＼次郎吉、大儀であつた、こゝへ来やれ、褒美をとらさう／＼。  

      ト又之丞、そばにある袋の中より菓子を出して次郎吉にやる  

（東海道四谷怪談 後日序幕 1825）  

 

近世における用例は数が多いため、与え手と受け手の上下関係、与えられる物を

〈表 2〉にまとめた。具体的には、下記に示した上下関係に基づき、作品の出版年・

作品名・与え手・受け手・対象・上下関係を示したものである。  

 

上下関係は、次のように判断した。  

上位者→下位者  客→売り手、親→子、人→動物、大人→子供、和尚→一般人、そ

の他身分によるもの  

下位者→上位者  遊女→客、子→親など  

同等  友人関係、その他上下関係がないと思われるもの  

 

〈表 2〉近世における授与を表すヤルの上下関係  

 

出版・上演年 作品 与え手 受け手 対象 上下関係

女 客 髪・爪 同等

世之介 太夫 金銭銀線 上→下

男 遣手 小麦 上→下

人 親 跡 下→上

大夫 人 物 上→下

八蔵 買手 馬 同等

姫君 与作 知行 上→下

由留木家乳母 馬子の三吉 褒美 上→下

小万と与作 八蔵 銀（かね） 同等

1710 百合若大臣野守鏡 女性客 駕籠かき 琴の爪・鏡 上→下

母 与兵衛 銭・粽 上→下

親 与兵衛 銭・粽 上→下

徳兵衛（継父） 与兵衛（継子） 三百の銭 上→下

与兵衛 森右衛門（伯父） 銀（かね） 下→上

1749 英草子 慳吝なる者 人 物 同等

1777 桃太郎後日噺 山右衛門 子ども 蛇 上→下

1764 遊子方言 通り者 通り者 手のぐい 同等

1775 甲駅新話 谷 子ども 風車 上→下

女 質屋 夜具 上→下

客・女 銭助 羽織 上→下

女郎 息子 たばこ 上→下

朋輩 女郎 たばこ 同等

1721 女殺油地獄

1790 傾城買四十八手

1682 好色一代男

1686 好色一代女

1707 丹波与作待夜の小室節



72 

 

 

 

 以上の作品から 73 例の用例が採取できた。上下関係は、上→下が 43 例、下→上

5 例、同等 25 例となった。  

中世後期には『毛詩抄』において、身分が上の者が下のものへ「与える」という

用例が見られたが、近世になるとその上下関係が顕著になっていることがわかる。  

 

出版・上演年 作品 与え手 受け手 対象 上下関係

弥次 宮の斧屋 茶代 上→下

がら吉婆 雲助 古傘 上→下

北八 馬かた 銭 上→下

弥次の亡妻（巫女） 大家 店賃（家賃） 下→上

げんこ

（五十文）

北八 馬士 銭 上→下

北八 小僧 銭 上→下

弥次 犬 団子 上→下

弥次 いちこ（巫女） おあし（金） 上→下

北八 子ども 饅頭 上→下

北八 弥次 札 同等

弥次 北八 寿司 同等

河太郎 久助（太鼓持） 壱文 上→下

北八 坊主 壱文 同等

弥次 北八 竹の皮 同等

北八 女（乞食） 壱文 上→下

肥取り 中間 大根 同等

馬かた 親方の子 もち 上→下

旦那（客） 馬士 乗賃 上→下

弥次 雇人の女 銭 上→下

1806 戯場粋言幕の外 源四郎 仲間の役者 百五十文 同等

おはる（子供） 坊や（人形） さつまいも 上→下

おはる（子供） 友だち なんでも 同等

おゑご 子ども 何ぞ 上→下

おたこ（母） 坊（子ども） ご褒美 上→下

けち兵衛 隣人 すいかの安売三十八文 同等

けち兵衛 隣人 土産物 同等

けち兵衛 犬 豆腐 上→下

けち兵衛 番頭 銭五百 同等

けち兵衛 商人 半文きなか（金） 上→下

商人 客 珍しい茸 下→上

勝（子ども） 亀（子ども） 本 同等

勝（子ども） 亀（子ども） 絵草紙 同等

生酔 座頭 小桶の湯 同等

和尚 修行のない者 戒名 上→下

客 駕籠かき 南鐐（金） 上→下

金持ち 他人 金 同等

始皇帝 臣下 官 上→下

1814 東海道中膝栗毛発端 大家の女将 おちょま 店賃 上→下

1817
有情無常大千世界楽屋

探
鬼六 債主 香奠 同等

直助 親方 売り溜め金 下→上

直助 女 金 上→下

伊右衛門 女 櫛 同等

直助 お袖 櫛 同等

お袖 次郎吉 銭 上→下

孫兵 次郎吉 小銭 上→下

又之丞 次郎吉 菓子 上→下

お袖 長蔵 お代 同等

りき 小僧 饅頭 上→下

鳥雅 お民 着物 上→下

鳥雅 お民 菓子 上→下

1825 東海道四谷怪談

1837 春告鳥

1802-1808

駕籠かき 同等

1810-1813 浮世風呂

1813 浮世床

東海道中膝栗毛

駕籠かき
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４－３．待遇性の低下  

 以上の歴史的変遷を見ていくと、近世の例において、立場的に上の者が下の者へ

対象をヤルという例が多くなっていると思われる。  

 ちょうどこの時期はヤルが K の用法、すなわち動作名詞（問題事）を補語にとる

用法を獲得する時期と一致する。  

また、〈表 1〉に挙げた作品からわかることとして、代金を払う際にヤルが使われ

ていることが挙げられる。金銭を渡す例は、73 例中 31 例であり、割合としては 4

割程度である。金銭を与えるという行為は、基本的に目上の者から目下の者へ行な

われる行為であると思われる。  

授与ヤルの待遇性の低下には、ヤルが K の用法を獲得することと関連していると

考えられるのではないだろうか。K の用例は次のものである。  

 

（36）とかく花／＼゛しき諠誮をして、郭注を大きに騒動やらせねば、大勢混乱い

たしませぬ。           （けいせい伝受紙子 三之巻 1710） 

（37）初会のざしき、女郎、ぶいとの仕ぞこない。若い者ひつかぶり、旦那御免。

出ものはれ物所きらわずと、あたまをかけバ、客もさるものにて、ひつたも

のこいとの事か。コリヤ放屁をやり山と、一分はづめバ、ぶいてハない粋様

といたゞき、さあお床にいたしませうと出て行廊下（後略）（鹿の子餅 1772） 

（38）まおとこをしたとて大乱をやる故、隣の亭主聞かね、何事でござるといふて

来たれば、内ノてい主イヤ、かゝアめがあの男と密通しました（口拍子 1773） 

（39）弥次「きこへやした。そんならおめへは義経になつたお方とみへる よしつ

ね「そふでおざる。（中略）その時平とやらアしよびき出して、ぶつたゝけ

と、あにハア村中
むらぢう

の若
わか

いふと
人

たちが、楽屋
が く や

さアへ刎
はね

こんで、らんごく（乱暴

狼藉）をやるとおもひなさろ。（後略） （東海道中膝栗毛 四篇上 1805）  

 

 授与のヤルは現代語では同等以下の者に対して用いられる。本節では、この制限

がどのように生じたのかを課題とした。出現時期などを考慮すると、本動詞ヤルの

意味変化が要因であると考えられる。つまり、「やってはいけないことをやる」こと

を表わすのが K の用法である。このことが待遇性の低下をもたらしたと考えられる

のではないだろうか。  

結果として、わかったのは次のことである。  

１．『万葉集』では遠くから物を送ることを表していた。  

２．中古ではその距離から「文」を対象とすることが多くなったと考えられる。  

３．近世の例になると、「目上から目下へ」「同等」の関係でヤルが用いられること
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が大半になる。「目下から目上」の例も少ないながら存する。  

４．近世期に「目上から目下・同等に使われるようになった」という待遇性の低下

には K の用法が関連していると思われる。K の用法は問題事を名詞にとり、「や

ってはいけないことをやる」ことを表わす。このことが授与のヤルにも影響し、

「目上に対しては使いにくい」という待遇性の低下をもたらした。  

５．近世の例では約 4 割が金銭を与える場面で用いられている。金銭を与える行為

は目上から目下へ行われることが普通であり、ヤルの待遇性の低下を反映して

いる。  

 

５．近代における評価的感情を表わすヤルの出現 

５－１．先行研究  

〈表 1〉に分類した N の用法「ウマクヤル（ヤッタ）」という形式がある。  

近世後期（1800 年代）に出現した他者への評価を表わす例である。 

 

（1）新内ぶし「けふはとりわけいろ／＼と、いふ事きく事たんとある。その約束
やくそく

で

今朝
け さ

はやうツ。 そばにゐる男「ヱヽ畜生
ちくしやう

めヱ。新内
しんねへ

だナ。こてへられねへ。

鶴
つる

吉
きち

婆
ばあ

さんが出
で

たやうだ 「あの婆
ばあ

さんはうまくやるぜナア 「あれは鶴賀
つ る が

新

内の元祖
が ん そ

家元
いへもと

だとよ      （浮世風呂 4 編 巻之下 男湯之巻 1813） 

 

 （1）の例は話者が他人（鶴吉婆さん）の演技の評価を下している場面である。「他

者を評価する」という用法は、近代以降に出現した評価的感情を表わすヤルに影響

すると思われる。  

『明鏡国語辞典』（第二版）には、「⑨ある動作・行為をする。語法「やった、合

格だ／やったね！」など、遂行された行為を称賛して自動詞的にも使う。」と記述さ

れている。これらの評価的感情を表わすヤルについて、出現時期と意味用法、各用

法の関連を考察したいと思う。  

中本正智（1986）は、ヤルは意志的な行為に用いられるとする。さらに、「「やる」

は意志的にある事を行うという意味をもつ語であるとすれば、歓声をあげるときに

シタではしまらない」、「例えば合格発表のときなど、「一年間、努力してきた受験勉

強は苦難に満ちてはいるが、そこには強い意志が働いてきたのであり、その総仕上

げの結果がヤッタの中に込められている」としている。  

星野恵子（1998）でもスルとヤルが置き換えられない場合を挙げ、ヤル固有の用

法として「やった！」という例を挙げている。  

 それでは、この「ヤル」はどのように成立したのであろうか。  
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５－２．明治期以降の「うまくヤル・ヤッタ」「なかなかヤル」形式  

〈他人に対して用いる―タ形〉 

（2）「去年の大掃除の時だ。うちの亭主が石灰の袋を持って椽の下へ這い込んだら

御めえ大きないたちの野郎が面喰って飛び出したと思いねえ」「ふん」と感心

して見せる。「いたちってけども何鼠の少し大きいぐれえのものだ。こん畜生

って気で追っかけてとうとう泥溝の中へ追い込んだと思いねえ」「うまく遣っ

たね」と喝采してやる。     （夏目漱石「吾輩は猫である」1905-1906）  

（3）「あれで、森彦も自分の事業の方の話は何事もしない男ですが――」とお種は

お倉の話を遮った。  

「貴方の方に、郷里に、自分の旅舎じゃ……どうしてナカナカ骨が折れる。考

えてみると、よく彼もやったものです」  

「真実に、森彦さんには御気の毒で」    （島崎藤村「家」1910－1911） 

（4）『北海道長官を待遇がいかんと叱りつけたのは、つい、こないだのことであつ

たが、なア。』  

『敵も十分うまくやつたものだ。』  

『そりや、もう、前から計画してをつたのだらうから、なア。』  

（岩野泡鳴「憑き物」1920）  

（5）ああ、安田辰郎という人物は時間の天才だ、と三原は驚嘆した。三原は、笠井

主任の机に歩いてゆき、時刻表を見せていっさいを説明した。話しながらも

彼の声はまだたかぶってふるえていた。  

「やったね、君！」  

主任は聞きおわると、三原の顔を正面から直射するように見た。  

（松本清張「点と線」1957-1958）  

 

〈他人に対して用いる―ル形〉 

（6）自分で作った日露戦争前後の相場表だの、名古屋から取寄せている新聞だのを、

叔父に出して見せて、「叔父さんからも御話がよく有りますから、今度は私も

ウンと研究して見ます。下手に周章てない積りです。この通り、彼方の株の

高低にも毎日注意を払っています……『どうして、橋本は行るぜ、彼はナカ

ナカの者だぜ』――そう言って、是方の連中なぞは皆な私に眼を着けてる…

…」                  （島崎藤村「家」1910－1911）  

（7）「そう言えば、今度は飯田でもよっぽど平田の御門人に御礼を言っていい。君

達のお仲間もなかなかやる」  
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「平田門人もいくらか寿平次さんに認められた訳ですかね」  

（島崎藤村「夜明け前」1929-1935）  

（8）「ヒットラーか」と、徹吉は暗闇の中で、心の片隅で呟いた。  

「あの男はなかなかやる。ドイツも見事に復興したものだ」  

（北杜夫「楡家の人びと」1963）  

 

「なかなかヤル」という形式ではなく、ヤル単独で用いる場合は昭和期以降に出

現する。（9）では、「案外ヤル」という話者の意外な感情が示される。  

 

（9）「腰抜けや思うとったら、ちょっとちがうぜ。今度の長官、案外やるやないか」  

 というわけで、このころから次第に、山本五十六に対する認識を改めて行っ

たようである。                           （阿川弘之「山本五十六」1977）  

（10）クラブハウスから駐車場へ戻る途中でエディが言った。  

「ジュン、やるね」  

「スタミナは心配ないっていってるでしょ、エディさん」  

 内藤が調子よく言うと、エディが切り返した。（沢木耕太郎「一瞬の夏」1981）  

（11）純子は内心手を打って喜んだ。伸子さん、やるじゃないの！  

みんな、内心では気になっていながら、口に出して訊くことができなかった。 

（赤川次郎「女社長に乾杯！」1982）  

 

５－３．大正期以降の「ヤッタ」形式  

〈自分に対して用いる―タ形（実現済）〉 

（12）柿沼三次郎！おやッと私は目を瞠った。そして彼の族籍地を見直した。福島

県とあった。年齢を見直した。それにはどうしたものか、二十五歳としてあ

った。年齢は違うが、どうも出身地と云い、三次郎と云う特殊の名と云い、

同名異人とは思われなかった。学科目も、経済学生としてあった。私はすッ

と背中が寒くなる気がした。若し彼だとすれば、あの万年大学生の五百木だ

とすれば！やったな！と私は思った。何だか異常な感動が、私の胸を走った。  

（久米正雄「学生時代」1918）  

（13）合格と知ってとび上る者、大声をあげて叫び駈け出す者がいる。「やったやっ

た」と手を叩き「お医者」と歓声をあげる者がいる。（渡辺淳一「花埋み」1970）  

（14）ぼくはもうこのへんで失礼します、ということを告げた。「そうですか。では

頑張って下さい」と、彼女は言った。「ええ。あなたもね」と、ぼくは言った。

（中略）原田瑞枝が、おそらくあまりゆっくり電話で話をしていられないよ
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うな状況の中で、「何の用件ですか？」と一度も聞こうとしなかったことが、

ぼくはとにかく嬉しかったのだ。「よおし、やったぞ」と、ぼくはヘンテコな

声を出しながらそう思った。  （椎名誠「新橋烏森口青春篇」1985-1987）  

（15）ひとしきりの最終質問の出尽くした後で、軽く頭を下げると、全員が、それ

までの誰の講演の後でもみられなかったほどの盛大な拍手をしてくれた。  

私は、「やった」という嬉しさと、やっとこれで一人前に扱ってくれるだろう、

との思いに浸りながら、上気した顔のまま、うす暗い廊下に出た。  

（藤原正彦「若き数学者のアメリカ」1977）  

 

 （12）から（15）では、話者にとって困難な事を達成したときに用いられている。

この用法は、話者自身が困難な事を達成する場合以外にも用いられるようになって

いる。  

 

（16）「おい！やったぞ！」  

 荒井が突然大声を上げて飛び出して来た。  

「な、何よ、大声出して！」  

 気でも狂ったのか、と思った。  

「見ろ！当たったんだ！宝くじが当たった！この間、会社の奴から売りつけら

れたのが当たったんだ！」      （赤川次郎「女社長に乾杯！」1982） 

（17）（アルバイトが急に休みになって）「やった！今日、休みになった！」（作例） 

 

 （16）（17）は話者自身が困難な事を達成したことを表わすのではない。（16）は

「宝くじが当たる」という確率が低いことに対して、（17）は「急に休みになる」と

いうことに対して、話者の歓喜だけが表わされていると思われる。  

 この用法では、何かの事態が実現したことについて話者の感情が表わされるので

タ形のみ現れる。  

 

５－４．昭和期以降の「きっとヤル」「ヤルぞ」形式  

〈自分に対して用いる―ル形（未実現）〉 

（18）おれが文学に専心する時、おれも生き、女房や子どもも生きられるのだとい

うことが、どうしても、あいつにはわからないのだ。けれど、女房がなんと言

ったって、おれはやるぞ。この道がどんなに苦しくったって、おれはおれの道

を行くのだ。」              （山本有三「路傍の石」1937）  

（19）それは日本海側から太平洋側へ北アルプスを越えるたいへんな冒険だった。  
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「間もなく冬になる。そうしたらおれはきっとやる」彼は日本海に向っていっ

た。                   （新田次郎「孤高の人」1969） 

（20）学生として私は何をやるべきなのか。学校側が四四年度のプログラムを何に

も示していない以上、今授業料を払いこむことはない。中核なり、社学同のデ

モの隊列に加わった以上、それはその組織とのかかわりを意味する。留置場に

入るには独りでもできる。  

 やるぞお ぼかあ闘いますぞお          （高野悦子「二十歳の原点」1971）  

（21）さも忙しそうなポーズで受話器を耳に当てている先生の薄い肩に、西日が斜

めにさしている。  

 ・やるぞ見ておれ 口には出さず  

 そんな歌詞がふと頭にうかんで、しめた、と思った時、それがヒット曲の一

節だと気づいて、淋しくなった、と、その先生は私に語った事があった。  

（五木寛之「風に吹かれて」1972）  

（22）結局あらゆる状況を考えて、「すこし話を……」というのがもっとも重みと可

能性のあるヒトコトであるような気がした。  

 決行の日は彼女がやめるという最後の週の水曜日、ということにした。  

「よおしやるぞ。おれだってやるときはやるのだ」  

（椎名誠「新橋烏森口青春篇」1985-1987）  

 

 自分に対して、ル形で用いる場合、終助詞「ぞ」や、副詞「きっと」をともなう

ものが多い。この用法は「これから行う何か」を決意するものであるので、タ形は

あらわれず、ル形のみである。  

 

５－５．結論  

 評価的感情を表わすヤルは、まず、明治期に「うまくヤッタ」「よくヤッタ」とい

う〈他人に対して用いるヤッタ形〉が出現している。 

次に大正期に〈他人に対して用いるヤル形〉が出現する。「なかなかヤル」とい

う形式で用いられる例が早い。 

つまり「うまくヤッタ」「よくヤッタ」「なかなかヤル」などの形式を経て、「ヤ

ッタ」「ヤル」などの単独形式が出現するということになる。 

 また、〈自分に対して用いるヤッタ形〉が大正期に出現する。この場合は、話者が

考える困難な事を達成した場合に用いられる。実現済の事態に用いられるので使用

されるのはタ形のみである。この用法は、時代が進むにつれて困難な事を達成する

場合だけでなく、ただ話者が歓喜するだけの場合にも用いられるようになった。こ
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うして、現代語で用いられる「ヤッター」（歓喜の表現）が出現したことになる。 

 昭和期以降の〈自分に対して用いるヤル形〉は終助詞「ぞ」や副詞「きっと」を

伴って、話者の決意する様子で用いられる。 

 以上の用法を見ると、他者への評価から自己の評価、という流れが確認できる。  

 第 2 節「用法の展開」でヤルの変遷を見たとおり、近世後期から近代にかけての

ヤルは、「通常ではないこと」「一生懸命に行うこと」「困難なこと」を対象にしてい

た。主体が「通常ではないこと」「困難なこと」を行うことに対して、その他の者が

「うまくヤッタ・ヤル」と評価する用法が出現したと思われる。その評価対象が他

者だけでなく話者自身も可能となることで、評価的感情を表わすヤルが生じたのだ

と考えられる。  

 

６．ヤルの意味用法の史的展開 

 ヤルの歴史的変遷から、機能動詞という新たな用法を獲得する過程の考察を試み

た。その過程は大きくⅠからⅤの段階に分けられる。Ⅰでは「（人を）派遣する・行

かせる」「（物を）与える」などの対象である人や物の移動を表わしていた。Ⅱでは

抽象名詞を補語にとり「主体の思い通りに物事を進ませる」意を表わす。さらにⅢ

では人の振る舞い（行動）に対して用いられ、〈主体の態度・能力の表出〉を表わす。

Ⅳの段階になって動作名詞を補語にとり、スルと似た機能を獲得する。   

 現代語ヤルの研究ではヤルは意志的な動作に用いられるとされるのは、ヤルが「主

体の思い通りに物事を進める」意を持っていたことが要因であると考えられる。  

 また、こうした意味の拡大によって、ヤルの待遇性が中立からマイナス表現へ偏

ったと考えられる。さらに「ヤッター」など評価的表現に用いられるようになった

と思われる。  

 最後に「用法の展開」の調査文献を以下に示す。番号は〈表 1〉の文献番号と一

致している。  

 

1 万葉集 2 竹取物語 3 伊勢物語 4 落窪物語 5 宇津保物語 6 大和物語 7 枕草

子 8 源氏物語 9 堤中納言物語 10 更級日記 11 今昔物語集 12 方丈記 13 宇治

拾遺物語 14 建礼門院右京大夫集 15 保元物語 16 平治物語 17 十訓抄 18 延慶

本平家物語 19 とはずがたり 20 徒然草 21 太平記 22 史記抄 23 毛詩抄 24

日葡辞書 25 古文後抄 26 仁和寺本無門関抄 27 玉塵抄 28 エソポのハブラス 

29 天草版平家物語 30 虎明本狂言 31 戯言養気集 32 寒川入道筆記 33 昨日は今

日の物語 34 醒酔笑 35 昨日は今日の物語（整版九行本） 36 わらいくさ 37 百

物語 38 狂言記 39 かなめいし 40 理屈物語 41 私可多咄 42 狂歌咄 43 一休諸
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国物語 44 竹斎はなし 45 捷解新語 46 秋の世の友 47 宇喜蔵主古今咄揃 48 当

世軽口咄揃 49 軽口大わらひ 50 杉楊枝 51 囃物語 52 当世口まね笑 53 当世手

打笑 54 好色一代男 55 鹿野武左衛門口伝はなし 56 世継曾我 57 当世はなしの

本 58 鹿の巻筆 59 好色五人女 60 好色一代女 61 新竹斎 62 籠耳 63 二休咄

64 軽口ひやう金房 65 枝珊瑚珠 66 軽口露がはなし 67 せみ丸 68 遊小僧 69

露新軽口はなし 70 諸国落首咄 71 初音草噺大鑑 72 けいせい色三味線 73 軽口

御前男 74 曽根崎心中 75 露休置土産 76 丹波与作待夜の小室節 77 けいせい伝

紙子 78 百合若大臣野守鏡 79 碁盤太平記 80 今宮の心中 81 大職冠 82 天神記 

83 世間娘気質 84 双子隅田川 85 後太平記四十八巻目津国女夫池 86 女殺油地獄 

87 信州川中島合戦 88 心中宵庚申 89 関八州繋馬 90 軽口機嫌囊 91 軽口笑布袋 

92 跖婦人伝 93 古今奇談英草紙 94 当世下手談義 95 遊子方言 96 当世穴さがし 

97 口拍子 98 仕形噺 99 富来話有智 100 甲駅新話 101 啌多雁取帳 102 成仙玉

一口玄談 103古契三娼 104傾城買四十八手 105繁千話 106傾城買二筋道 107

東海道中膝栗毛 108 戯場粋言幕の外 109 酩酊気質 110 浮世風呂 111 道中膝栗

毛発端 112 有情無常大千世界楽屋探 113 浮世床 114 風月花情春告鳥 115 東海

道四谷怪談 116 浮雲 117 舞姫 118 うたかたの記 119 星 120 たき火 121 源叔

父 122 おとづれ 123 金色夜叉 124 鹿狩 125 河霧 126 糸くず 127 忘れえぬ

人々 128 わかれ 129 郊外 130 置土産 131 死 132 初孫 133 遺言 134 牛肉と

馬鈴薯 135 巡査 136 富岡先生 137 酒中日記 138 重右衛門の最後 139 少年の

悲哀 140 空知川の岸辺 141 運命論者 142 春の鳥 143 倫敦塔 144 薤露行 145

幻影の盾 146 琴のそら音 147 一夜 148 カーライル博物館 149 其面影 150 草

枕 151 二百十日 152 坊っちゃん 153 吾輩は猫である 154 趣味の遺伝 155 号

外 156 疲労  
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第２章 ヤルの機能動詞化 

 

１．はじめに 

 「ヤルの意味・用法の展開」では、ヤルの意味用法の歴史的変遷を記述した。ヤ

ルの歴史的変遷の中でさまざまな用法を出現させている。その中でも動作名詞を補

語にとるようになり、スルと似た用法を獲得することは注目するべき点である。  

 本章では、まず、ヤルの意味用法が 1600 年代以降、どのように展開しているかを

記述する。そして、次第にスルのように動詞自体の意味を希薄化させたことを示す。  

 

２．先行研究 

２－１．スルとヤルに関する研究 

 ヤルがスルと似た用法を持つことは先行研究で指摘されている。先行研究では次

のように述べられている。 

森田良行（1989）では、「～をヤル」の文型では、「ヲ」格に立つ語は行為を表

す名詞で「会議をやる」「商売をやる」「ゴルフをやる」「マニキュアをやる」等、意

志的な動作・行為によって成立する状況に限られると指摘した。また、スルとの相

違について「「する」の場合に可能な無意志的な動作や、状態性の名詞は「やる」で

受けることはできない。したがって、「息をする」「あくびをする」「赤い顔をする」

「青い目をした…」などは「やる」に置き換えることができない。」と指摘した。  

神田靖子（1987）では、スルとヤルが置き換えられる場合には、「「やる」は動

作性が強くその動作を行う意志が感じられる」と指摘した。  

中本正智（1986）は、スルとヤルが類義の関係を結ぶのは、ある事を行う意の場

合に限られているが、無意志的な場合（「テレビを見すぎて居眠りをする」「くしゃ

みをする」）では、ヤルが使用不可であることを指摘した。「する」は行為や変化、

そして基準による判断や状態など、広い意味領域に用いられる。それに対し、「や

る」は、「する」と類義の関係を結ぶときには行為だけに限って用いられ、しかも

その行為は意志的なものに用いられる。  

以上、森田（1989）、神田（1987）、中本（1986）では、スルとヤルが置き換えら

れる場合にヤルは意志的な行為に限って用いることができるとされていることがわ

かる。  

大塚望（1999）は、生理・病理現象を中心にスルとヤルのヲ格名詞の違いを明ら

かにした。結果として、スルは自動詞・他動詞として使われること（めまいがする・

くしゃみをする）、「A ガ C ヲする」文型では、生理現象・外傷の表現で使われ（赤
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ちゃんがげっぷをする・父が捻挫をする）、名詞の意味的特徴として「日常性」「頻

発性」があることを示した。  

一方で、ヤルは他動詞のみで用いられ、「A ガ C ヲやる」文型では病理現象の表

現で使われており（子供がはしかをやる・祖父が腰をやった）、名詞の意味的特徴と

して「（病の）治癒性」「病歴」及び身体部位であり、「非日常性」「一回性」である

ことを指摘した。  

 また、大塚望（2002）では、非動作性名詞に接続するスルとヤルについて考察し、

スルは機能動詞として働き、ヤルは機能動詞から実質動詞まで広い用法をもつこと

を指摘している。具体的には、ヤルが実質動詞として働くのはヲ格名詞に「人・動

物」（安田をやる、鶏をやる）をとる場合である。ヤルの機能動詞としての用法は「遊

技・スポーツ」（馬ごっこをやる、ダンスをやる、麻雀をやる）「趣味・習い事」（声

楽をやる、博士課程をやる）「映画・演劇・放送番組」（今度映画をやります）など

がヲ格名詞となる場合である。  

 しかし、ヤルには単独で用いることができない（＝機能動詞）が、実質的意味が

あると考えられる用法がある（実質動詞よりの機能動詞）。それは、名詞に「嗜好品」

（煙草をやる）「映画・演劇・放送番組」（四季劇場で『ハムレット』をやる）「役割」

（ピッチャーをやる）「行事」（コンクールをやる）「生業」（スナックをやる、医者

をやる）をとる場合であると結論づけた。  

 

 以上のように、先行研究では、スルとヤルの相違について論じられているものが

多い。スルとヤルの相違は意志的な動作に用いられるかどうかに注目されているこ

とがわかる。  

 

２－２．機能動詞に関する研究 

機能動詞に関しては村木新次郎（1991）で幅広く考察されている。具体的には以

下の例が挙げられている。  

 

（1a）太郎は 花子を さそった。  

（1b）太郎は 花子に さそいを かけた。  

 

a と b は、形式は異なるが、同じ意味を表わす。ａの文は「さそう」という動詞

で示されている。それに対して b の文は「さそい」など広い意味での動作性（行為・

過程・状態・現象）の名詞で表現されている。これらの動作性名詞と組み合わさる

動詞「かける」「とる」「いれる」「する」は実質的な意味が希薄になっており、述語
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形式をつくるための文法的な機能をはたしているという。そしてこれらの実質的な

意味が希薄になった動詞を機能動詞とよび、「程度の差はあるとしても、意味論上の

任務から解放され、単語よりも大きな単位であるシンタグマを構成するための形式

的、文法的な役目をになっている」と述べている。  

 また、村木（1991）では、スルは典型的な機能動詞とされていた。大塚望（2007）

ではスルの機能動詞の用法に着目し、以下のことを指摘した。  

スルは語結合が強く、語順の交替を許さないものが多い（息子を医者にする→*

医者に息子をする）。とくに顕著に現れるのが漢語や外来語と結びつくサ変動詞と呼

ばれるものである。サ変動詞は語と語が結合して形成された複合語であり、語結合

の強さによって一語相当の振る舞いをする。ほかに「擬態語＋する」「副詞＋する」

「形容詞＋する」「形容動詞＋する」も一語相当と考えられ、これらすべては一語と

して振舞う機能性の動詞と捉えるべきであるとする。  

 一方で、一語相当との振舞いはなくても、その語結合が他の動詞一語に相当する

ものがある（子供が歌手の真似をする。→子供が歌手を真似る）。また「～にする」

の中にも動詞一語と置き換えられるものがある（頼りにする→頼る）。  

 次に「する」文には意味的・構文的な観点から形容詞文と共通する特徴をもつも

のがあるとする。意味的な類似性が認められる最も顕著な例は形容詞一語と置き換

えられる例（胃がキリキリする→胃が痛い）である。「語＋する」は一つの述語とし

て機能し、「感じ、味、音がする」「擬態語する」「形容詞している」は形容詞との類

似性が大きく、動詞「する」は名詞性、擬態語、形容詞に形容詞述語の特徴を与え

る機能的な動詞であるという。  

 「する」全てが機能性を強く示す動詞であり、動詞の中でも状態動詞、動作動詞、

変化動詞、感情感覚動詞など様々な姿を示しうるものである。その機能性、意味、

用法の広がりからみて多様な動詞であると言えると結論づける。  

 

３．ヤルの意味用法について 

 本節ではヤルの歴史的展開を記述していく。具体的には①ヤルがどのような文型

や補語をとり、②文型や補語によってどのような意味を表していたのかを記述する。 

 

３－１．ヤルの展開 

ヤルの補語を調査していくと、前代の用法を受け継ぐとともに語彙的なまとまり

をともなって新たな補語が出現することがわかった。具体的に示すと、中古には「こ

の車、車、檳榔毛、御車」をヤル、のように「車」を補語にする例が出現する。中

世後期には「理、番かへ、かへ、次第、類、はか、義理」をヤル、のように段階を
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ふんだ抽象的な進行の概念が、それぞれ新たに出現する。  

上代から近代までの補語の変化を年代と語種の観点を加えると次の〈表 1〉のよ

うになる。  

 

〈表 1〉ヤルの補語の変化  

 

 

３－２．ヤルの各段階における実質的な意味 

 次に、具体例を見ながら、ヤルの意味を考察する。〈表 1〉からわかるように A か

ら E の用法は具体名詞を補語にとり、対象の移動を表わす。F は E の「（車を）進

ませる意から出現した「（物事を）進ませる」意を表わす。H 以降、物事ではなく、

出現した年代 補語の具体例

A 700～
我が背子、我が背な、我子、使ひ、君、濡れ衣、手巻の玉、初

花、梅の花、黄葉、つと

B 700～ 使ひ、間使ひ、家づと、言伝て、文、歌

C 700～ 片思、心、思ひ

D 700～ 宮に行く児、わが人、かぐや姫、人、君、侍ども、せな

E 900～ この車、車、檳榔毛、御車、女房車、牛、船、駕籠、輿

漢語サ変動詞語幹 次第、類

動詞連用形 番かへ、かへ、はか

その他 理、義理

（くわつと）物の理の滞つてある（こと）、（すいと・ぶんと）

放屁、（つけざしを）ずつと、（手を帯際へ）ずつと、（句の説
明を）ずんずん、（重右衛門を）ぐっと

G 1600～ 失言、高いびき、髪を剃ること

H 1600～ 味、贅（盛）、花、おつ、無慈悲、わるい推

I 1600～ 小室節、（一）盃、（一）杯、俳諧、創作

J 1700～
小便で、年号で、理屈で、軍法で、鉦斗で、車輪で（演技す

る）、京談で、狐拳で、拍子で、能掛で、純粋の大阪弁で

漢語サ変動詞語幹

騒動、小便、入水、乱飛乱外、攻撃、豪興、大狼狽、大失敗、世

話、とんでもない勧誘、酷評、稽古、無言の問答、下品な委託販

売、小細工、失策

動詞連用形
大騒ぎ、隠飲み、遊び、遠吠え、占い、品定め、立飲み、剛健党

の仲間入り、（体の）流しくら、悪戯、含嗽、無駄死、回れ右

その他
つかいの帰りがおそいこと、お願いすること、風呂の底、侍るだ
らけの文章、無慈悲、剃刀、鉄炮腹、水車、甕の中でふちをひっ

かくこと

L 1700～

色科、小笠原（行儀作法）、声色、梶原源太（役者名）、芸能、

ゑど役者、琴三線鼓弓、宮芝居の女形、浪花節、こんな職、歌の

文句、俳句、ハイカラ、合奏会、近松の心中物、大会

M 1800～

いいぐさ（でたらめに）、出産準備（こっそりと）、むやみ、高

利貸、女を成敗、禁止されていること、枝移り、唱歌、殺人、苦

沙弥（無遠慮に）、何年何月何日（ずっと言う様子）、村鍛冶、
嫌なもの、そんな事、無分別、江戸に残ると云う取り計

N 1800～ 演じること、たくらみ、老先生を甘く説くこと、誤魔化し

O 1900～ 間（人名）、人、前任者

P 1900～ 鰻擬、茶碗酒、煙草、酒、柿

Q 1900～

やる所までやる、一人でもやる、極端まで行る、喧嘩を相撲取と

でもやる、餅の魔が落るまでやる、何でも（一心不乱に）、一心
専念に、雑貨商（盛大に）、何か（一生懸命に）、催し（賑やか

に）、朗読会、運動

R 1900～ 学校、志願兵、授業、開校式、消極論、柔術

S 1900～ 天然痘

デモ／マデ＋ヤル
一生懸命ニ＋ヤル

活動（授業など）

病気（ヤラレル形式）

手段・方法

動作名詞（芸ごと・遊びごと）

活動（行為が問題事）

ウマクヤル（タ）

人（被害・ヤラレル形式）

飲食（嗜好品）

補語の内容

具体名詞（二項）

具体名詞（一項）

心・思い（一項）

人（一項）

車（＋様子）

F 1400～

1700～K

名詞（道筋）

動作名詞（問題

事）

進行の様子

迷惑行為（ヤラル・ヤラレル形式）

名詞（粋・通）

数量詞（一）＋遊びごと・嗜好品
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人の振舞いに関してヤルが用いられるようになった。具体的に H 以降の意味用法を

記述していく。  

 H の文型は 1600 年代後半に出現した。  

 

（1）しばらく耳にあかず、あまたの男の中を押しわけ、団扇かざして詠
なが

めけるに、

闇にても人はかしこく、老いたる姿をかづかず、白き帷子に黒き帯のむすびめ

を当風にあぢはやれども           （好色五人女 巻 2 1686） 

（2）其時の若男、六原流とて是をまなびぬ。よく内証知りしもののいへるは、「宗

州も今大臣顔したまへ共、あれはもと清水坂の傘張の息子なり。いらざる盛を

やつて無用の奢、追付内証は、ない大臣となつて、つゐには八島の破れ口にあ

はるべし」。            （けいせい色三味線 大坂之巻 1701）  

（3）それは女郎の本〆
もとじめ

をして世をわたらるゝ親方のふ了簡なり。おなじつき出し女

郎にても、我が身はいにしへ陸奥
みちのく

とて全盛
ぜんせい

をやりし太夫 職
しよく

。縁
ゑん

と金
かね

とにした

がひて一度武士
ぶ し

の妻
さい

となり、はからずも夫
おつと

の牢人
らうにん

。（後略）  

（けいせい伝受紙子 二之巻 1710）  

  

以上の「味」「盛」「全盛」の他に「花」「品」などがある。これらは抽象名詞で

あり、動作性を持たない。前代に出現している「理」「次第」「類」の抽象名詞も動

作性を持たない。したがって、動作性を持たない抽象名詞という点において前代と

共通するが、「味」「盛」「花」「品」などの名詞は、ヤルによって「おし進められる

名詞」ではない点において異なる。「理」「次第」「類」は「物事・事柄」を述べる際

に用いられた。「味」「盛」「花」「品」は、「物事」ではなく、「主体の振る舞い・態

度」を述べる際に用いられている。よって、「人の振る舞い・態度・行動」などにつ

いてヤルが用いられるようになったと言える。  

「味」「盛」「花」「品」で示される振る舞いや態度などは、人に対して用いられ

るため、ヤルは「（その振る舞い・態度を）表に出す（表出する）」ことを表わす。

この文型でのヤルの実質的な意味は、「主体の思い通りに態度・能力を表出する」で

ある。  

次に、「動作名詞＋ヤル」文型が 1700 年代以降に出現している。  

 

（4）とかく花／＼゛しき諠誮をして、郭注を大きに騒動やらせねば、大勢混乱いた

しませぬ。            （けいせい伝受紙子 三之巻 1710）  

（5）まおとこをしたとて大乱をやる故、隣の亭主聞かね、何事でござるといふて来

たれば、内ノてい主イヤ、かゝアめがあの男と密通しました（口拍子 1773）  
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（6）北八「ソリヤしれやせん。桑名のわたしでも、此人が船の中で小便して、大さ

はぎをやりやした。         （東海道中膝栗毛 6 篇上 1807）  

 

 前段階は〈主体の態度・能力の表出〉であり、「人の振る舞い」に対してヤルが用

いられた。（4）（5）（6）を見てみると、〈主体の態度・能力の表出〉と同様に、ヤル

は人の振る舞いに対して用いられている。しかし、「騒動」「大乱」「大騒ぎ」は、漢

語サ変動詞語幹、動詞連用形名詞であり、いわゆる動作名詞である。「騒動やる」「大

乱をやる」「大騒ぎをやる」では、実質的意味を動作名詞「騒動」「大乱」「大騒ぎ」

が担っており、ヤルの実質的意味は取り出しにくい。動作名詞を補語にとることか

ら、この段階になって、ヤルは機能動詞としての用法を出現させたと考えられる。

上記例のほかに「乱飛乱外」などがあり、いずれも問題事を表わす名詞に偏りがあ

る。したがって、動作名詞を補語にとるといっても、問題事を表わす動作名詞とい

う制限があったことを示している。  

問題事を表わす名詞を補語にとるという制限は 1800 年代になると消滅する。  

 

（7）【トそでをひかれてきた八すこしうかれがきて】「いかさま、見物が多いとはり

やいがある まゝよ源太におれがならふ。そのかはり、いひぐさは出たらめ

にやるがいゝか           （東海道中膝栗毛 7 篇下 1808）  

（8）弥次「ヱヽそいつはこまつたものだ。コレ／＼きた八、手めへ子を産女の手伝

をした事はねへか 北八「ナニとんだことを。（略） 弥次「イヤ／＼ちつと

訳があつて、隣へもさたなしに、こつそりとやりてへ。  

（東海道中膝栗毛発端 1814）  

（9）作「（略）ハツト思ふて能うみたれば、ゑらふ綿の入た錦の夜着がナ、蒲団の

裾の方に有たはい。私又わるい推を遣てナ、娼妓の衣装を積だのぢやと思ふ

たはいのハヽヽヽヽヽ       （柳髪新話浮世床 初編巻之中 1813） 

 

（7）から（9）の例では、「いひぐさ」「子を産女の手伝」「推」が対象となるが、

それぞれ「出たらめに」「こつそりと」「わるい」が示され、動作の仕方に問題があ

ることがわかる。補語の「いひぐさ」などには問題事は表わされない。よって、問

題事を表わす名詞を補語にとるという制限から解放されたと考えることができる。  

こうした制限がなくなり、1900 年代に入ると、活動を表わす名詞を補語にとるよ

うになる。  

 

（10）当人にもう一遍学校を遣りたい希望が有るンだそうだから、学校へでも通わ
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せて置くなんぞはどうだというのだ。    （二葉亭四迷 其面影 1906）  

（11）「（略）授業はやります、一晩位寐なくって、授業が出来ない位なら、頂戴し

た月給を学校の方へ割戻します」     （夏目漱石 坊っちゃん 1906）  

（12）おれは序でだから、君の腕は強そうだな柔術でもやるかと聞いてみた。  

（夏目漱石 坊っちゃん 1906）  

 

 活動の内容は「学校」「授業」「柔術」のほかに「志願兵」「消極論」などがある。

いずれも「身を入れてがんばること」という点で共通している名詞である。  

 最後に、「動作名詞＋ヤル」という文型をとらずに抽象的な事柄を述べる用法を見

ていく。1900 年代に出現する。  

 

（13）昨日も恰度そんな事を考えながら歩いて、つまる処がペンキの看板かきにな

ろうが稲荷や八幡様の奉納絵を画こうが関わない、やる処までやると決心し

たからには、                （国木田独歩 郊外 1900）  

（14）僕はその時大に反対した、君止すなら止せ、僕は一人でもやると力味んだ。  

（国木田独歩 牛肉と馬鈴薯 1901）  

（15）勿論これは君の性分にも依るだろう、併しそれは何方でも宜い、兎も角一心

専念にやって居るという事が僕は君の今日成功して居る所以だと信ずる  

（国木田独歩 郊外 1900）  

（16）六百円を三に割って一年に二百円ずつ使えば三年間は勉強が出来る。三年間

一生懸命にやれば何か出来る。      （夏目漱石 坊っちゃん 1906）  

  

（13）から（16）は「～マデ／デモ＋ヤル」「一生懸命ニ＋ヤル」という文型で、

対象を表わすヲ格をとらない。機能動詞の用法であれば、動詞自体の実質的な意味

は取り出しにくいため、結合する動作名詞に実質的な意味があるはずである。した

がって（13）から（16）の〈抽象的事柄を述べる〉という用法は、機能動詞の用法

とは異なるということになる。  

 以上のようにヤルの意味用法の変化を具体例によって見ていくと、〈表 1〉で分類

した文型をさらにまとめることができる。また、その段階は〈表 2〉のように 5 段

階に分けることができる。  
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〈表 2〉ヤルの文型と用法  

 

 

４．機能動詞のタイプ 

４－１．格形式からの分類 

 村木（1991）に挙げられている機能動詞を格形式によって分類すると次のように

なる。  

 

ガ格をとる動詞 ＝以下「オキル型」と呼ぶ 

故障が／変化が／混迷が 起きる  

影響が／遅れが／乱れが 出る  

変化が／反応が／発火が 起こる  など  

 

ヲ格をとる動詞 ＝以下「アツメル型」と呼ぶ 

注目を／期待を／憎悪を 集める  

絶賛を／注目を／批判を あびる  

取り調べを／注意を／指摘を 受ける  

評価を／支持を／理解を 得る  など  

 

ニ格をとる動詞 ＝以下「アウ型」と呼ぶ 

反対に／抵抗に／攻撃に あう  

期待に／おもてなしに／恩恵に あずかる  

指導に／消火に あたる  など  

 

ヲ格とニ格をとる動詞 ＝以下「オワル型」と呼ぶ 

会議を／失敗に 終わる  

苦労を／審議に かける  

 

段階 時期 文型 補語

Ⅰ〈対象の移動〉 上代以降 A、B、C、D、E 人、物、心、車など

Ⅱ〈物事の進行〉 中世後期 F、N 理、次第、番かへなど

内から外への
移動

Ⅲ〈主体の態度・能力の表出〉 近世初・中期 H、I、J 味、花、芸能事など

動き・状態変
化無し

Ⅴ〈抽象的事柄を述べる〉 近代以降 Q、R
やるところまでやる、一心不
乱にやるなど

騒動、大乱、大騒ぎ
食べ物、酒・煙草（嗜好品）
など

Ⅳ〈行為を表わす〉 近世中期以降 K、L、M、P

動詞の意味

移動有り

移動無し

動き・状態変
化有り

起点・方向の
移動
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ガ格とヲ格をとる動詞 ＝以下「生ジル型」と呼ぶ 

変容が（を）／くるいが（を） 生じる  

 

ガ格をとる動詞、ヲ格をとる動詞、ニ格をとる動詞は、それぞれとる格が決まっ

ており、他の格をとらない動詞である。ヲ格とニ格をとる動詞に分けたものは補語

によって格が決まる動詞である。ガ格とヲ格をとる動詞に分けたものは同じ補語を

とり、ガ格とヲ格の両方をとることができる動詞である。  

以上の動詞をそれぞれ、一つの格をとる動詞群をオキル型、補語によってとる格

が決まる動詞群をオワル型、同じ補語で二つの格をとることができる動詞群を生ジ

ル型、と呼ぶことにする。また、ヲ格のみをとる動詞群をアツメル型としておく。  

一方でスルの格形式を見てみると、以下のように様々な形式をとることが可能で

あることがわかる。  

 

（a）主格名詞＋スル  

  稲光が／夕焼けが／においが／響きが／声が／味が／ する  

  感じが／気疲れが／胸騒ぎが／息切れが／耳鳴りが／ する  

（b）対格（ヲ格）の名詞＋スル  

  まねを／釣りを／料理を／準備を／サービスを／ する  

まばたきを／咳を／くしゃみを／けがを／やけどを／ する  

マスクを／エプロンを／たすきを／手袋を／覆面を／ する  

テニスを／ゴルフを／トランプを／麻雀を／ する  

貧乏を／無理を／ する  

教師を／通訳を／芸人を／ホステスを／ガイドを／ する  

（c）与格（ニ格）の名詞＋スル  

人任せに／折半に／からに／横に／黄色に／あてに／ する  

（d）与格／共同格（ト格）の名詞＋スル  

おわりに／根拠に／目的に／問題に／ する  

おわりと／根拠と／目的と／問題と／ する  

（e）名格の名詞（格の接辞をもたない名詞）＋スル  

一万円も／数年／ する  

 

 格形式の観点からみると、機能動詞と呼ばれる動詞は補語を 1 つとるオキル型、

アツメル型、アウ型、補語を 2 つとるオワル型、生ジル型、5 種類の格形式を持つ

スル型というように 6 つに分けることが可能である。  
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４－２．補語の内容から 

 機能動詞がとる補語の内容から考察してみる。オキル型、アツメル型、アウ型、

オワル型、生ジル型のとる補語は、漢語サ変動詞語幹、動詞連用形名詞である。  

 

（17）故障が／変化が／混迷が 起きる  

   注目を／期待を／信頼を 集める  

   反対に／抵抗に／袋だたきに あう  

（18）会議を／失敗に 終わる  

（19）くるいが／くるいを 生じる  

 

 一方、スルのとる補語は、漢語サ変動詞語幹、動詞連用形名詞、現象を表わす名

詞以外にも非動作性の名詞がある。以下、非動作性の名詞を補語にとる形式の例を

挙げる。  

 

（20）マスクを／エプロンを／たすきを／手袋を／覆面を／ する  

テニスを／ゴルフを／トランプを／麻雀を／ する  

教師を／通訳を／芸人を／ホステスを／ガイドを／ する  

一万円も／数年／ する  

 

 「マスク」「トランプ」「教師」「一万円」などは非動作性の名詞である。  

 以上のように、動詞がとる補語の動作性の有無によって、2 つのタイプが見られ

る。とる補語に動作性があるかどうかは次の４－３．にも関わってくる。  

 

４－３．動詞自体の意味 

 オキル型、アツメル型、アウ型、オワル型、生ジル型の補語が動作名詞ではない

ときには、これらの動詞は実質動詞として用いられる。例えば「集める」であれば

「切手を集める」というとき、「切手」は非動作名詞であり、「（切手を）一つのとこ

ろへ寄せる」という意味が取り出せる。機能動詞として働く場合にも「注目を集め

る」のとき、「（人々の関心を）一つのところへ寄せる」という意味であり、「何かを

一つのところへ寄せる」という実質的意味が残っていると考えられる。  

 もとの動詞の意味が残っていることは、ほかの動詞にも共通する。「入る」という

動詞の場合「プールに入る」と「会議に入る」では、開始のアスペクトを持つ点に

おいて共通しており、「入る」の実質的意味が残っていると考えられる。  
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しかし、スルは非動作性の名詞をとるとき、例えば「教師をする」であってもス

ル自体の意味を取り出すことが困難であると思われる。よって、スルはもともと動

詞の意味が希薄であり、何らかの名詞と結合しなければ用いられにくいと思われる。 

以上、動詞自体の実質的意味の有無から見ると、「機能動詞」と呼ばれるものは

大きく 2 つのタイプに分けられることがわかる。1 つは動作名詞を補語にとっても

もとの動詞の意味を保持しているものである。もう 1 つは、補語に動作名詞をとっ

ても非動作名詞をとってももとの動詞の意味が希薄であるものである。  

 補語の面からみると、動詞連用形→漢語サ変動詞語幹→現象を表わす名詞→非動

作名詞（意図有り）→非動作名詞（意図無し）という順で動作性が弱くなっていく。  

 また、動詞の面からみると、アツメル型・オキル型・オワル型・生ジル型→スル

型の順に元の動詞の意味を保持していることになる。  

 

５．ヤルの機能動詞化について 

 以上をまとめると、いわゆる「機能動詞」と呼ばれるものは、以下のようになっ

ているということになる。  

 

〈表 3〉機能動詞の種類  

 

 

 さて、ヤルはヲ格のみをとるので、ヲ格をとる動詞群「アツメル型」と、ヲ格を

とるスル型を取り上げて考えてみると、以下の図のようになる。  

動詞連用形 漢語サ変語幹
現象を表わ
す名詞

意図性有り 意図性無し

アツメル型 ～ヲ 怒りをかう 反発をかう

オキル型 ～ガ 遅れがでる 影響がでる

オワル型 ～ヲ／ニ 失敗に終わる

生ジル型 ～ガ／ニ
狂いが（を）
生じる

変容が（を）生
じる

～ヲ 釣りをする 料理をする 教師をする
くしゃみをす
る

～ガ においがする 予感がする 稲光がする 声がする

～ニ あてにする 折半にする 相手にする 目にする

～ト 終わりとする 根拠とする

～φ 料理する 一万円もする

動作名詞 非動作名詞

スル型
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〈図 1〉アツメル型とスル型の動詞の意味の希薄性と補語の動作性  

 

 

 〈図 1〉は上に行くほど補語の動作性が強く、同時に動詞の意味の希薄性は弱い。

下に行くほど補語の動作性が弱く、同時に動詞の意味の希薄性は強い。  

 （図 1）と〈表 1〉を合わせて考察してみると、次のようになる。  

 

〈図 2〉ヤルの意味の希薄性と補語の動作性  

 

  

〈図 2〉を見ると以下のことが指摘できる。1400 年代に出現した F の「抽象名詞

＋ヤル」という文型で、抽象名詞の「番かへ」「次第」を補語にとるとき、ヤルの「（対

象を）おし進める」という動詞自体の意味が強い。また、H の「主体の態度を表出

させる」という用法も「味」「贅」などにおいて、ヤルの「（内から外へ）表出させ

る」という動詞自体の意味が強い。  

1700 年代に出現した K の「動作名詞（問題事）＋ヤル」では、「大騒ぎ」「騒動」

などの名詞が動作性を強く持っており、ヤルの動詞自体の意味は希薄化していると

考えられる。よって、K の動作名詞に接続するヤルはスル型の特徴を有しているこ

とになる。また、ヤル動詞連用形や漢語サ変動詞語幹ではない名詞をとる場合もあ

る。「酒」や「たばこ」などは名詞自体に動作性はないので、補語の動作性は弱い。

また「酒」や「たばこ」に接続するヤルは、もとの動詞の意味（ヤルが持っていた

「おし進める」や「表出」などの意味）が弱い。したがって、スル型の特徴を有し

ていると考えられる。  

動詞の意味の希薄化 補語の種類 動詞の意味 動詞 補語の動作性

動詞連用形

漢語サ変動詞語幹

動詞連用形

漢語サ変動詞語幹

動作名詞（意図有り）

動作名詞（意図無し）

アツメル型元の意味有り

スル型

元の意味有り

元の意味無し

強

弱

弱

強

動詞の意味の希薄化 補語の種類 動詞の意味 ヤルの分類 動詞 補語の動作性

F　番かへ、かへ、はか

F　次第、類

H　味、贅、花、おつ

動詞連用形
K　大騒ぎ、陰飲み、遊び、占い
など

漢語サ変動詞語幹 K　騒動、入水、大乱、攻撃　など

動作名詞（意図有り） M　いいぐさ、出産準備　など

動作名詞（意図無し） P　酒、たばこ　など

アツメル型元の意味有り

スル型

元の意味有り

元の意味無し

抽象名詞

強

無 無

強

弱
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 本節では、①格形式、②補語の内容、③動詞の実質的意味の 3 つの観点からいわ

ゆる機能動詞と呼ばれる動詞のタイプを分類した。  

結果としては、ヤルは 1700 年代からはスル型の特徴を獲得したが、それでも補

語に問題事という制限を持つ。次第に補語の範囲を拡大させたが、「くしゃみをやる」

のような無意図的な補語を獲得するまでには至っていない。いまだ完全にスルと重

なったとは言えない状況であると考えられる。  

 

  



94 

 

第３章 テヤルの意味・用法の展開 

 

１．はじめに 

 現代語のテヤルには、（1）のように話し手の対象（相手）への恩恵を表わすとさ

れる用法がある。  

 

（1）墓まいりのあとで、うまい京料理を御馳走してやるから、そのつもりで昼めし

を食べておけと父は言いました。          （宮本輝 錦繍 1982） 

 

（1）の例では、「話者の父親が話者にうまい京料理をご馳走する」という行為が

ある。テヤルは、父親の「ご馳走する」という行為そのものを話者が受け取ること

を表すと思われる。そして「ご馳走する」行為は受け手である話者にとって利益が

あることである。したがって（1）の例では恩恵が表されていることがわかる。  

補助動詞として記述されているテヤルについては、辞書の記述では、次のような

意味であるとされている。  

 

四〔補動〕《動詞の連用形＋接続助詞「て［で］」の形に付いて》①同等以下の人

などのために何かをする意を表す。「娘に本を読んで―」「話を聞くだけは聞いて

―」「君に一杯おごって―・ろう」「彼を励まして―・ってください」⇔（…て）

もらう 表現主体と話し手が一致する場合は、ぞんざいな言い方となることが多

い。近年、その語感が嫌われ、丁寧な言い方である「上げる」にとってかわられ

る傾向にある。より敬意の度合いの高い言い方に「…て差し上げる」がある。  

②強い意志をもって、相手に悪い影響の及ぶ行為をする意を表す。「殴って―」「い

つか思い知らせて―」 可能やれる  （『明鏡国語辞典 第二版』大修館書店）  

 

『明鏡』には記述されていないが、「（目標である大学に）絶対合格してやる！」

や「死んでやる！」という表現もある。これらの表現は上記のような「相手のため

に何かをする」「相手に悪い影響の及ぶ行為をする」という意味では解釈が難しいよ

うに思われる。なぜなら「合格してやる」は『明鏡』の①②に記述されているよう

な「相手」を必要としないからである。また「死んでやる」についても「死ぬ」と

いう行為は自分自身に影響する行為であって、「殴ってやる」という相手に直接に影

響する行為ではないので、「悪い影響」というようにまとめるのではなく、これらは

分けるべきであると思われる。  
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以上のような補助動詞テヤルの現代語における意味・用法が出現した過程を明ら

かにし、各用法の関係や出現理由などを考察することでテヤルの全体像が見えてく

ると思われる。また、補助動詞テヤルと本動詞ヤルとの関わりについても述べる。  

 

２．歴史的観点からの先行研究 

 序論では、現代語の先行研究においてどのように補助動詞テヤルが述べられてい

るかを見た。本節では歴史的観点からみた先行研究をおさえておく。 

 

２－１．小島聡子（2002） 

上代から中世までのテヤルの変遷について記述されている。テヤルは上代・中古

では補助動詞化しているものはなく、室町時代『宇治拾遺物語』にはテ型の補助動

詞として用いられているとする。  

 

（2）「事もおろかなり。いづくぞ、その玉持ちたりつらん者は」といへば、「かしこ

に居たり」といふを、呼び取りてやりて、玉の主のもとに率
ゐ

て行きて、「これ

はしかじかして、その程に落したりし玉なり」といへば、えあらがはで、「そ

の程に見つけたる玉なりけり」とぞいひける。いささかなる物取らせてぞやり

ける。                    （宇治拾遺物語 巻第 14） 

 

 （2）は「呼び取りて」の主語が明示されず、可能性としては 2 つある。1 つは主

語が遊女の場合、遊女はせうずのために玉を売っていた人物を呼び寄せたと考えら

れる。2 つめは主語がせうずの場合、せうずは玉を売っていた人物を玉の本当の持

ち主のために呼び寄せたと考えることができ、どちらの場合も「恩恵」が示され、

テヤルが補助動詞として機能し始めた例としている。  

 （2）の例については第 4 節で詳しく見ていくので、ここでは小島（2002）を紹介

するだけに留める。  

 

２－２．荻野千砂子（2007）（2008） 

荻野（2007）では、テ形＋補助動詞の形式が特定のモダリティに偏ることを指摘

する。そしてモダリティは人称と関わりがあるため、そこから視点が定まったとす

る。さらにこの視点は本動詞の方へ影響し、今日の補助動詞の視点が成立したこと

を述べた。  

それを受け、荻野（2008）では近世前期におけるテヤルについて述べた。テヤル

は動作主の意志を表す用法を基本として発達し、さらに、動作主が立場上、上位者
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である場合が多く、上位者から下位者への意志を明確化する働きであったとする。

よって、テヤル文の本質は「動作主の意志を表わす」であり、テヤル文の二次的な

性質として「受け手恩恵有」と「受け手恩恵無」をあげている。  

 

２－３．先行研究まとめ 

現代語の先行研究では、テヤルの用法は行為の相手が必要な場合と、そうでない

場合に分けられている。行為の相手が必要な場合には、さらに二つに分けられる。

行為の影響を受ける相手に対して恩恵を表わす場合と非恩恵を表わす場合である。

例文とともに示すと次のようになる。  

 

〈行為の相手が必要な場合―恩恵〉  

（3）墓まいりのあとで、うまい京料理を御馳走してやるから、そのつもりで昼めし

を食べておけと父は言いました。     （宮本輝 錦繍 1982（例 1 再掲））  

 

〈行為の相手が必要な場合―非恩恵〉  

（4）「ちょっと待ってくれ。利兵衛は、俺の手紙の内容を語らなかったか？」  

行助が訊いた。  

「話してくれなかったな。ただ、ここを出たら女を殺してやる、と言っていた」  

黒が答えた。              （立原正秋 冬の旅 1968-1969） 

 

〈行為の相手が必要でない場合〉  

（5）男の手が触れた瞬間からぎんは叫ぶ。  

「女医になる。きっと女医者になってやる」  

ぎんは頭の中で叫び続けている。       （渡辺淳一 花埋み 1970） 

 

松下（1928）、森田（2002）、高橋（2005）では、例（4）「殺してやる」のような

非恩恵を表す用法においては、動作は相手にとって不利益になることから、相手に

不利益、非恩恵を「与える」ことを表わすものであるとし、「非恩恵の授与」という

ように考えられている。  

行為の相手が必要ではない場合には、話し手の決意を示すものがあり「合格して

やる」「偉くなってやる」などが挙げられている。先行研究では「強い意志」などの

ように記述される。  

グループ・ジャマシイ（1998）では「死んでやる」などは、「怒りの表現として、

相手の嫌がることをするという意味で使われることもある」ものとして扱っている。 
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日本語記述文法研究会（2009）ではテヤルについて以下のように述べている。  

 

必ずしも有益でない恩恵の授受を表すことがある。  

非恩恵的な「てやる」には非恩恵的な影響を与える相手が想定できる用法と、

そのような影響を与える相手が想定されない用法とがある。  

  

以上の先行研究を踏まえると、現代語の補助動詞テヤルの用法は、以下の 4 つに

分けられることになる。（ ）内の「恩恵・サービス」などは先行研究の用語である。  

 

1．相手の利益になる行動をする（利益・サービス）  

例 東京の弟に、今年もふるさとの名物を送ってやった。  

（グループ・ジャマシイ 1998 より）  

2．相手の不利益になる行動をする（不利益・マイナスのサービス）  

 例 けしからん やつだ．とっちめて やれ．        （高橋 2005 より）  

3．話し手の決意を表わす  

 例 いつか偉くなってやる！        （日本語記述文法研究会 2009 より） 

4．話し手の決意を表わす（怒りの表現）  

 例 A：あんたなんか死ねばいいのよ。  

   B：そんなに言うんなら、ほんとに死んでやる。  

（グループ・ジャマシイ 1998 より）  

  

上述のテヤルの意味用法と、特に本動詞との関わりについてまだ考察する余地が

あると思われる。恩恵を表わすとされるテヤルや話し手の決意を表わすテヤルがい

つ頃に出現したのか。さらに 1、2 が「利益・不利益の授与」とされ、本動詞の授与

の意味と関わるとする先行研究が多いが、3、4 はどのように生じたのか。1、2 との

用法の関連は何かなどの疑問点がある。  

本章ではテヤルの歴史的変遷と意味用法について以下の 4 点を中心に考察し、明

らかにする。  

 １．「動詞＋ヤル」と「動詞＋テヤル」12
 

２．テヤルの歴史的変遷過程  

 ３．補助動詞としての用法が生じた時期と用法の変化  

 ４．本動詞ヤルとの関わり  

 

                                                        
12 「動詞＋ヤル」を「V＋ヤル」、「動詞＋テヤル」を「V＋テヤル」と表記する。  
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３．複合動詞「V＋ヤル」と「V＋テヤル」 

３－１．『万葉集』における「V＋ヤル」形式 

ヤルで構成される複合的な形式に、Ｖ＋ヤル、Ｖ＋テヤルがある。本節ではＶ＋

ヤルの形式について取り上げる。ヤルで構成されるいわゆる複合動詞である。  

歴史的変遷を見ていくと、複合動詞の形式は、前項動詞＋ヤルは早い段階で見ら

れる。以下、『万葉集』の具体例から見ていきたい。  

 

〈つげやる〉 

（1）都辺に 行かむ船もが 刈り薦の 乱れて思ふ こと告げ遣らむ  

（巻 15・3640）  

（2）一に云ふ、「旅の宿りを いざ告げ遣らな」        （巻 15・3643） 

（3）天飛ぶや雁を使に得てしかも奈良の都に言告げ遣らむ    （巻 15・3676）  

（4）我がやどの 梅咲きたりと 告げ遣らば 来と言ふに似たり 散りぬともよし  

（巻 6・1011）  

（5）故郷の 奈良思の岡の ほととぎす 言告げ遣りし いかに告げきや  

（巻 8・1506）  

（6）沖辺より 船人上る 呼び寄せて いざ告げ遣らむ 旅の宿りを（巻 15・3643） 

（7）島陰に 我が船泊てて 告げ遣らむ 使ひをなみや 恋ひつつ行かむ  

（巻 20・4412）  

（8）我が家ろに 行かも人もが 草枕 旅は苦しと 告げ遣らまくも（巻 20・4406） 

 

「つげやる」の場合、対象が明示されている場合があり、「対象（ヲ）つげやる」

という形式で用いられている。（2）（6）は「旅の宿り」がヲ格で示される。そのほ

か（1）（3）（5）の「こと（言）」が対象となっている例がある。 

また、（2）（6）「旅」（5）「故郷」とあることから、遠くの土地から目的地の方へ

対象を「告げる」ことを表わすと思われる。「対象ヲ＋つげヤル」という文型で「告

げる」動作を「遠くへ及ばせる」ことを表わす。ヤルは「遠くへ及ばせる」意であ

ると思われる。 

 

〈ヲ＋いいやる〉 

（9）…我が背子が 行きのまにまに 追はむとは 千度思へど たわやめの 我が

身にしあれば 道守が 問はむ答へを 言ひ遣らむ すべを知らにと 立ちて

つまづく                                                   （巻 4・543） 
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〈みやる〉 

（10）春されば もずのかやぐき 見えずとも 我は見遣らむ 君があたりをば  

（巻 10・1897）  

〈あわせやる〉 

（11）…そこ故に 心和ぐやと 秋付けば 萩咲きにほふ 石瀬野に 馬だき行き

て をちこちに 鳥踏み立て 白塗の 小鈴もゆらに あはせ遣り 振り放

け見つつ 憤る 心の内を 思ひ延べ 嬉しびながら 枕づく つま屋の内

に とぐら結ひ 据ゑてそ我が飼ふ 真白斑の鷹            （巻 19・4154） 

〈かえしやる〉 

（12）海神の 手巻の玉を 家づとに 妹に遣らむと 拾ひ取り 袖には入れて 

返し遣る 使ひなければ 持てれども 験をなみと また置きつるかも  

（巻 15・3627）  

〈ヲ＋すぐしやる〉 

（13）…時の盛りを いたづらに 過ぐし遣りつれ 偲はせる 君が心を 愛しみ 

この夜すがらに 眠も寝ずに 今日もしめらに 恋ひつつそ居る（巻 17・3969） 

（14）…百種に 迫め寄り来る 娘子らが 娘子さびすと 韓玉を 手本に巻かし

〈或はこの句あり、云はく、「白たへの 袖振り交し 紅の 赤裳裾引き」〉  

よち子らと 手携はりて 遊びけむ 時の盛りを 留みかね 過ぐし遣りつ

れ 蜷の腸 か黒き髪に いつの間か 霜の降りけむ          （巻 5・804） 

〈こたえやる〉 

（15）…玉桙の 道来る人の 立ち留まり 何かと問はば 答へ遣る たづきを知

らに さにつらふ 君が名言はば 色に出でて 人知りぬべみ あしひきの 

山より出づる 月待つと 人には言ひて 君待つ我を        （巻 12・3276） 

〈おもいやる〉 

（16）…山越す風の ひとり居る 我が衣手に 朝夕に かへらひぬれば ますら

をと 思へる我も 草枕 旅にしあれば 思ひ遣る たづきを知らに 網の

浦の 海人娘子らが 焼く塩の 思ひそ燃ゆる 我が下心        （巻 1・5） 

（17）思ひ遣る たどきも我は 今はなし 妹に逢はずて 年の経ぬれば  

（巻 12・2941）  

（18）あをによし 奈良を来離れ 天離る 鄙にはあれど 我が背子を 見つつし

居れば 思ひ遣る こともありしを 大君の 命恐み 食す国の 事取り持

ちて 若草の                                            （巻 17・4008） 

（19）思ひ遣る すべの知らねば かたもひの 底にこそ我は恋ひなりにける〈土

垸の中に注せり〉                                          （巻4・707）  
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（20）白玉の 人のその名を なかなかに 言を下延へ 逢はぬ日の まねく過ぐ

れば 恋ふる日の 重なり行けば 思ひ遣る たどきを知らに 肝向かふ 

心砕けて 玉だすき かけぬ時なく 口止まず…              （巻 9・1792）  

（21）思ひ遣る すべのたどきも 我はなし 逢はずてまねく 月の経ぬれば  

（巻 12・2892）  

（22）思ひ遣る すべのたづきも 今はなし 君に逢はずて 年の経ぬれば  

（巻 13・3261）  

 

 「思い＋ヤル」の場合、後ろに「すべ」「たどき（たづき）」があり、ヤルは連体

形である。そうすると「思い＋ヤル＋すべ・たどき」は「思い＋ヤル＋方法」とい

う文となる。「つげやる」のように「対象ヲ＋V ヤル」という形式ではない。したが

って、（16）から（22）の「思い」は名詞であると思われる。  

「思い＋ヤル」のヤルは「心ヲヤル」などのヤルと同様、「思い」が対象であり、

主体から対象が分離することを表わすと思われる。意味としては「思いをヤル（相

手へと届かせる）」ことを表わす。  

 

３－２．中古における「V＋ヤル」形式  

 『万葉集』の例では「思いヤル」は複合動詞としてではなく、「思いをヤル」のよ

うな用いられ方をされていることがわかった。したがって、ヤルの対象は「思い」

である。続いて、中古における「思いヤル」を見てみたい。  

〈おもいやる〉 

（23）このごろ、雲のたたずまひ静心なくて、ともすれば、田子の裳裾思ひやらる

る。ほととぎすの声も聞かず。                 （蜻蛉日記 下 第 10 段）  

（24）さすがにいと恋しうおぼえけり。京を思ひやりつつ、よろづのこといとあは

れにおぼえて行ひけり。                          （大和物語 第 105 段）  

（25）かくて、船引き上るに、渚の院といふところを見つつ行く。その院、昔を思

ひやりてみれば、おもしろかりけるところなり。しりへなる岡には、松の木ど

もあり。                                                   （土佐日記） 

（26）…いみじう臭き物どもの並びゐたる、いみじうみぐるしく、苦しうてなむ。

生きたれば、かかる目も見るなりけり」とて、泣きたまふとは、世の常なりけ

り。あこぎが心地もただ思ひやるべし。人やおどろかむ。みそかに帰りぬ。  

（落窪物語 巻之一）  

 

 （23）から（26）のように、対象が前に明示され、「対象＋（ヲ）＋思いヤル」と
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いう形式になっている。このことから、中古では「おもいやる」は複合動詞として

機能していたということが言えると思われる。  

 それでは他の複合動詞を見ていく。  

 

〈つげやる〉 

（27）かぐや姫ののたまふやうに違
たが

はず作りいでつ。いとかしこくたばかりて、難波
な に は

にみそかに持
も

ていでぬ。「船に乗りて帰り来
き

にけり」と殿
との

に告げやりて、いとい

たく苦しがりたるさましてゐたまへり。                       （竹取物語）  

（28）月夜よし夜よしと人に告げやらば来てふに似たり待たずしもあらず（よみ人

しらず）                         （古今和歌集 巻第 14 恋歌 4 692 番） 

〈いいやる〉 

（29） 男
をとこ

、女
をんな

、あひ知りて年経
へ

にけるを、いささかなることによりてはなれにけ

れど、あくとしもなくやみにしかばにやありけむ、男もあはれと思ひけり。か

くなむいひやりける。  

あふことはいまはかぎりと思へども涙は絶
た

えぬものにぞありける  

女、いとあはれと思ひけり。                        （大和物語 第 7 段）  

〈みやる〉 

（30）さりければ、かの女、大和
や ま と

の方
かた

を見やりて、  

君があたり見つつを居
を

らむ生駒山
い こ ま や ま

雲なかくしそ雨はふるとも  

といひて見いだすに、からうじて大和人
や ま と び と

、「来む」といへり。  

（伊勢物語 第 23 段）  

（31）平中納言、「さのみはあらじ。またも聞こゆるやうあり」。兵部卿の親王、「さ

がなのもの言ひや」とて、東宮、源宰相を見やりたまへば、苦しと思ひて、も

のものたまはず。                                 （うつほ物語 菊の宴） 

（32）六月十余日にて、暑きこと世に知らぬほどなり。池の蓮を見やるのみぞ、い

と涼しき心ちする。                                 （枕草子 第 32 段）  

〈すぐしやる〉 

（33）うちまかせ聞こえ給ひて、心やすき御ありさまに、この人を今はわたくしも

のと浅からず思ひあつかひ聞こえ給ふものから、ただ、妹背の筋に離れては、

朝夕に目にかかりて過ごしやらむことの胸いたく苦しきこと、日に添へてまさ

りゆくは、いかなるべきにや。                （浜松中納言物語 巻第 5）  

 

 他に、『万葉集』に見られた「あわせやる」「かえしやる」「こたえやる」は見られ

なかった。  
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以上、中古における複合動詞「前項動詞＋ヤル」を作品・語例・用例数とともに

示すと次の〈表 1〉のようになる（用例が得られた作品）。  

 

〈表 1〉中古における「Ｖ＋ヤル」（数字は用例数）  

 

作品  

 

語例  

古
今
和
歌
集 

竹
取
物
語 

伊
勢
物
語 

土
佐
日
記 

大
和
物
語 

平
中
物
語 

蜻
蛉
日
記 

宇
津
保
物
語 

落
窪
物
語 

枕
草
子 

和
泉
式
部
日
記 

紫
式
部
日
記 

浜
松
中
納
言
物
語 

夜
の
寝
覚 

讃
岐
典
侍
日
記 

堤
中
納
言
物
語 

合
計 

いひやる      17   14 16 2 2 7 6           4 68 

おもいやる      1 4 4   2 8 13 7   1 10 2   1 53 

みやる      1 1     2 14   13   3 2     1 37 

おしやる                2 5 3             10 

ひきやる                  8               8 

おぼしやる                1     1   5       7 

うちやる      1                   1 2     4 

おいやる      1         2                 3 

なげやる                2   1             3 

さしやる                1   1             2 

はなちやる                2                 2 

つげやる  1 1                             2 

かきやる                1   1             2 

のがれやる                          1       1 

うちとけやる                          1       1 

すごしやる                          1       1 

ぬぎやる                            1     1 

こしらへやる                            1     1 

いだしやる      1                           1 

ふりやる                    1             1 

〈打消〉  

Ｖやらず  

    1     2     4 3     2   1 3 16 

合計  1 1 23 5 18 18 6 35 37 36 1 4 23 6 1 9   
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 〈表 1〉から、全体の用例数から見ても「いひやる」「おもいやる」「みやる」の

例が多いことがわかる。『万葉集』に見られた「つげやる」はさほど用例数がない。

『万葉集』の用例と比べると、「前項動詞＋ヤル」の前項動詞は増えており、上代か

ら中古にかけては生産性が高くなっているように思われる。  

 次に中世前期の複合動詞「前項動詞＋ヤル」を見てみたい。  

 

３－３．中世前期における「V＋ヤル」形式 

中世前期にも引き続き「おもいやる」を中心に、「V＋ヤル」が見られる。  

 

〈おもいやる〉 

（34）貴き事無限
かぎりな

クシテ、立テ泣々
ナ ク ナ

ク礼拝
らいはい

シテ、庭ヲ思遣ルニ恐シケレバ立テ去ヌ。  

（今昔物語集 巻第 12）  

（35）ただ木に離れたる猿のごとし。陸
くが

に上れる魚
うを

のごとし。身の行く末も思ひ遣

られて、君の御余波
な ご り

の程も悲しければ、泣く泣く後を顧みて、涙に眩
く

れ、足に

任せて落ち行けば、中有
ちゆうう

に迷ふ罪人も、思ひ知られて哀れなり。  

（保元物語 中 新院左大臣殿落ちたまふ事）  

（36）恐ろしき武士
もののふ

ども、いくらも下る。何かと聞けば、いかなることをいつ聞か

むと、悲しく心憂く、泣く泣く寝たる夢に、（中略）騒ぐ心に覚めたる心地、

言ふべき方なし。ただ今も、げにさてもやあるらむと思ひやられて、  

（建礼門院右京大夫集 100 荒き騒ぎにただよひて）  

（37）阿新殿
くまわかどの

はまた其方
そ な た

の空と詠じつつ、浪路
な み ぢ

遙かに隔てし鄙
ひな

の棲
すまひ

を思ひ遣りて、

「心苦しかりしは数ならざりけり」と、袂の乾く間
ひま

もなし。  

（太平記 巻第 2 資朝誅戮
ちゆうりく

并
なら

びに阿新翔
く ま わ か と

ぶ事）  

〈みやる〉 

（38） 諸 僧
もろもろのそう

、楽人ヲ前ニ立テヽ引テ入ルニ、南 大 門
みなみのだいもん

ノ壇ノ上ニ諸僧上リ立テ、

北ザマヲ見遣
み や り

ケレバ、百体ノ丈六ノ仏ノ被懸並
かけならべら

レ給テ、風ニ被吹
ふ か れ

テ動キ給フガ

生身
しやうじん

ノ仏ノ如クシテ貴キ事無限
ことかぎりな

シ。              （今昔物語集 巻第 12）  

（39）やや遥かに有りて、涙押し拭ひて、「我等が首をば、血拭
のご

ひ、顔つくろひ、本

結尋常にして、見参
げんざん

に入れよ。それぞ汝が最後の宮仕へにてあらんずる」と 宣
のたま

へば、波多野、用意したりける足高哺貝
あ し た か ほ か ひ

に三つの首を 認
したた

め入れて、片方
かたかた

を明

けておきたりければ、乙若殿、これを見遣りて、「我が首置かんずる為にこそ」

と思ひける心の中
うち

こそ無慙なれ。（保元物語  下 義朝幼少の弟悉く失はるる事） 

（40）しかるあひだ、上東門院、立后ののち、始めて入内の時、この上長押あらば、

そのわづらひあるべきところに、御輿やすらかに出でさせ給ふあいひだ、有国、
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砌
みぎり

に候ひけるが、すこし声
こわ

づくろひしたりければ、殿下、御覧じやりければ、

指をさして、上長押を見やりけり。      （十訓抄 上 一ノ三十二 1252 頃）  

（41）ここにて一息継いで、山の南の方をきつと見遣り
や り

たれば、玉置
たまきの

庄司が宮を囲

み進
まゐ

らする勢と覚えて、  

（太平記 巻第 4 大塔宮
おおたふのみや

南都御隠居後
のち

十津川御栖
すま

ひの事）  

〈いいやる〉 

（42）此
か

ク山ニ籠テ六年
む と せ

ハ過ヌ。七年
ななとせ

ト云フ年ノ春、母ノ許ニ云ヒ遣テ云ク、「六年
む と せ

ハ既ニ山籠ニテ過ヌルヲ、久ク不見奉
ミタテマツラ

ネバ、恋シクヤ思シ食
メ

ス。然
さら

バ白地
あからさま

ニ

詣デム」ト。                                   （今昔物語集 巻第 15） 

（43）さて、中山の入りに、かたかたの山ぎはに、ただそのままなる庵室
あんじつ

を作り立

てて、大臣も出家して、そこに住み給ひけるに、宰相入道のもとへ、「たしか

なる使たまひて。申すべきことあり」といひやられたりければ、「あやし」と

思ひて、おこせたるに、させることはなくて、「これたにて見まはれ」とばか

りありけり。                             （十訓抄 中 五ノ六 1252 頃）  

（44）やがて乳母うち具して、常陸へ急ぎ下りにけり。跡に泣き悲しめど、かひも

なし。程経て、乳母
め の と

おとづれたり。あさましく心憂しと思へども、いふかひな

き事なれば、時々うちおとづれて過ぎけり。伯の母、常陸へかくいひやり給ふ。  

（宇治拾遺物語 巻第 3）  

（45）人はいまだ聞き及ばぬ事を、我が知りたるままに、「さても、その人の事のあ

さましさ」などばかり言ひやりたれば、「如何なる事のあるにか」と、おし返

し問ひに遣るこそ、心づきなけれ。         （徒然草 第 234 段） 

〈つげやる〉 

（46）この人、はかなくなられてのち、ある人の夢に、  

 ふるさとへ行く人もがな告げやらむ  

 知らぬ山路にひとり迷ふと  

ながめて居給へると見えけり。          （十訓抄 中 七ノ三十二 1252 頃）  

（47）世に古
ふ

りぬる事をも、おのづから聞きもらすあたりもあれば、覚束なからぬ

やうに告げやりたらん、あしかるべきことかは。   （徒然草  第 234 段）  

（48）一、太宰大弐高遠、身まかりて後、ある人の夢に、   

ふる里へ行く人もがな告げやらむ知らぬ山路に一人迷ふと  

昔も、夢の歌は申し伝へたり。           （沙石集 巻第 5 末） 

 

 中世前期における「前項動詞＋ヤル」を用例数とともに示すと次の〈表 2〉のよ

うになる。  
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〈表 2〉中世前期における「Ｖ＋ヤル」（数字は用例数）  

 

作品  

 

語例  

今
昔
物
語
集 

方
丈
記 

宇
治
拾
遺
物
語 

建
礼
門
院
右
京
大
夫
集 

保
元
物
語 

平
治
物
語 

十
訓
抄 

沙
石
集 

と
は
ず
が
た
り 

徒
然
草 

太
平
記 

合
計 

おもいやる  11 1 1 25 2 1 4 1 11 1 32 90 

みやる  7   3 2 1   1   2 1 9 26 

いひやる  1   2 1     3 6   2 1 16 

かえしやる  5 

 

  1       1   1   1 9 

もうしやる  1     3         3     7 

なげやる  1   3                 4 

つげやる              1 1   1   3 

ながめやる        1             1 2 

おぼしめしやる                      2 2 

さしやる      1        1         2 

いでやる          1       1     2 

ほりやる  1                     1 

くだしやる  1                     1 

つかれやる  1                     1 

まもりやる                      1 1 

おぼしやる                      1 1 

おおせやる          1             1 

うちやる        1               1 

かきやる                    1   1 

はなちやる              1         1 

おしやる              1         1 

いだしやる      1                 1 

とばせやる      1                 1 

でやる                1       1 

いきやる          1             1 

こたえやる                  1     1 

おいやる                1       1 

すてやる                1       1 

わかちやる                  1     1 

合計  24 1 11 33 6 1 13 11 20 6 48   
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〈表 2〉を見ると、中古と同様に「おもいやる」「みやる」「いひやる」の例が他の

例よりも多いことがわかる。  

 中古には見られなかった語例「とばせやる」「すてやる」などが出現しており、中

世前期にも生産性はあったものと見られる。  

しかし、中古・中世前期に見られる少数（1 例や 2 例）の複合動詞は、現代語で

はすでに用いられておらず、時代が新しくなっていくにつれて消滅していくと思わ

れる。「V＋ヤル」の複合動詞は中古・中世前期で多く用いられた語例「おもいやる」

「みやる」「いひやる」などしか現代では生き残れなかったものと思われる。  

現代語では「前項動詞＋ヤル」は前項動詞に何の動詞でも当てはまるとは言えず、

生産性が低いと考えられる。  

 

３－４．「V＋ヤル」用法の生産性 

 ヤルで構成される複合動詞「Ｖ＋ヤル」は、古くから見られる。また、その用法

は、前項動詞Ｖの動作が遠くへ及ぶということを表わすものである。例えば「いひ

やる」であれば、「いふ」という動作が相手の方に向って及ぶということを表わすと

思われる。  

 「おもいやる」は、『万葉集』の例では「思い」を相手へ届ける意を表していたと

思われる。つまり「思いヲヤル」ということである。しかし、中古には「～ヲおも

いヤル」の形式になり、一語化したものと考えられる。ヤルの前項動詞は、中古に

は上代より多くの動詞があり、生産性があったものと考えられる。また、中古から

中世前期にかけても、生産性があったと思われる。しかし、現代語に残っている語

例は少ない。「おもいやる」「いいやる」「みやる」などの、用例数が多かったものが

現代語まで残っている。他の語は時代が進むと消滅していく可能性がある。  

 「Ｖ＋ヤル」形式は現代語において生産性がなく、決まった語彙しか作らない。

用例から見ると、中世前期において、1 例のみ見られる語例が 19 例ある。また、全

用例 29 例中、中古に見られなかった語例が 17 例である。このことから中世前期ま

では生産性があったと思われる。  

 また、「V＋ヤル」のヤルの用法は「方向」を示すと思われる。すなわち、元々の

ヤルの意味のうち、「おくる（送る・贈る）」の実質的内容を空疎化させ「動作主→

受け手」という方向性のみを保っているものと思われる。  

 これもまたヤルの文法化の 1 つであると考えられる。「V＋ヤル」の文法化が生産

性を失った背景には、本動詞ヤルの意味変化の影響があるのではないだろうか。  
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４．「V＋テヤル」 

４－１．調査方法 

前述のように、「V＋ヤル」は中世後期にその生産性を失ったとみられる。一方で、

動詞＋テヤルがついた形式がある。動詞＋テヤルを V テヤルと表わす。V は前項動

詞と呼ぶことにする。テヤルは下記の 2 つの文型をとる。  

 

A（人・事物）ヲ B（場所・方向・目的地・相手）ニ／ヘ V テヤル  

A（人・事物）ヲ V テヤル  

 

次に、V テヤルの意味用法について、補助動詞の V テヤルを以下の二つに分ける。  

 

ヤル（移動）の意味があるもの…テヤルの移動用法  

V テヤル  

「主体の思い通りに物事を進める」意のもの…テヤルの物事進行

用法  

 

これを見分ける方法として、以下の 3 点から考察する。  

１．前項動詞とテヤルが同じ目的語をとるか。  

前項動詞の目的語である A をヤルも目的語とし、A の B への移動を表すものを本

動詞の意味を保持した移動用法と考える。  

２．ヤルの目的語になるもの（A）が移動するか。  

 本動詞ヤルは、中世前期までは目的語に当てはまる対象物の移動を表すため、A

が移動するものであれば本動詞の意味を保持した移動用法と考える。  

３．前項動詞とヤルに継起的関係があるか。  

 前項動詞の動作後にテヤルの動作が行われる場合、本動詞の意味を保持した移動

用法と考える。  

 調査の対象は次のとおりである。  

 

上代…万葉集  

中古…古今和歌集、伊勢物語、落窪物語、宇津保物語、大和物語、枕草子、源氏物語、

堤中納言物語  

中世…建礼門院右京大夫集、沙石集、宇治拾遺物語、史記抄、毛詩抄、玉塵抄  

近世前期…虎明本狂言、醒酔笑、昨日は今日の物語（製版九行本）、百物語、狂言記、
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理屈物語、私可多咄、竹斎はなし、狂歌咄、宇喜蔵主古今咄揃、当世軽口咄

揃、軽口大わらひ、囃物語、当世口まね笑、当世手打笑、好色一代男、鹿の

巻筆、好色一代女、好色五人女、新竹斎、二休咄、軽口ひやう金房、枝珊瑚

珠、遊小僧、諸国落首咄、初音草噺大鑑  

近世中期…露五郎兵衛新はなし、軽口御前男、軽口あられ酒、曽根崎心中、露休置土産、

丹波与作待夜の小室節、碁盤太平記、百合若大臣野守鏡、今宮の心中、大職

冠、軽口星鉄炮、軽口福蔵主、軽口出宝台、双子隅田川、女殺油地獄、後太

平記四十八巻目津国女夫池、心中宵庚申、関八州繋馬、軽口機嫌囊、座狂は

なし、咲顔福の門、軽口蓬莱山、軽口独機嫌、軽口初売買、軽口福おかし、

軽口新歳袋、軽口耳過宝、軽口耳過宝、跖婦人伝、英草紙、遊子方言、西山

物語、甲駅新話、桃太郎後日噺、古契三娼、繁千話、傾城買四十八手、傾城

買二筋道  

近世後期…東海道中膝栗毛、戯場粋言幕の外、酩酊気質、浮世風呂、浮世床、道中膝栗

毛発端、有情無常大千世界楽屋探、東海道四谷怪談、風月花情春告鳥  

近代以降…浮雲、源叔父、金色夜叉、忘れえぬ人々、郊外、置土産、死、初恋、重右衛

門の最後、少年の悲哀、富岡先生、酒中日記、春の鳥、運命論者、倫敦塔、

吾輩は猫である、琴のそら音、其面影、草枕、坊っちゃん、趣味の遺伝、二

百十日、蒲団、平凡、野分、坑夫、疲労、虞美人草、窮死、文鳥、三四郎、

竹の木戸、生、夢十夜、婦系図、永日小品、田舎教師、それから、ヰタ・セ

クスアリス、思い出す事など、門、土、青年、変な音、手紙、ケーべル先生、

雁、彼岸過迄、かのように、鶏、カズイスチカ、北原白秋詩集思ひ出  

 

４－２．古代におけるテヤル 

以上の方法により、古代の用例を検討してみる。すると、その意味は「（物を）

送る」や「（人を）送り出す・行かせる」であり、「移動用法」であることがわかる

（小島 2002 も同様）。『万葉集』には次の例がある。  

 

（1）…はしきよし 妻の命の 衣手の 別れし時よ ぬばたまの 夜床片去り 朝

寝髪 搔きも梳らず 出でて来し 月日数みつつ 嘆くらむ 心なぐさに ほ

ととぎす 来鳴く五月の あやめぐさ 花橘に 貫き交じへ 縵にせよと 包

みて遣らむ                                          （万葉集・巻 18・4101） 

 

（1）は前項動詞「包む」で「花橘を包む」ことを表わし、ヤルで「花橘を恋人

へヤル」ことを表わす。前項動詞で A に対する動作、ヤルで A を B へ移動させる
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ことを表わす。『万葉集』における他の例を以下に挙げる。  

 

（2）白玉を 包みて遣らば あやめぐさ 花橘に 合へも貫くがね（巻 18・4102）  

（3）沖つ島 い行き渡りて 潜くちふ 鮑玉もが 包みて遣らむ  （巻 18・4103） 

（4）筑波嶺の 嶺ろに霞居 過ぎかてに 息づく君を 率寝て遣らせね  

（巻 14・3388）  

 

 （2）（3）（4）は続きの歌であり、すべて「包みてヤル」のように前項動詞は「包

む」で共通している。（2）（3）ともに「白玉」「鮑玉」を相手にヤルことを表わす。

つまり A を B へ移動させることを表わす移動用法である。（4）も A（＝「相手」）

を行かせることを表わすので移動用法である。  

 

中古は『古今和歌集』（1 例）、『伊勢物語』（16 例）、『落窪物語』（13 例）、『宇津

保物語』（6 例）、『大和物語』（15 例）、『枕草子』（9 例）、『堤中納言物語』（1 例）を

調査した。以下に用例を示す。  

 

（5）良少将、太刀の緖
お

にすべき革
か は

をもとめければ、監の命婦なむ、「わがもとにあ

り」といひて久
ひ さ

しくいださざりければ、  

 あだ人の頼めわたりしそめかはの色の深さを見でややみなむ  

といへりければ、監の命婦、めでくつがへりて、もとめてやりけり。  

（大和物語 第 22 段）  

 

（5）は監の命婦から「革」（A）を良少将（B）へ送る・届けるという本動詞の用

法である。『万葉集』の例と同じように「革をもとめる」「革を良少将へヤル」のよ

うに前項動詞で A への動作を表わし、ヤルは A を方向・相手である B へ移動する

ことを表わす。  

 

（6）故式部卿の宮の出羽の御に、まま父の少将すみけるを、はなれてのち、女、す

すきに文をつけてやりたりければ          （大和物語 第 17 段） 

 

（6）は女から「文」（A）を少将（B）へ送るという本動詞の用法である。「すす

きに文をつけてやりたり」には継起的関係がある。「すすきに文をつける」という動

作のあとに「文をやる」という動作がなされる。ヤルは A を相手である B へ移動す

ることを表す。したがって移動用法である。  
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（7）「いみじき盗人を。なほ、得こそ思ひ捨つまじけれ」とて、見さわぎて、「これ

が本、付けてやらむ」「源中将付けよ」など       （枕草子 第 77 段）  

 

（7）は源中将が文をもって歌の上の句をつけて清少納言へ送ろうとしている場

面である。「本（上の句）をつける」と「やる」には（1）と同様に継起的関係があ

る。「本（上の句）をつける」動作のあとに「本を書いた文をやる」動作が行われ

るため（7）も移動用法である。  

以上の（5）から（7）のように、中古においても V テヤルは見られるものの、A

を B へ「送る・行かせる」意を表わし、依然として移動用法のようである。  

次に、（8）の『落窪物語』の例を見てみたい。  

 

（8）老いたまへるほどよりは、爪弾をいと力々しうしたまひて、「いといふかひな

きことをもしたるかな。かくて居れば、皆人は子の数と知りたるに、六位とい

へど蔵人にだにあらず、地の帯刀の歳二十ばかり、たけは一寸ばかりなり。か

かることはし出づべしや。さるべき受領あらば、〈知らず顔にて、くれてやらむ〉

としつるものを」                 （落窪物語 巻之 1）  

 

（8）の「くれてやる」は、落窪の姫の父である中納言が、受領に落窪の姫を嫁

がせようと考えていた場面で用いられている。クレルの意味は『日本国語大辞典』

第二版に、「一般に、人または動植物に物を与える。受け手の身分や地位が与え手よ

り低い場合、または、話者が受け手を軽蔑している場合に用いることが多い。」と記

述されている。また、古川俊雄（1995）では、「平安時代の「くる」は（動物なども

含め身分の低い者に）物を与える意を表わすものであった」とされる。  

（8）のクレルも、中納言（身分的に上）から受領（身分的に下）へ落窪の姫が

与えられることを表わす。中納言のところから受領のところへ対象である落窪の姫

が移動すること、ほかの例と同様に「落窪の姫をくれる」「落窪の姫を受領へヤル」

というように前項動詞クレルが A への動作を表わし、ヤルは A を相手である B へ

移動させることを表わすことからも移動用法と考えてよいと思われる。  

 中古の例も、V テヤルは、前項動詞で A への動作、ヤルは A の B への移動を示

す用法であることがわかる。  

次に中世前期の例を見ていく。中世前期の資料は『建礼門院右京大夫集』（1 例）

『沙石集』（2 例）『宇治拾遺物語』（10 例）を調査した。以下のような例が見られる。  

 



111 

 

（9）右馬允、塗籠の外に居て、妻に云ひけるは、「や、女房、客人の来るべき事あ

り酒肴たづねばや」とて、用途無かりければ、大口を脱ぎてやりける。  

（沙石集 巻第 7）  

 

（9）では「大口を脱ぐ」「大口を妻にヤル」のように前項動詞で A への動作を表

わし、ヤルで A（大口）が右馬允から妻へ移動することを表わす。「脱ぐ」とヤルに

継起的関係があることからも、移動用法であることがわかる。  

 

（10）「事もおろかなり。いづくぞ、その玉持ちたりつらん者は」といへば、「かし

こに居たり」といふを、呼び取りてやりて、玉の主のもとに率
ゐ

て行きて、「こ

れはしかじかして、その程に落したりし玉なり」といへば、えあらがはで、「そ

の程に見つけたる玉なりけり」とぞいひける。 （宇治拾遺物語 巻第 14）  

 

（10）は小島（2002）で補助動詞の例として挙げられていた例である。（15）は

「呼び取る」の対象が不明瞭のため、二つの解釈ができる。①遊女を呼び取りて、

遊女をやる、②玉を売っていた人物を呼び取り、遊女を、玉を売っていた人物のも

とへやる、という解釈である。いずれにせよ、A を移動させることを表わす。した

がって、本動詞の意味を保持した移動用法であると考えられる。  

次に、中世後期の例を見てみたい。資料は抄物資料『史記抄』（8 例）、『毛詩抄』

（15 例）、『玉塵抄』（5 例）を調査した。  

 

（11）是故 爲
ヲサムル

レ水ヲ者――決シテ水ノイクカタヲヨクミチヒイテヤルソ。  

（史記抄 周本紀 1477）  

 

 （11）は「水のいくかたを導く」「水のいくかたをヤル」となる。本動詞ヤルには

「流れて行くようにする」（『日本国語大辞典』第二版）という意味がある。（11）の

ヤルは「水のいくかたをみちびく」とあるため、水が流れる方向を「導く」と考え

られるのではないだろうか。ヤルは流れる方向へ水を「行かせる」と考えることが

できる。さらに「導く」とヤルには継起的関係がある。「水を導く」行為のあとに「水

をやる」行為があると考えられるからである。したがって本動詞の意味を保持した

移動用法であると考えられる。ただし、（11）のヤルは、方向や到着点を示すニ格、

へ格の補語をとらない。よって、前代とは異なる用法・形式であると言える。  

以上のように『史記抄』に見られるテヤルは、まだヤルの「A をどこかへ移動さ

せる」意、移動用法であると考えてよい。  
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（12）日本ではユリワカ大臣のカワれた鷹
タ カ

に書
シ ョ

や硯
スズリ

などを云
ユ イ

((結 ))付
ツ ケ

てヤラれたれ

ば海
ウ ミ

で遠路
エ ン ロ

にクタビレて海
ウ ミ

えヲチて死
シ ン

だを高尾
タ カ オ

に堂
ダ ウ

アリソ   （玉塵抄）  

 

 （12）は、前項動詞「結いつける」で A への動作を表わす。「鷹に書・硯を結い

つける」「鷹を B へヤル」となる。「鷹に書・硯を結いつける」では A は「書・硯」

であり、「鷹を B へヤル」では A は「鷹」であるため、2 つの文では A が異なるこ

とになる。中世前期までの形式では、A は 2 つの文において共通した目的語であっ

た。例えば「大口を脱ぎてやりける」であれば、「大口を脱ぐ」「大口を妻にヤル」

というように、大口（A）は両方の文において共通している目的語である。（12）の

例では 2 つの文の目的語が異なる。したがって前代と異なる形式になっていると言

えよう。しかし、（12）の例では、「結いつける」動作のあとにヤルという動作があ

るため、継起的関係がある。よって、（12）も移動用法である。  

 以上のように、中世後期までにみられるテヤルは、ほとんどが本動詞の意味を保

持した移動用法として用いられていることがわかる。しかし、（12）のように、前項

動詞とヤルでは、2 つの文にしたときに目的語 A が異なるという補語のとりかたに

変化がみられる。さらに、室町後期には、次のような例が出現する。  

 

（13）文王嘉止。大邦有子。大邦有子。俔天之妹。文定厥祥。親迎于渭。造舟為梁。

不顕其光。  

文定―毛鄭かわつたぞ。毛は大姒が文徳がある人ぢやほどにめとらうと思て

うら
卜

をしたれば、うらが吉祥なほどに、さらばとて后妃にうらにまかせて定ら

れたぞ。（略）注、問名はそなたの御名はなにと云ぞと問が六礼の一ぞ。納采、

納吉、納徴、問名、請期、親迎が六礼ぞ。前の注に問名がある、こゝは納吉ぞ。

あちへうらかた
卜 兆

もよいと云
イ ウ

てやるぞ。     （毛詩抄 巻第 16 1535 頃） 

  

（13）は「うらかたもよい（＝占いの結果）と云う」「うらかたもよいとあちへ

ヤル」となる。占いの結果を相手へ移動させると考えられる。「あち」という方向も

示される。A がものの名詞ではなく台詞の引用となっていることは前代には見られ

ないことであるので、1500 年代には補語に物の名詞をとらなくてもよい段階になっ

ていると考えられる。他に『毛詩抄』に見られる用例は以下のとおりである。  

 

（14）敝-是も上と同ものぞ。上には魚の名を云、爰には魚の貌を云た。是が違うた

ぞ。注、唯々―出
デ

つ入
イツ

つしたなりぞ。敝笱は大魚を進退えせぬ程に、出つ入



113 

 

つしたぞ。鄭玄は魚のつれてあるくやうに、姪娣の相從ふを云ぞ。如水と云

は、毛は衆多貌、鄭玄は水はせきとめうとも、決
サクツ

てやらうとも、まゝぢやぞ。  

（毛詩抄 巻第 5 1535 頃）  

 

（14）の「決てやらう」は「水を決る」「水をやる」と考えることができる。「決

る」は『時代別国語大辞典 室町時代編』には「①液体などの表面を、手前から向

うへ、勢いよくすくい上げる。②①のようなしぐさで刃物など道具をつかって、物

の表面に溝をつける。」とある。②の意味の用例として（14）の例が挙げられてい

る。「決てやらう」の直前には「水はせきとめうとも」とあるため、このヤルは「せ

きとめる」とは反対の意味を表わすと考えられる。したがってこのヤルも「水を行

かせる」ことを意味し、本動詞の用法であると考えられる。  

 

（15）巷伯。刺幽王也。寺人傷於讒。故
（而）

作是詩也（「故」本「而」に作る）。巷
カウ

伯は

幽王を刺れり。寺人・ 讒
（――）

を 傷
い（た）

む、故に是の詩を作る。  

巷伯―幽王を刺た詩ぞ。寺人は侍と云字の心ぞ。王の傍らに侍べる人ぞ。此

寺人が讒人にしこぢられて、其を傷うで作たぞ。此詩を作た心は、巷伯に作

てやつたぞ。巷伯殿もをこゝろへ候へ、私は讒言にあうて候程に、そなたも

讒にあわれうぞと、かう云てやるぞ。此詩の中にはなけれども、名に付たぞ。

注、奄はぬい官ぞ。上士の位が四人なるぞ。内外を兼て女中までもつかはるゝ

ぞ。寺人も女中方につかわるゝぞ。同の数ぞ。我党の方へ作てやるまでぞ。（後

略）                  （毛詩抄 巻第 12 1535 頃）  

 

（15）の例ではテヤルが 3 つ現れる。順に「作てやる」「云てやる」「作てやる」

である。最初の「作てやる」では「此詩（A）を作る」「此詩（A）を巷伯（B）に

やる」ということが表わされる。A は相手である B に移動すると考えられる。「作

る」動作のあとにヤル動作があるため、「作る」とヤルには継起的関係がある。した

がって本動詞の用法であると考えられる。2 番目の「云てやる」は、巷伯が寺人に

対して「私は讒言にあうて候程に、そなたも讒にあわれうぞ」と「云てやる」であ

る。A は前に示された「私は讒言にあうて候程に、そなたも讒にあわれうぞ」とい

うセリフであると思われる。このセリフ（A）を相手である寺人（B）に移動させる

ことを表わす。よってこの「云てやる」も本動詞の用法である。最後の「作てやる」

は「我党の方へ」という方向が示されている。  

 次に、キリシタン資料である『エソポのハブラス』（2 例）の例を見てみたい。  
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（16）ある時、またシャントエソポに、「風呂に行
ゆ

いて人の多少を見て来い」と遣ら

るれば、風呂へ行く路次
ろ し

で、宿老「われはどこへ行くぞ」と問ふに、「余
み

は存ぜ

ぬ」と答へたれば、その人「これは狼藉至極なやつぢゃ」と言うて、既に籠者
ろうしや

に

なさうとするところで、エソポが言ふは、「私が只今知らぬと申したことは、か

やうに籠者せられうことを弁へなんだによって、知らぬとは答へてござる」と

言うたれば、そこで人々も大きに笑うて赦いてやれば、それからエソポ風呂に

行ってみるところに、その風呂屋の前に 鋭
するど

な石が一つ出てあったが（後略）  

（エソポのハブラス エソポが生涯の物語 1593）  

 

（16）の例では、A はエソポであり、B は文には示されないが「風呂のあるとこ

ろ」であると想定できる。「エソポを赦す」「エソポを風呂へヤル」のように、前項

動詞とヤルは同じ補語をとり、A を B へ移動させることを表わす。さらに、「赦す」

という前項動詞の動作のあとにヤルの動作が行われるため、継起的関係がある。し

たがって、（16）の例は、移動用法であると考えられる。  

 

（17）その後エソポ諸国へ渡り、道を説き教ゆれば、バビロニヤといふ大国のリセ

ロと申す帝王、このエソポを寵愛あって、忝なくも御身近う召し置かせられた。

その比諸国の帝王より互に不審の勅札を送り、その不審を開かねば、あるほど

の宝を奉らるる形儀
か た ぎ

がござった。しかれば、バビロニヤへ諸国から掛くる不審

をば、エソポが智略をもってたやすう開いてやり、バビロニヤから掛けらるる

不審をば、他国から開くことが稀にあったと聞えた。  

（エソポのハブラス エソポが生涯の物語 1593）  

 

（17）の「開いてヤル」は、「不審を開く」、「その開いた不審を諸国へヤル」と

いう意味である。「開く」は A への動作を表わし、ヤルは A（不審を開いた結果）

を B（諸国）へ移動させることを表わす。前項動詞「開く」とヤルには入れ替え不

可の時間的継起関係がある。したがって、移動の用法と考えることができる。  

以上のように、中世後期の例も移動用法と考えてよさそうである。しかし、中世

前期とは補語のとりかたと内容が異なる。詳しくは次の第 5 節で述べたいと思う。  

 

５．補助動詞テヤルの成立と展開 

 室町後期の例として、第 4 節では（13）（15）（17）を挙げた。  

 

（13）文定―毛鄭かわつたぞ。毛は大姒が文徳がある人ぢやほどにめとらうと思て
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うら
卜

をしたれば、うらが吉祥なほどに、さらばとて后妃にうらにまかせて定ら

れたぞ。（中略）注、問名はそなたの御名はなにと云ぞと問が六礼の一ぞ。納

采、納吉、納徴、問名、請期、親迎が六礼ぞ。前の注に問名がある、こゝは納

吉ぞ。あちへうらかた
卜 兆

もよいと云
イ ウ

てやるぞ  （毛詩抄 巻第十六 1535 頃）  

 

 （13）は「うらかたもよい」というように、A が物の名詞ではなく台詞の引用と

なっていることは前代には見られないことである。したがって、1500 年代には補語

に物の名詞をとらなくてもよい段階になっていると考えられる。  

 

（15）巷伯―幽王を刺た詩ぞ。寺人は侍と云字の心ぞ。王の傍らに侍べる人ぞ。此

寺人が讒人にしこぢられて、其を傷うで作たぞ。此詩を作た心は、巷伯に作

てやつたぞ。巷伯殿もをこゝろへ候へ、私は讒言にあうて候程に、そなたも

讒にあわれうぞと、かう云てやるぞ。此詩の中にはなけれども、名に付たぞ。

注、奄はぬい官ぞ。上士の位が四人なるぞ。内外を兼て女中までもつかはるゝ

ぞ。寺人も女中方につかわるゝぞ。同の数ぞ。我党の方へ作てやるまでぞ。

巷伯は舎間道ぢや程に、宮中のあちこちの路をはたらくぞ。伯は長也で其官

のかしらぞ。               （毛詩抄 巻第十二 1535 頃）  

 

（15）の「云てやる」は、巷伯が寺人に対して「私は讒言にあうて候程に、そな

たも讒にあわれうぞ」と「云てやる」である。したがって、A は前に示された「私

は讒言にあうて候程に、そなたも讒にあわれうぞ」という台詞であると思われる。

台詞の内容という点では（15）と同様である。  

 

（17）その比諸国の帝王より互に不審の勅札を送り、その不審を開かねば、あるほ

どの宝を奉らるる形儀
か た ぎ

がござった。しかれば、バビロニヤへ諸国から掛くる不

審をば、エソポが智略をもってたやすう開いてやり、バビロニヤから掛けらる

る不審をば、他国から開くことが稀にあったと聞えた。  

（エソポのハブラス エソポが生涯の物語 1593）  

 

（17）は第 4 節では移動用法であるとしたが、ヲ格名詞に変化がある。すなわち、

抽象名詞である。  

中世前期までの例では、本動詞のヤルの補語は物・人・文・歌などであり、物理

的なものであった。それに対し、（13）（15）（17）はそれぞれ「うらかたもよい（台

詞）」、「私は讒言にあうて候程に、そなたも讒にあわれうぞ（台詞）」、「不審（を開
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いた結果）」という物理的ではない名詞を補語にとっている。新たな形式が出現して

いると考えられる。さらに（17）の「不審」は概念を表わす抽象名詞である。  

第 1 章で述べたように、本動詞ヤルの変遷において、中世後期の用例にはヲ格名

詞が物理的なものではなく抽象的な名詞が当てはまる例が出現する。時期的には

1400 年代の『史記抄』に本動詞ヤルの抽象名詞を補語にとる例が出現し、1500 年代

の『毛詩抄』『エソポのハブラス』にテヤルの例が出現している。したがって、この

時期にテヤルの文型にも抽象名詞が出現することは自然な流れであると思われる。

本動詞の文型において、抽象的な名詞＋ヤルが出現し、補助動詞の文型でも、抽象

的な名詞＋V テヤルも用いられるようになったと思われる。  

物理的な名詞（物）が補語に当てはまる場合には、その物を B（相手）に与える

ことを表わしていた。テヤルの具体的な移動の意味が薄まっている反映と考えるこ

とができる。したがって、これはテヤルが物事進行用法を獲得する第一歩であると

考えられる。  

 

５－１．V の動作が直接相手に及ぶ用法（恩恵） 

中世後期には補語の取り方に変化があること、抽象名詞をヲ格にとることという

文型としての変化が見られた。近世に入ると、以下の例が出現する。  

 

（18）（太郎冠者）今せいばひ
（ 成  敗 ）

する事むごひ事なれども、身にはかへ
（ 代 ）

られぬ所で、

れうけん
（ 料  簡 ）

もなひ、とてもたすくる事はなるまひ、尋常に覚悟をさしめ、跡を

念 比
（ねんごろ）

にとふらふてやらふぞ  （虎明本狂言 大名狂言類 ぶあく 1642） 

（19）むかしおろかなるものと、かしこきものと、ともに関東ゑくだるとて、旅の

道づれとなりぬ。（中略）かしこきものゝいひけるは、しからば今よりハ、

たがひに無理をいわずして、たゞしくして道づれとなるべし、道中にて君も

し銭あらば、あひともにつかふべし、われもし銭なくむば君の銭をつかわん、

またゆくさきに山道あらば、のぼるときハわがこしをおして給ハれ、下る時

ハまた君の肩をおしてやるべしといへば、   （理屈物語 巻之五 1667） 

（20）酔
ゑひ

のまぎれに、懐までは手を入れさせ、「旅やつられでさへ、いとしらしき男」

と、笠の緒のあたりしほほげたをさすり、わらんぢ摺
ずれ

の 踵
きびす

をもんでやれば、 

（好色一代女 巻六 1686）  

（21）女郎の方からも、「ちつと内
う ち

にも居つきなんし」などゝ異見
い け ん

をし、客の方から

も、随分
ず い ぶ ん

外
ほ か

の客をつとめさせるやうに、手をおしえてやることなぞあつて、 

（傾城買四十八手 真の手 1790）  
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（18）（19）（20）（21）の A はそれぞれ「跡」「君の肩」「踵」「手」である。具体

名詞ではあるが、これらの A はどこかへ移動するものではない。また、「相手が死

んだ跡をとふらふ」「君の肩をおす」「男の踵をもむ」「手をおしえる」と、それぞれ

「跡をヤル」「君の肩をヤル」「踵をヤル」「手をヤル」というようにヤルは A を目

的語としてとらない。（18）（19）（20）（21）の V テヤルは、一語として機能してい

ると考えてよいと思われる。  

一語として機能している V テヤルの例は、近世前期に入ると多く見られる。した

がって、室町後期は補助動詞としてのテヤルが成立する準備期間（補語の取り方、

抽象名詞を補語にとることなど）であり、近世初めに補助動詞テヤルが成立したと

考えられる。  

用例（18）から（21）では、前項動詞で動作することが表わされる。そして、前

項動詞の動作が相手に及ぶことがテヤルで示されている。動作が直接に及ぶ相手が

必要になるのである。このように相手に動作が直接に及ぶ用法をⅠの用法とする。  

具体的には、（18）では「（死んだ跡を）とふらふ」という動作は、太郎冠者から

武悪に向けて直接に及ぶ動作である。（19）は「（君の肩を）おす」という動作がか

しこきものからおろかなるものへの直接に及ぶ動作である。同様に（20）は「（男の

踵を）もむ」という動作が客引きから客へ、（21）は「（手を）おしえる」という動

作が女郎から客へと向けられる。すなわち、Ⅰの用法における V テヤルの V は、相

手がいないと成り立たない動作である。  

上記の例のそれぞれの人物の関係と動作の方向は、次のような特徴がある。社会

的地位については（18）の太郎冠者と武悪、（19）のかしこきものとおろかなるもの

の例のように同等であるか、あるいは（20）の客引きと客、（21）の女郎と客という

ように上下関係があると思われる。しかしながら、両者の関係は社会的地位だけで

はなく、どちらがその場を優位に仕切っているかという点が共通すると思われる。

例えば（18）の例では太郎冠者は主人に命令され、武悪を切ろうとする場面である。

この場合、現場では太郎冠者が優位に立っていると思われる。  

以上のことから、V テヤルは物事の進行を優位に進められる者から、それに従う

しかない者へその動作が及ぶ場面で用いられると考えることができるのではないだ

ろうか。  

Ⅰの用法の場合、前項動詞にはどのような動詞があるのかを調べ、〈表 1〉にまと

めた。以下のとおりである。  
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〈表 1〉Ⅰの用法 前項動詞一覧  

 

 

      動詞の自他

時代
他動詞

自動詞
（意志的）

自動詞（無
意志的）

近世前期

（死んだ跡を）とふらふ,たすける,おしへる,才覚する,着せる,（引敷を）付ける,おい
こす,（しびれを）なおす,（名を）変える,（名を）付ける,乗せる,仲人する,ありつけ
る,（踵を）もむ,（客を）泊り留める,買う,（鬢を）なでつける,（衣装を）くける,
（肩を）おす,ゆるす,算用する,（脇指を）しかける,（棚を）釣る,（人の頭を）そる

近世中期

（青柳（人名））かわいがる,（来いと）言う,（返り筆を）したためる,（気のなおる
よふに）異見をする,（伯母に）逢わせる,（花がん袋を）こしらえる,（すま（人名）
を）安堵させる,（与兵衛を）助ける,（遊女の抱えを）する,（酒を）つぐ,（手を）教
える,（兄弟ぶんを）取り持つ,（かわいい男にいきな形をさせて）呼ぶ,かす,（草を）
とりかえる,（名を）付ける,（此子の）廻向する,（烏帽子,宝冠など）着せる,（点
を）かける,（値段を）まける,（死んだ跡を）懇ろする

（五 六度 も）
来る,しゃれる
（洒 落た こと
を言 って 女郎
を喜ばせる）,
（客に）成る

（地獄へ）
落ちる

近世後期

（着物を）しぼる,（願を）かなえる,（お床・寝まき・箱のふた・金を）出す,（女性
を）送る,（着物を着るの・女性を送るのを）手伝う,（人・餓鬼・女房・女性を）かわ
いがる,（大福餅・お菓子・醤油・猪・蜆を）買う,借りる,世話をする,（馬士を）おろ
す,（弥次郎を）堪忍する,慰む,（懐を）暖めておく,（金を）讃談する,（お代を）払
う,（北八を）了簡する,（着物を）つまみ洗いする,（貧乏な奴を）救う,（水を）汲
む,（石塔を）建てる,（食べ物を）分ける,（前を）見せる,（妹を）ふびんがる,
（結った髪を）緩くする,（北八を）つかまえている,（弥次郎を）いなす（「帰す」の
上方語）,（北八に着物を）くれる,（合羽・道具・手拭・糠袋を）貸す,（なんでも）
届ける,（世事だから・子どもを）褒める,（番頭を）ゆるす,（酒を）つぐ,（なんでも
言うことを）聞く,（たばこの火を）借りる,（たばこを）つける,（小袖を）かける,
（目を）かける,（犬を）呼ぶ,（金を）放り出す,（縄を）とく,（金を）払う,（親の
貧苦を）貢ぐ（助ける）,（相手に）貢ぐ,（女房を）助ける,（顔などを）拭く,（櫛
を）挿す,（宅悦を）帰す,（拾った物を）返す,（値段を）まける,（口の中・手・顔
を）洗う,（あの子を）いたわる,（女性のあんまを）もむ,（文の手本を）書く,（仇
を）討たす,（仇を）討つ,持たせる,（蜆を川の中へ）逃がす,（売り上げを）見せる,
（値段を）まける,（能事・叱言を）いう,（浄瑠璃を）かたらせる,（魔除けを）して
もらう,（越後節の真面目・道・役者・桟敷を）教える,（穴を）あける,（着物を）拵
える,（菓子を）取り分ける,（背中を）流す,（鉦（かね））入れる,（肥取りに）小便
する,（菰を）持ってくる,（蚊を）追う,（褒美に）弁当にする,（銭右衛門を居候に）
置く,（為になること・世話を）する,（寝まきを）とる,（坊主を）寝させる,（生酔を
表へ）出す,（舞茸を）貰う,（障子を）張る,（真砂を紙に）のせる,（枕を）とりかえ
る,（ほころびを）ふさぐ,（赤子に）添乳する,（値段を五百五十に）する,（うな／＼
（叱ることの幼児語）を）する,（樺焼を）持って行く,（湯を水で）うめる,（背中
を）引つこする,（竹が欲くば）所望する

（駕 籠に ）乗
る,（女の親の
とこ ろ・ 先・
焼場へ）行く,
（現 場へ ）で
かける,（酒手
を二百）増す,
居る,（名付け
親 に ） な る ,
（お れが ）居
る,

近代以降

（お政さんに病院に）入れる,逢わせる,（着物・金・旅費を）拵える,しまっておく,
（子どもを）帰す,（ご飯を）よそう,（犬の死骸を）埋める,（長良の話を）聞かせる,
（人を）送る,（芋を）取り押さえる,（清の身の上を）案じる,（診察のこと・富岡の
自殺を）知らせる,（背を）叩く,（世話を）する,（念仏・万歳を）唱える,（女の子
を）面倒みる,（姉を）堪忍する,（金・借金・鞠を）返す,（背中を）叩く,（新聞・心
の清い所を・海老と蕨の色をターナーに・二人で歩いている所を・好いもの・手拭が蛇
に成るのを）見せる,（様子を）見に行く,（幸助を商人に）仕立てる,（人を）窘める,
（ストーブを焚いて室を）煖かにする,（細君を）連れて行く,（敵の動静を）偵察す
る,（コロンバスを）訳す,（櫛の歯を）入れる,（自分を）仲間にする,どうかする,
（餌を）かえる,（留任の運動を）する,（返報を）する,（先祖を）拝ませる,（戸外の
空気を）呼吸させる様にする,（親友を）弔う,（水を）持て来る,（智能の働きを）増
す,（磯吉を）出す,（何と）言う,（被中炉を）入れる,（その絵が吾輩（猫）であると
云う事を）知らす,（ボーイに料理名を）教える,（細君の願を）叶える,（電車に）乗
らす,（彫刻に箔を）塗る,（金田令嬢を）安心させる,（研究を）仕る,（世人を）救
う,（母に）逢わせる,（身の落付を）つける,（神経系統を大事に）しまって置く,（自
分と立場を）代わる,（行を盛に）する,（弟を物に）する,（腕を）卸ろす,（女を）添
わす,（息子を）思い通りにさせる,談判する,（姉の夫を・画を老爺に）くれる,（小夜
子を）喚び還す,（こだわりを）附ける,（口を）聞く,（英語の下稽古を）する,（頭・
眼や頬を）撫でる,（蝙蝠傘を）持っていく,（同意を）求める,（富岡に何事をか）尽
くす,（手紙を）つける,（仇を）取る,（手足を）洗う,（白い花を）焼く,（えぐを手
に）載せる,（酒を口に）入れる,（菓子を）とる,（卵を）転がす,（銅貨・旅費を）出
す,（緑素を）捲く,（鮨を）入れる,（寒月君に様子を）教える,（便宜を）計る,（閉
鎖を）命じる,（着物を）拭く,（球を）投げる,（度胸を）買う,（三千代を）喜ばす,
（指輪を）買う,（留守を）預かる,（何でも）する,（母の希望通に）する,（金を）貢
ぐ,（お金を）儲けさせる,（敵を）打つ,（具体的な証拠を）示す,（変な字・茶を）送
る,（寸燐を）貸す,（反応を）観察する,（誤解を）正す,（迷惑を）省く,（筋道を）
話す,（相手・先方の心を）慰める,（本の序文を）書く,（手紙を）渡す,（演説会の収
入をそちらへ）廻す,（心配無用なことを）受け合う,（端艇を）漕ぐ,（子を）負う,
（土産を）届ける,（職員に）紹介する,（下宿を）周旋する,（月給を）あげる,（生計
の不足を）補う,（哲学を）講釈する,（女の手を）導く,（戦の見物を）させる,（安宅
鮓を）奢る

（傍 に・ 動か
ずに）居る,代
わる,（自分が
人の 為に ）働
く , （ 代 わ り
に・ 葬式 に）
行 く , 物 に す
る , （ 保 護 者
に）なる,（大
きな 声で ）笑
う
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〈表 1〉を見ると、近世前期がすべて他動詞であり、自動詞につく例は近世中期

になってからということがわかる。荻野（2008）では「近世前期のテヤルは他動詞

につく」と指摘があったが、本論文でも同様の結果が得られたということになる。  

 

５－２．V の動作が直接相手に及ぶ用法（非恩恵）  

 Ⅰの用法と同時か、やや遅れて、Ⅱの用法が出現する。前項動詞の動作が直接に

相手へ及ぶ点ではⅠと同じである。しかし、前項動詞自体の意味として良い意味を

表さないものにテヤルがつくものがⅡの用法である。これらは主に相手に不利益・

迷惑があることを表す。  

 

（22）（舅）いやわごりよはなぜに身共にどろをかけた （聟）かけ
（ 掛 ）

うとはおも
（ 思 ）

はな

んだれ共、かゝつたらはおこら
（ 堪 ）

やれ」 （舅）こらへひとはきこ
（ 聞 ）

えぬ、かけ

てよひ物ならばかけてやらう 《と云て又かくる》 （聟）是はいかな事、

身共はけがにかけたれは、そなたはわざとおかきやる、かけどくならは身ど

もゝかけてやらふ      （虎明本狂言 聟類山伏類 水掛聟 1642）  

 

（22）は、田で舅と聟が言い争いになり、泥水を掛け合う場面である。A は「ど

ろ」である。聟が「（泥水を）かけうとはおもはなんだれ共、かゝつたらはおこらや

れ」と言い、舅はそれを聞き、聟にわざと泥水をかける。さらに舅がわざとそうし

たことで、聟も「身どもゝかけてやらふ」と言う。ほかに 1700 年代以降の用例を挙

げておく。  

 

（23）すり「都にすまゐ致すすつぱじや、田舎者が「宝買をふ」と言ふ、此者をぬ

いてやろふ、なふ／＼         （狂言記外五十番 宝の槌 1700）  

（24）さるつんぼ、いたちをとらまへ、かわをはぎ、きんちやくにして人にミせん

と、ほふ／＼゛ありきけるに、しる人にあひければ、御しんぶ、まめなかと

いへば、これか。これはあなからでるところをころした。いや、おやじはま

めなかといゑば、またでたら、ころしてやろといわれた。  

（軽口初売買 巻之五 1739）  

（25）女房はいさようで御座ります。いつでも虎の門へよりますと、永
な が

ふ御座りま

す。せんども、よりまして、虎の門の御客
お き や く

様は此方へお出なんしたのに帰
か へ

り

ませんで、直
す ぐ

に品川え参りまして、其
そ の

朝
あ さ

ゆるりと帰りました。しかも、其
そ の

ば

んはいそがしいばんで、御座りましたのに帰りませんから、帰りますと、大

きにふり付
つ け

てやりんした         （遊子方言 発端 1764－1770） 
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（26）北八「なんだ、このべらぼうめ、さつきからそうてへ気にくはねへやろうめ

だ。あんまりたはことつきやアがるとひきづりおろすぞ 上方「おもしろい。

サアおろして見やんせ 北八「ヲヽまつさかさまに、おつことしてやろう                        

（東海道中膝栗毛 5 篇下 1806）  

 

A はそれぞれ「此者」「いたち」「虎の門の御客様」「上方者」である。以上（22）

から（26）の 5 例は相手に直接に前項動詞の動作が及ぶ。「（此者を）ぬく」「（いた

ちを）ころす」「（御客を）ふり付る」「（上方者を）おつことす」という動詞は、動

詞自体が良い意味を表さないものという特徴がある。  

Ⅱは、Ⅰの用法と同じく相手を必要とする用法であり、「（泥を）かける」「（此者

を）ぬく」「（いたちを）ころす」「（御客を）ふり付る」という動詞は動作が直接に

及ぶ相手がなければ成立しない動作である。  

Ⅰの用法とⅡの用法に共通するのは、相手に直接的に前項動詞の動作が及ぶとい

うことである。相違点は、Ⅱの用法は相手にとって動作が不利益になるという点で

ある。動作を受ける相手が必要であることから、その相手にとって前項動詞の動作

が「利益・不利益」という観点で、議論が生じていることは先行研究でみたとおり

である。  

Ⅱの用法で用いられる前項動詞をまとめると次の〈表 2〉にようになる。  

 

〈表 2〉Ⅱの用法 前項動詞一覧  

 

    動詞の自他

時代
他動詞

自動詞
（意志的）

近世前期
（いいかげんなことを）教える,（泥水を）かける,言う,切る,（をくばに）のせる,を
しふせる

近世中期
恨む,（とうがらしを）くわせる,なぶる,（大きな目に）遭わせる,（乳を）食ひちぎ
る,（首を）切る,（ほてつ腹を）刳り貫く,こまらせる,売る,ぬく（だます）,（相手
を）ふり付ける

近世後期

（ばゞアさんに・お師匠さんに・おめへの内へ）いいつける,（筋骨を）抜く,（こっち
が相手を）だます,たゝき出す,（舟・北八を）じゃまする,（相手を）こまらせる,（女
の尻を）つねる,（人を）まごつかせる,（相手を馬から）おつことす,（相手を馬か
ら）つつき落とす,（川へはめた）意趣返しをする,ぶつちめる,（女へ銭を）ぶつつけ
る,（店を）ひやかす,（芸者と客の男に）毒づく,しめる（とっちめる）,（男の子が盆
踊りをするのを）たゝきのめす,（請人のところへ）引きわたす,（向こうの面を）引掻
むしる,（大きな目に）逢わせる,（相手の鼻を）あかす,（おまえを）一番しめる
（とっちめる）

（親のとこ
ろへ）鳴込
む（どなり
こむ）

近代以降

（土性骨を）打挫く,（盗人を）ひどい目に合わせる,（露西亜兵・金田のじいさんを）
引掻く,（天下の茶器を）敲き壊す,（岩崎の塀などを）壊す,（彼の鼻柱を）挫く,（風
邪を）引かせる,（死んで島田を）祟る,（阿蘇の噴火口から人を）落とす,（赤シャツ
と野だ・こんな働き手・商人・赤シャツを）撲ぐる,,（山嵐の卑劣をあばいて）大げん
かをする,（隠れている奴を引きずり出して）あやまらせる,（赤シャツも一所に）免職
させる,（耳を）引っ張る,（米でも麦でも）奪いとる,（奴等を）打っ飛ばす,凹ませ
る,（あんな奴）打ぐる,（方々へ）触れ廻す,（復讐を）する,（野良猫を・蛙を棒で）
叩く,（悲惨な自分を自分が・自分の心を）苛める,（悪口を散々）言う,（帰り道を）
絶つ,（和尚の首と悟りとを）引替にする,（嘘を）衝く,（ロシアを）懲らす,（少女
を）叱る
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 Ⅰと同様に他動詞がほとんどであり、自動詞は近世後期の作品に 1 例見られるの

みである。  

 

５－３．話者一人の動作に用いる用法  

 近世後期にはまた別の用法が生じる。（27）は『東海道中膝栗毛』の例で、期限ま

でに金を用意しなければならない場面である。「（金を）でかす」「間に合わせる」と

いう動作は相手である北八に直接に及ぶ動作ではない。「間に合わせてやる」は、弥

次が自分自身の動作について意気込みを表わしている例だと思われる。  

 

（27）a 弥次「ヤア喜多八か。ヱヽ今時分にどふして来た 北八「イヤもふ／＼、

内に落着てゐられやせぬ。此間からおめへに頼んだ十五両の金の事、翌日
あ す

は

店
たな

おろしにかゝるゆへ、ぜひ／＼あすの朝まで、わつちが遣ひ込だ穴を、

埋ておかねばなりやせぬ。（略）いよ／＼そのかねは出来やせうかね 弥次

「しれた事よ。あしたの昼までには、きつと出かしてやる  

（東海道中膝栗毛 発端 1814）  

b 弥次「おれも手めへをおもふは、身をおもふだから、其咄のとをりにいきさ

へすると、互の為だ。あすの昼時分には、耳を揃へて十五両、きつと間に

あわせてやるぞ            （東海道中膝栗毛 発端 1814） 

  

（27）の「出かす」「間に合わせる」動作は、相手を必要としない種類のもので

ある。相手を必要としないという点はⅠ・Ⅱの用法とは明らかな違いである。した

がって、Ⅰ・Ⅱの用法と分け、これをⅢの用法とする。Ⅲは 1800 年代から見られる。

ほかに以下の例がある。（【 】内はト書、【 】内の／は改行を表わす。）  

 

（28）弥次「ヲヽサ辺
へ ん

栗
ぐ り

やの与太九郎か 北八「ソレ／＼、そいつが所へ尋
た づ

ねてい

つて、酒
さ け

でも呑
の ん

でやろふじやアねへか  （東海道中膝栗毛 七篇下 1808）  

（29）仲ゐ「ヲヽいた【トとびのくひやうし、さかづきにさはり、きた八のひざ／

のへゝ、ばつたりおちるとそこらぢう、酒だらけになる】（略） 北八「イヤ

あらはずと、よし／＼コリヤほんの不断
ふ だ ん

ぎだ 仲ゐ「ハテ御ゑんりよはおま

せんわいな。おぬぎなませ／＼【トこの仲ゐどもふたり、きた八のきもの、

これもうらに、十のじのしるし、あるか見てやらん／とおもひ、うなづきあ

ふて、むりにふたりして、おびをときにかゝる きた八きもをつぶし】「コレ

サ／＼よいといふに          （東海道中膝栗毛 八篇中 1809） 
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（30）後「ヘヽン妙手
め う し ゆ

を指
さ す

てナ。サア逃
に げ

ろ／＼。能
い ゝ

か／＼。逃
に げ

たナ。そこで何
な に

を打
う つ

て

やらうな。ヤもう一間角
い つ け ん か く

を突込
つ つ こ

め     （浮世風呂 前編巻之下 1809）  

 

「酒を呑む」「着物の裏を見る」「将棋の駒を打つ」という動作は相手が必要なも

のではなく、話者が一人でできる動作である。Ⅰ・Ⅱでは相手に直接及ぶ動作であ

ったが、Ⅲでは話者一人の動作となった。相手が必要ではないⅢの用法が生じた要

因について、詳しくは第 6 節で述べたいと思う。  

Ⅲの用法で用いられる前項動詞をまとめると以下の〈表 3〉のようになる。  

 

〈表 3〉Ⅲの用法 前項動詞一覧  

 

 

 〈表 3〉から、他動詞にしか用いられておらず、Ⅰ・Ⅱと比較すると用例数がず

っと少ないことがわかる。  

 

５－４．話者一人の好ましくない動作に用いる用法  

 1900 年代になると、一般的には好ましくない、自分にとって不都合な動作にテヤ

ルがつく用法がある。これをⅣの用法とする。  

 

（31）向うの云い条が尤もなら、明日にでも辞職してやる。  

 （夏目漱石 坊っちゃん 1906）  

（32）叱らアれて、叱られて、死んでやろかと、出て見たら  

（北原白秋詩集 思ひ出  1911）  

 

（31）（32）は、それぞれ「辞職する」「死ぬ」という動詞で、話者のみの行動であ

る。相手を必要としないことはⅢの用法と共通している。しかし、その行動は自分

に対してマイナスの行動であるという相違が見られる。また、1900 年代以降から、

無意志的な自動詞（「なる」「死ぬ」）にもテヤルがつき、豊田豊子（1974）で指摘さ

れた「無意志動詞を意志化する用法」も見られるようになる。  

 

      動詞の自他

時代
他動詞

近世後期
（酒でも）飲む,（金を）でかす,（金の準備を）間に合わせる,（北八の着物の裏に印
があるかを）見る,（様子を）窺う,（将棋のコマを）打つ,（仏の言う通りに）する

近代以降
歌う,悟る,（転任の）運動する,勉強する,勤める,（牛肉を）食う,（讐を）とる,（ど
うにかして・横顔を）見る,（勝手になさいと）言う
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（33）私には金もなく、自由もなく、解放もなかった。しかし「新らしい時代」と

私が言うとき、十七歳の私が、まだそれとはっきりは形を成さぬながら、一

つの決意を固めていたことはたしかである。『世間の人たちが、生活と行動

で悪を味わうなら、私は内界の悪に、できるだけ深く沈んでやろう』  

（三島由紀夫 金閣寺 1956）  

 

 Ⅳの用法で用いられる前項動詞をまとめると以下の〈表 4〉のようになる。  

 

〈表 4〉Ⅳの用法 前項動詞一覧  

 

 

Ⅳの用法では、無意志的な自動詞に付く例がⅠ・Ⅱ・Ⅲに比べ、多く見られるよ

うになっている。無意志的な動詞もテヤルを用いて「意志的に行う」ことが表わさ

れる。  

 

以上の内容をまとめると、次のことが指摘できる。  

１．室町後期より、前項動詞とヤルがとる目的語が異なるものが出現する。抽象名

詞もヲ格名詞にとるようになり、補助動詞テヤルを成立させる準備段階である

と思われる。  

２．補助動詞の用法にはⅠからⅣまでそれぞれ以下の用法が認められる。  

 Ⅰ：V の動作が相手に直接に及ぶことを表わす。結果的に恩恵になる場合である。  

 Ⅱ：V の動作が相手に直接に及ぶことを表わす。結果的に非恩恵になる場合であ

る。  

 Ⅲ：V の動作が相手に直接に影響せず、主体が一人で行う動作であり、決意表明

を表わす。  

 Ⅳ：V の動作が相手に直接に影響せず、主体が一人で一般的に好ましくない動作

を行うことを表わす。  

３．Ⅰは 1600 年代、Ⅱは 1600 年代、Ⅲは 1800 年代、Ⅳは 1900 年代にそれぞれ出

現する。  

４．相手が必要であるⅠ・Ⅱの用法は、社会的身分の上下というよりは、物事の進

行において優位に進められるものが、それに従うしかないものに対してテヤル

を用いていると考えられる。  

      動詞の自他

時代
他動詞 自動詞（無意志的）

近代以降 辞職する 死ぬ,一捫着する,（悪人に・病気に・痴漢に・下品に）なる,（内界の悪に）沈む
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６．V テヤルの文法化 

本動詞の意味を保持した移動用法のテヤルは、相手・場所などの B が必要となる

ものがある。基本的には「A ヲ B ニ／ヘ V テヤル」という文型をとると思われ

る。補助動詞テヤルもまた、Ⅰの用法では動作の影響が直接に及ぶ相手が必要とな

ることから、移動用法のヤルとの共通点があると思われる。  

ここで、本動詞の用法と補助動詞テヤルとの関連について考察してみたい。本論

第 1 章で述べたように、本動詞ヤルは、中世後期に「主体の思いどおりに物事をお

しすすめる」意が生じる。本動詞ヤルはこの時期に「主体の思いどおりに」という

「意志性」をもった用法を獲得したと思われる。上代から中世前期に出現している

「人ヲ場所ニ／ヘヤル」「物ヲ人ニ／ヘヤル」「車ヲヤル」の文型でも、主体が意志

をもって対象である人・物・車を動かすという意味はある。  

しかし「抽象名詞＋ヲ＋ヤル」の用法で「物事をおしすすめる」という意が出現

した際、「主体の思いどおりに」という点が強調されて生じたと考えられるのではな

いだろうか。  

この「主体の思いどおりに物事をおしすすめる」という意味から補助動詞テヤル

の意志性・視点の制約へとつながると思われる。すなわち、主体の思い通りに物事

を進めることは主体の意志によるものであり、そのため、主体の視点からしか用い

られないのである。  

本動詞ヤルと、補助動詞テヤルの関連を述べるため、再度、本動詞のヤルの変遷

について確認しておきたい。第 1 章で述べたことをまとめると、本動詞ヤルの意味

用法の変遷について次のようなことが指摘できる。  

 

１．上代から「人を行かせる」「物を送る」などの意味で用いられていた。  

２．中古にはそれ以前の意味に加え、「車を進ませる」意が出現する。  

３．中世の抄物資料には「物事を主体の思い通りにおしすすめる」意の例が見られ

る。  

４．近世になっても「すすませる」意が見られるが、1700 年代になると「何かをす

る」意の行為を表わす用法が出現する。ただし、初出例の補語は「騒動」であ

り、他にも「大騒ぎ」など「問題事」を対象にしていたことから補語に制限が

あったと思われる。  

５．４の「何かをする」意の用法は、近世には「問題事・芸事＋ヤル」という補語

の制限があった。しかし、近代において徐々に授業や学校などの「身を入れて

行うこと」についても言えるようになった。  
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さて、授受動詞の先行研究では、ヤルはもともと授与の意味まで表わしておらず、

上代～中古では、ただ遠心的方向への移動を表わすものであり、授与の意味を表わ

すのは中世になってからとされていた（古川 1995、日高 2007）。  

しかし、上代には用例（1）（2）（3）の「（花橘・白玉・鮑玉）を包みて遣ル」が

ある。このように「物ヲ人ヘヤル」構文の場合、授受表現ととらえてよいと思われ

るものが見られる。中古では以下の例もある。  

 

（34）むかし、男ありけり。人のもとよりかざりちまきおこせたりける返りごとに、  

 あやめ刈り君は沼にぞまどひける我は野にいでて狩るぞわびしき  

とて、雉をなむやりける。             （伊勢物語 第 52 段）  

（35）おなじ人（藤原忠文の息子）に、監の命婦、山ももをやりたりければ、  

（大和物語 第 70 段）  

（36）日高う大殿籠り起きて、文やりたまふに、書くべき言葉も例ならねば、筆う

ち置きつつすさびゐたまへり。をかしき絵などをやりたまふ。  

（源氏物語 若紫）  

 

 先行研究では、授与を表わすかどうかは「所有権の移動」があるかどうかで判断

されるとしている。例えば（36）であれば「をかしき絵」の所有権が源氏から若紫

へ移ると考えて良いと思われる。したがって、現代語の授与動詞ヤルと用法は変わ

らないのではないと思われる。  

「人を場所にヤル」場合には人を派遣すること、「物を人にヤル」場合には授与、

「物を場所にヤル」「車をヤル」場合には単なる移動をそれぞれ表し、ヤルのとる補

語によってその意味が決まるものと考えることができると考えられるのである。  

本動詞ヤルの意味用法の変遷を見ていくと、ヤルには①人や物の移動、②方向の

視点があったことがわかった。それが補助動詞になったとき、なぜ恩恵表現になっ

たのだろうか。  

ここで本動詞ヤルと補助動詞としてのヤルの意味の変遷を見てみたい。  

次の〈表 5〉は本動詞ヤルの用法（中世後期以前まで）と補助動詞テヤルの変遷

を示したものである。  
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〈表 5〉本動詞と補助動詞の史的推移  

 

時代
　　　　文型

作品

人ヲ場所ヘ
ヤル

物ヲ（場所ニ・
ガリ）ヤル

物ヲ人ニ・ヘ
ヤル

心・思ひ（ヲ）
ヤル

水・煙な
どヲヤル

車ヲ（場所ニ・
ヘ）ヤル

物事ヲヤ
ル

人・動物ヲ
場所ニVテ
ヤル

物ヲ人ニVテ
ヤル

水ヲVテヤル
Ⅰ’ 抽象物
＋Vテヤル

Ⅰ.相手ニVテ
ヤル（プラス）

Ⅱ.相手ニVテヤ
ル（マイナス）

Ⅲ.Vテヤル
（プラス）（相
手不要）

Ⅳ.Vテヤ
ル（マイナ
ス）（相手
不要）

上代 万葉集
我が背子を
大和へ遣る
と

濡れ衣を　家
には遣らな

手巻の玉を
家づとに　妹
に遣らむと

酒飲みて　心
を遣るに

息づく君を
率寝て遣ら
さね

白玉を包み
て遣らば

伊勢物語

懸想じける女
のもとに、ひじ
き藻といふも
のをやるとて

例の男、女
にかはりて
よみてやら
す

落窪物語
をばのもとへ
文やる

さるべき受
領あらば、
知らず顔に
て、くれてや
らむと

大和物語
京に男をや
りて

おなじ人に、
監の命婦、山
ももをやりたり
ければ、

この車をやら
せつ

（革を）もと
めてやりけ
り

枕草子
侍どもをやり
て

歌を、人のも
とにやりたる
に

かならず来べ
き人のもと
に、車をやり
て待つに

これが本、
付けてやら
む

源氏物語
かしき絵など
をやりたまふ

おのがじし心
をやりて

この車を、向
ひの山の前な
る原にやりて

今昔物語集
下僧一人ヲ
愛宕護ニ遣
ル

瓶ヲ遣テ水ヲ
汲テ行フニ

病ニ煩人ノ許
ニ、念珠独鈷
ナドヲ遣タリケ
レバ

健礼門院右
京大夫集

心やりたる」
など

ただ見えし
たちばなを、
一枝包みて
やりたしに

宇治拾遺物
語

下人を、むな
車を借りに
やりて

思のままにわ
たくしの人人
にやりなどし
て

船頭が玉
を、このせう
ずに持たせ
てやりける
程に

沙石集
大口を脱ぎ
てやりける

史記抄
秦カラ周ヘ
使ナントヲヤ
リテ

正義ノ心ハ北
狄ヘヤリテ中
國之風俗ニ
シナイタト云
ソ

其薫香ヲ
天へヤル
ト云心ゾ

理ヲヤラ
ハ、イキハ
セウスレト
モ、穩ニハ
ナイソ

調トハ不足
ノモノニハ有
餘ヲ取テヤ
ルソ

䟽決シテ水ノ
イクカタヲヨ
クミチヒイテ
ヤルソ

毛詩抄
其賃に粟をや
つたぞ

車をやる程に
番かへを
やる・次第
をやつて

水をせきとめ
うとも、決て
やらうとも、
まゝぢやぞ

あちへうら
かたもよい
と云うてやる
ぞ

玉塵抄
ツカイをヤリ
て

シルシに玉を
ヤルぞ

心をヤッて 車をヤリて

鷹に書や硯
などを云(結)
付てヤラれ
たれば

エソポのハブ
ラス

田畠へ遣らる
れば

狼にやろうず
と・（雑餉を）
誰にもやらぬ
ものを

人々も大き
に笑うて赦
いてやれば

不審を開い
てやり

天草版平家
物語

郎等をやっ
たれば

河原に車をや
りとめ

大手，搦手
に分けてや
られた

虎明本狂言
おの／＼へ
人をやつた
れは

刀をやる
跡をとふらふ
てやらふぞ

（どろを）かけて
やらう

理屈物語
君の肩をおし
てやるべしと

好色一代女
太夫の人に物
やるも

わらんぢ摺の
踵をもんでや
れば

狂言記外五
十番

（男を）どち
へもやらぬ

此寺そなたへ
やる

触れを回して
やらふ程に・
女房を呼ふで
やらふか

此者をぬいてや
らふ・貸さずは
猿もおのれも射
殺してやらふ・踏
み殺してやらふ
もの

軽口初売買
（いたちを）ころ
してやろと

遊子方言
（虎の門の御客
様を）大きにふり
付てやりんした

傾城買四十
八手

（客の方から
女郎に）手を
おしえてやるこ
となぞあつて

東海道中膝
栗毛

かのおやぢ
をさきへやり

（しびんを）と
なりへそつと
やつておく

ぜに八文出
してやると、
帳にしるし
出て行

道をきくからお
しへてやるの
だは

はひかけてやろ
うと・まつさかさ
まに、おつことし
てやろう

きっと出かし
てやる・酒で
も呑でやろ
ふ

浮世風呂
おめへの所
へ人をやつ
たら、

小おけ四ツ五
ツの湯をざと
うにやる

背中をひつこ
すつてやらう
から

思ふさま鳴込で
やるべい

何を打てや
らうな

坊っちゃん
東京へでも
遊びにやっ
て

宿屋へ茶代を
五円やった

辞職して
やる

北原白秋詩
集　思い出

死んでや
ろかと

近世前期

近世後期

近代明治
期

近世中期

中世後期

本動詞 本動詞テヤル 補助動詞テヤル

中世前期

中古

移動をあらわす

移動用法

主体の思い通

りに物事を進め

る

物事進行用法
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〈表 5〉を見ると、次のようなことがわかる。1500 年代より少し前に、本動詞に

「主体の思いどおりに物事をおしすすめる」意の例がある。この直後に補助動詞テ

ヤルの移動の意味の希薄化が生じていると考えられるのである。  

近世の例では助動詞を伴って主体の意志が表わされているものも多くなる。本動

詞のヤルに「主体の思いどおりに物事をおしすすめる」意があったことから、テヤ

ルも中立的な物事を述べるのではなく、「主体の思いどおりに動作をおしすすめる」

という意味を持っており、意志の用法が生じたのであろう。  

以上のように見てみると、補助動詞テヤルは授与から生じたものではなく、「主

体の思い通りに物事を進める」というヤルの本動詞の用法から生じたものと考える

ことができるのではないだろうか。補助動詞テヤルは、「主体の思いどおりに前項動

詞の動作をすすめる」ことを表すようになった。前項動詞の動作が及ぶ相手にとっ

て、その動作によって利益が生じるならば「恩恵」、不利益が生じるならば「非恩恵」

ということが、結果的にテヤルによって示されるのである。  

補助動詞テヤルが相手に直接影響が及ぶ動作であるⅠの用法を最初に成立させ

たのも本動詞ヤルの影響があるからである。  

さらに、Ⅰの用法の例のなかには「しなくてもいいことをわざわざする」例が見

られる。  

 

（37）長「新道
し ん み ち

の八百屋
や を や

から猫
ね こ

を貰
も ら

つて来た（略）短「待
ま た

つしよ。ドレおれが猫
ね こ

の号
なづけ

親
お や

になつてやらう。            （浮世床 初編巻之中 1813） 

 

（37）は「猫の名付け親になる」ということを頼まれたわけではないのに、自分

からわざわざ行動する場面である。これは、補助動詞テヤルが「主体の思い通りに

物事をすすめる」意であることから、「相手の都合を考慮せずに、主体の思う通りに

ふるまう」ことも表わすためであると考えられる。  

Ⅲの用法以降は、相手に動作が直接及ばないものになる。Ⅳの用法は、近代以降

みられる無意志的な自動詞についてその動作を意志化する用法である。Ⅲ・Ⅳの用

法についても、ⅠとⅡの用法の段階において、すでに補助動詞テヤルに「主体の思

いどおりに動作をすすめる」意が含まれていたことが原因であると思われる。すな

わち、「主体の思いどおりに前項動詞の動作をすすめる」意がテヤルの意味用法の根

底にあるため、「強い意志」というⅢ・Ⅳの用法が生じたと考えられるのである。  

補助動詞テヤルに本動詞ヤルの「主体の思い通りに動作をすすめる」という意味

が影響したことにより、テヤルは、主体の「意志性」という用法に特化した文法形
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式として用いられるようになると思われる。  

 

７．おわりに 

本章では、テヤルの歴史的変遷過程を明らかにし、その用法と過程をⅠからⅣに

分類し、考察した。ⅠからⅣを再度示すと以下のようになる。  

 

Ⅰ V の動作が相手に直接に及ぶことを表わす。結果的に恩恵になる場合である。

（1600 年代～）  

Ⅱ V の動作が相手に直接に及ぶことを表わす。結果的に非恩恵になる場合である。

（1600 年代～）  

Ⅲ V の動作が相手に直接に影響せず、主体が一人で行う動作であり、決意表明を

表わす。（1800 年代～）  

Ⅳ V の動作が相手に直接に影響せず、主体が一人で一般的に好ましくない動作を

行うことを表わす。（1900 年代～）  

 

ⅠとⅡが相手を必要とする（動作が相手に直接に及ぶ）ことに対し、ⅣとⅤは相

手が不要（動作が相手に直接に及ばない）である。  

 以上より、先行研究において指摘されている「動作が強い意志を持って行われる

ことを表わす」「話し手の積極的な態度を表わす」とされるのは、ヤルの本動詞の意

味変化から生じたと結論づけることができる。  

 先行研究では、補助動詞テヤルは本動詞ヤルの授与の意味から生じたとされる。

しかし、補助動詞が出現するのは 1600 年代になってからである。一方、授与の意味

は上代や中古の例にもあった。テヤルが授与の意味から生じたとすると、もっと早

い段階で成立するのが自然である。実際には 1600 年代に入ってから出現しているた

め、補助動詞テヤルは本動詞ヤルの授与の意味から生じたのではないと考えられる。 

そこで、中世後期に出現した本動詞ヤルの「主体の思いどおりに物事をおしすす

める」意から生じたと考えると、時期的な問題が解決すると思われる。そして「主

体の思いどおりに物事をおしすすめる」意は、主体の「意志性」が強く出る用法で

ある。テヤルはこの「意志性」を受け継いで補助動詞という文法形式として用いら

れるようになったのである。  

テヤルが「意志性」をもともと持っていたことを考えるとⅢ・Ⅳの用法が生じた

ことも自然であると考えられる。ⅢやⅣの用法は、授与とは結びつけることが難し

いため、先行研究では「強い意志を表わす」などとされている。テヤルは「意志性」

をもともと持っており、それをさらに特化させて決意表明のような「強い意志を表
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わす」用法として成立したと考えることができるのである。  

補助動詞テヤルは、テクレル・テモラウなどとともに補助動詞の授受動詞の体系

に組み込まれている。こういった他の授受動詞との関連もあり、テヤルが「恩恵・

利益」「非恩恵・不利益」などと記述されてきたのだと思われる。  

現代語の授受動詞は近世前期上方語にはすべて出そろうという。ヤル・クレル（ク

ルル）・モラウおよび、テヤル・テクレル・テモラウなどがそれぞれ補助動詞として

成立し、徐々にその体系をなしていったのだと思われる。  
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第４章 ヤラレル・ヤラレタの意味用法の史的変遷 

 

１．はじめに 

 ヤラレル（タ）は、現代語において次のように用いられている。  

 

（1）「あけてください。誰もいないのですか。早瀬がやられた。」  

（三浦哲郎  驢馬  1957）  

（2）弾薬庫がやられ、朝までおどろおどろしい誘爆がつづいた。  

（北杜夫  楡家の人びと  1963）  

 

（1）は「人ガヤラレル（タ）」、（2）は「場所ガヤラレル（タ）」という形式で、

どちらも「被害」を表していると言える。「被害」とは「①動作主の言動によって②

動作の受け手に③肉体的・精神的・物理的に損害があること」と定義しておく。  

ヤラレル（タ）そのものに関する先行研究はあまり多くないが、動詞ヤルの研究

において触れられることがある。大塚望（2006）では、ヤルの俗語性を検討し、そ

のなかでヤラレルについて「被害行為（財布をやられた）」と記述している。  

本稿では、ヤラレ（タ）形式の歴史的変遷を記述し、ヤラレ（タ）の意味用法、

「被害行為」を表すようになった過程、その時期、ヤルとの関連について検討する。

そして、ヤラレ（タ）は、もとはヤルにレル（ラレル）が付加された形式だったが、

ヤルとは別にヤラレル（タ）全体で用法を発展させ、被害の意味を獲得したことを

述べる。  

 

２． 中世後期におけるヤラレル（タ）形式 

 まず、本動詞ヤルの「人を派遣する」に対応するヤラレル（タ）形式をみておき

たい。中世後期までのヤラレル（タ）には次のような用例がある 13。 

                                                        
13 中古までのヤラレルは複合動詞の後項で使われている。「思いやられる」形式がもっとも多

く、ほかに「見やられる」などがある。複合動詞にル（ラル）が付いた形式である。以下に具

体例を挙げる。  

 ○さては、これは炭焼きをさへせさせたまひければ、いかに御手黒かるらむとなむ思ひやられ

ける。  と聞こえつ。取り広げて見て、御達喜ぶ。     （うつほ物語  蔵開  下）  

   本動詞の用法とは別に複合動詞の用法を述べる必要があると考えられるため、上記のような

複合動詞について、本論文では考察対象外としている。  
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（3）まづ南都の東南院へ人を遣られて、御輿などを食
め

され、御乗輿
のりごし

にて入らせ給ふ。                        

（太平記 巻第 2） 

（4）跋――は左傳云、跋渉山川、則跋者山行之名也。こゝの注には草行と云た。山

を行うならば、草の有處をもとをらうつぞ。毛鄭のかはりは載の字ばかりぞ。

近注には許大夫とみたぞ。衞へやられた大夫が許へ皈るぞ。 

（毛詩抄 巻第 3  1535 頃） 

 

（3）は、「（～は）人を場所へヤラレル」という文型で、尊敬の意味として用い

られている。（4）は、「衞」という場所が示され、「大夫」という動作の受け手が示

されている。ヤル動作の為手は大夫ではないことから、「派遣する」意の受身形であ

ると考えられる。 

中世後期までの文学作品を調査すると、ヤラレル（タ）形式は 50 例ある。しか

し、受身を表すものは（4）の 1 例のみである。残りの 49 例は（3）のような尊敬の

意味で用いられている。中世後期まではヤラレルは尊敬の意が主で、受身を表すヤ

ラレルは数少なかった。 

近世に入るとヤラレルの尊敬用法は見られなくなるが、これにはヤルの待遇性の

低下が関わっていると思われる。ヤルの「おくる」意は、中古・中世前期では「文」

「山もも」「捧物」などを対象にし、目上や目下に関係なく用いることができた。し

かし、近世期では人→動物、子ども→同年代の子どもなど、目下か同等に対して用

いる例が増加する。以上から、近世期から授与の待遇性が低下しはじめたと思われ

る。待遇性の低下には、ヤルの意味用法の変化が関わっているのではないだろうか。

ヤルは、1700 年代に問題事を表す動作名詞（「騒動」「大騒ぎ」など）を補語にとり、

機能動詞の用法を獲得しはじめる 14。授与の待遇性の低下の時期は、問題事を補語

にとる時期と一致する。「やってはいけないこと」をヤルという用法が授与のヤルに

も影響し、尊敬に用いられにくくなり、待遇性の低下をもたらしたと考えられる。 

中世後期では、まだヤルの待遇性の低下は生じていない。そのため、尊敬の意の

レルが付加されたヤラレル（タ）が用いられたと思われる。  

  

３．近世期以降のヤラレル（タ） 

次に、近世期以降のヤラレル（タ）形式を文型によって分類し、被害の条件①～

                                                        
14

 「動作名詞＋ヤル」の場合、動作名詞（「騒動」「大騒ぎ」など）が実質的意味を担っており、

ヤルの実質的意味は取り出しにくい。これはヤルが機能動詞の用法を獲得しはじめたことを示し

ている。しかし、補語に問題事を表す動作名詞をとるという制限があった。この制限が徐々にな

くなっていく状況については、豊田（2012）で発表した。  
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③の点から考察する。なお、用例にはヤラル形も出現するが、本論文では便宜上ヤ

ラレルと表記する。  

 

３－１．A 出来事が「～ト」で引用される文型 

 近世期の用例は、「～ト＋ヤラレタ」形式が 1600 年代末期に出現する。「～ト＋ヤ

ラレタ」は［～トヤラレタ］［～ト～ヲヤラレタ］［～ト～デヤラレタ］文型がある。  

①［引用文＋ト＋ヤラレタ］ 

（5）分限者
ぶ げ ん じ や

でから文盲
もんまう

な親仁
お や じ

、むすこにうたひをならはせ、その師匠
ししやう

、ある夜なら

茶
ぢや

くらゐで呼
よび

て、おやじ師匠
ししやう

にうたひを所望
しよもう

せし時に、弟子
で し

どもがいふ事は、

何をかあそばされう。定家
て い か

が檜垣
ひ が き

かなどいへハ、文盲
もんまう

なる親仁
お や じ

か聞て、いや

／＼、定家
て い か

の家隆
か り う

のは、こゝもとでたび／＼うけたまハる間、羅生門
らしやうもん

のシテ

か所望
しよもう

申たいとやられた。            （当世口まね笑  第 2  1681） 

（6）もんもうなる親仁、三輪の謡をきゝて、玄賓僧都ハ俗名を市右衛門といふたが、

とふした事で出家になられたしらんといふ。友達の親仁きゝて、それハめづら

しい事をきいた、どふしてしられたと問バ、されバうたひに、御衣
おんころも

を市右
い ち え

給
たま

ハ

り候へと、うたふほどにとやられた。      （軽口星鉄炮 巻 5 1714）  

 

［引用文＋ト＋ヤラレタ］文型は、笑話のオチに使われている。オチの前部分を

見ると、登場人物が「失敗した・見当違いの事を言った／した」という意味でヤラ

レタが用いられたことがわかる。引用文は動作主の台詞であり、ヤラレタの具体的

な内容である。  

 

②［引用文＋ト＋～ヲ＋ヤラレタ］ 

（7）女ぼうをよびむかへ、幾久しくといハひける。しうとの乞食、聟殿のひざなを

し仕度候間、明晩御出とて、一門の人車座にゐて、だん／＼のちそう。すでに

酒もりはじまり、いざむこ殿。何にてもさかな一つうたひたまへとしよもうす

れハ、ひざたてなをし、あふぎをつとり、やらめでたや。こなたの御じゆミや

うを申さハ靏
つる

ハ千年と、やくはらひをやられた。 （露休置土産  巻 4 1707） 

 

 ［引用文＋ト＋ヲ＋ヤラレタ］文型のヲ格名詞「やくはらひ」はヤラレタ内容が

示される。引用文は動作主の台詞であり、ヲ格名詞「やくはらひ」の具体的な内容

である。つまり「やらめでたや。こなたの御じゆミやうを申さハ靏
つる

ハ千年」＝「や

くはらひ（の台詞）」である。よって、「やくはらひ」は、引用文の内容をさらに一

言で説明したものと考えることができる。  
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③［引用文＋ト＋～デ＋ヤラレタ］ 

（8）或出家、うたひ興行の座敷にて申さるゝは、惣じて諷程おもしろきものハない。

大方うたひをきくにも、ミな仏法の道理にをつるゆへ、世に諷ほと殊勝なる物

ハ御座らぬといはるゝ時、ひとりのすねもの、是ヲきゝ、扨ハうたひハみなぶ

つはうて御座るか。さあらば、これもちすこしもさハがすしても仏法歟と、たゝ

みかけて問ければ、御坊さま、やかて、むつかしのことをバ問給ふや。出家の

事にて候へば、左様のことはしらず候と、頭をふりまハし、じうめんでやられ

た。                        （軽口扇の的  1762）  

 

この文型も、引用文は動作主の台詞であり、ヤラレタの具体的な内容である。  

①～③は［～ト＋ヤラレタ］文型であるため、まとめて「～ト系」文型とする。

「～ト系」文型は 1600 年代から 1700 年代の文献に出現して、その後消滅する。結

論から言えば、A の文型が後述の D の文型へと変遷していくと考えられる。  

文献を調査した結果、「～ト系」文型にはタ形しか現れなかった。ル形とタ形の

対立がないということは動詞的な役割を果たしていないということである。また、

笑話のオチの部分によく出現する。タ形のみ現れる理由は、引用文で示されるのが

「失敗・見当違いをした内容」であり、すでに起こった事態であるためと思われる。

すでに起こった事態のみに注目してオチの部分で詠嘆的に述べるということであろ

う。また、「～ト系」文型を被害の意味から見ると、①動作主あり、②動作の受け手

なし、③損害なし、となる。「～ト系」文型は被害とは言えないと考えられる。  

 

３－２．B 補語が動作主の動作・状態・手段を表す文型  

 この文型は、補語が動作主の動作や状態、手段を表す。［～ヲ＋ヤラレル］［～デ

＋ヤラレル］の文型がある。 

④［～ヲ＋ヤラレル］ 

（9）当六月暑気の比、大坂川口にてさる人、酒におびたゝしくゑひて、あつさの儘

ニ川口へ出られたれバ、折ふしびぜん船にわたしのかけて有を見て、乗てすゞ

まんとおもひゆかれけるが、ねぶけつき、こけるやいなや高いびきをやらる。                    

（露新軽口はなし 2 1698）  

 

 （9）は「高いびき」というヲ格名詞がヤラレルの内容を表す 15。被害の条件は、

                                                        
15

  ヤルの機能動詞の用法は 1700 年代から出現する。1700 年代までのヤルは、授与や派遣の意

味に加えて「おし進める」という実質的な意味がある。（9）のヤラルは、ヤル「おし進める」意

にル（ラル）が付いた受身形と考えられる。  
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①動作主あり（さる人）、②受け手なし、③損害なし、となる。「～ト系」文型と同

様である。  

 

⑤［～デ＋ヤラレル］ 

（10）或
ある

人、途
と

中にて文盲
もふ

成
なる

人に行合しに、はて扨
さて

、久
ひさ

しうお目にかゝりませぬ。

いよ／＼御無事、一だんに存る。 私
わたくし

も遠方
ほう

へ参
まい

りて、 漸
やう／＼

此中上京いたしまし

たといへば、文盲
もふ

なる人聞
きゝ

、扨
さて

もとんさく成
なる

人かな。年号
がう

であいさつをやらるゝ。

我等も誰ぞに逢
あふ

たらハ、此ことくに申さんと思ひ、（略）私事も此中延宝
えんほう

へ参

り、やう／＼元禄
げんろく

いたしたといへハ、彼人聞
きゝ

、扨
さて

ハ年号
がう

でやらるゝと思ひ、ほ

うゑい事と、へんとうせられた。        （露休置土産  巻 1 1707） 

 

 （10）は、ヲ格名詞「あいさつ」というヤラレルの内容が示されている。（9）と

同様である。被害の意味から見ると、①動作主あり（或人・文盲なる人）、②受け手

あり（文盲なる人・彼人）、③損害なし、となる。  

 

３－３．C 補語が動作主の行為と受け手の状態（被害）を表す文型 

⑥［～デ～ニ＋ヤラレル］ 

（11）かみゆひ「おまいさかぞりはおきらひかな 北八「ヱヽ其剃刀
かみそり

で、逆剃
さかぞり

にや

られてたまるものか。あたまの皮
かは

がむけるだろう。  

（東海道中膝栗毛 5 篇追加 1806）  

 

（11）は、ニ格で示される補語は「逆剃」という動作主の行為の内容であり、見

方によっては、受け手の状態の結果でもある。被害の観点から見ると、①動作主あ

り、②受け手あり、③動作主側から見れば損害なし、受け手から見れば損害あり、

となる。  

 

３－４．D 補語がない文型 

⑦［ヤラレタ］ 

（12）そしてお勢を視れば、尚お文三の顔を凝視めている…文三は周章狼狽とした

「モウそ……それッきりかネ」  

 ト覚えず取外して云って、我ながら我音声の変ッているのに吃驚した。  

「何が」 

 またやられた。              （二葉亭四迷  浮雲  1887）  
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1800 年代末期になると単独で用いられる［ヤラレタ］文型が出現する。「～ト系」

文型や［～ヲ＋ヤラレル］文型で示されていた動作の内容が示されない。また、タ

形で出現するということは動詞的な役割ではない。D が A～C と異なるのは補語が

ない点である。補語がないということは、事態全体を客観的に説明せず、ヤラレタ

という自分の損害のみに注目して述べる表現だと考えられる。タ形のみという点も

動詞的役割を果たしていないことを示している。ヤラレタは話者の被害感を示す形

式として固定された表現となっていることがわかる。  

これはヤラレタの意味用法の変化を考える上では大変重要な変化である。補語が

なくヤラレタのみで被害を表すようになったということだからである。この点につ

いては後述する。被害の意味から見ると、①動作主あり（本田）、②受け手あり（文

三）、③損害あり、となる。  

 

３－５．E 補語に被害の場所が示される文型 

⑧［身体部位ヲ＋ヤラレル（タ）］ 

（13）おやと驚く途端に又ちくりと刺した。これは大変だと漸く気が附きがけに、

飛び上る程劇しく股の辺を遣られた。（略）親指と人差指の間に押えた、米粒

程のものを、検査してみると、異様の虫であった。 （夏目漱石  坑夫  1907） 

 

 （13）の例は、ヲ格名詞で被害場所が表される。（12）は①動作主あり（虫）、②

受け手あり（主人公）、③損害あり、となる。  

 

⑨［身体部位ガ＋ヤラレル（タ）］ 

（14）「つまり、脊髄がやられるため、筋肉の萎縮が起ってくるのですよ。往々にし

てこの肩胛骨の下部に現われます。    （北杜夫  楡家の人びと  1963）  

 

 （14）は［（病気ニ）身体部位ガ＋ヤラレル（タ）］文型で、病気により身体部位

（＝場所）に被害を受けること表す。被害の意味から見ると、①動作主あり（病気）、

②受け手あり、③損害あり、となる。①から③の条件をすべて満たすことから被害

の用法であると言える。  

 

３－６．F 補語に被害者が示される文型 

⑩［人ガ／ハ＋ヤラレル（タ）］ 

（15）「ああ、さうですか、間が遣られたのですか」  

「ああ、間が可哀さうにねえ、取んだ災難で、大怪我をしたのだよ」  
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 （尾崎紅葉  金色夜叉  1897-1902）  

（16）「まずそんなことです。……実は僕、或少女に懸想したことがあります」と岡

本は真面目で語り出した。（略）  

「（略）眼は少し眠むいような風の、パチリとはしないが物思に沈んでるとい

う気味があるこの眼に愛嬌を含めて凝然と睇視られるなら大概の鉄腸漢も軟

化しますなア。ところで僕は容易にやられて了ったのです。  

（国木田独歩 牛肉と馬鈴薯 1901）  

 

［人ガ／ハ＋ヤラレル（タ）］文型では、補語に被害者が示され、動作主の動作

の内容、結果は示されない。（15）は被害の意味から見ると、①動作主あり（曲者）、

②受け手あり（間）、③損害あり（怪我）、となる。①から③の条件をすべて満たす

ので被害の用法である。  

 

３－７．G 補語が被害の原因や結果を表す文型 

⑪［病気・原因ニ＋ヤラレル（タ）］ 

（17）只で生える毛を銭を出して刈り込ませて、私は頭葢骨の上まで天然痘にやら

れましたよと吹聴する必要はあるまい。  

（夏目漱石  吾輩は猫である  1905-1906）  

（18）――するうち、肋膜炎にやられ、医師から、約二カ年間の座食を命ぜられ、

徹底的に文学書を熟読するの機会を得た。 （佐左木俊郎 簡略自伝 1930）  

 

⑫［病気・原因デ＋ヤラレル（タ）］ 

（19）しかし承知している最中に、突然急性胃カタールでどっとやられてしまった。  

（夏目漱石  満韓ところどころ  1909）  

（20）御母さんは肥ってるから剣呑だ、気を付けないと卒中で遣られるかも知れな

いと、安之助が始終心配するそうだけれども   （夏目漱石 門 1910）  

 

（17）から（20）の「天然痘」「肋膜炎」「胃カタール」「卒中」はヤラレタの原

因となるものであり、「病気に罹った」という結果でもある。被害の意味から見ると、

①動作主あり（病気）、②受け手あり、③損害あり、となる。①から③をすべて満た

すため、被害を表す文型だと考えられる。  

以上の結果を作品別・文型別にまとめ、用例数とともに示すと〈表 1〉になる。

表は縦軸に作品と年代、横軸に文型を並べた。文型は出現順に左→右に並べている。  
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〈表１〉ヤラレルの形式と用例数※ル形・タ形が対立するものはヤラレル（タ）で示す（左タ形、右ル形）。  

 

  

〈表 1〉から、以下のことがわかる。1600 年代に現れる A「～ト系」文型は、1700

年代までは見られるが 1800 年代になると用例が見られず、徐々に用いられなくなる。

1600 年代後半の A、B は①から③の条件を満たしておらず、被害を表さない。  

Ⅰ Ⅲ Ⅳ

両義的な例 意味化

中世後期まで 50
当世口まね笑（1681） 1

露新軽口はなし（1698） 1 1
露休置土産（1707） 1 2
軽口福蔵主（1716） 1 1
軽口機嫌囊（1728） 1
軽口扇の的（1762） 2 1

東海道中膝栗毛五篇追加（1806） 1

浮雲（1887） 1
にごりえ（1895）

金色夜叉（1897-1902） 1
千里駒後日譚（1899） 1
牛肉と馬鈴薯（1901） 1

幽霊塔（1901） 1
火の柱（1904） 1
倫敦塔（1904） 1

吾輩は猫である（1905-06） 6 2 1
坊ちゃん（1906） 3 1 1

坑夫（1907） 2 1 1
三四郎（1908） 1

満韓ところどころ（1909） 1
それから（1909） 1 1
永日小品（1909） 1

思い出す事など（1910） 1
門（1910） 1 1

千曲川のスケッチ（1911） 1
断橋（1911） 1

彼岸過迄（1912） 1
行人（1912-13） 2
岩石の間（1913） 1

毒薬を飲む女（1914） 1
こころ（1914） 1

出家とその弟子（1916） 1
海へ(1916-18） 1

学生時代（1918） 1
新生（1918-19） 1

仲間（1921） 1
お富の貞操（1922）

多情仏心（1922-23） 1 1
丘の上（1925） 1
氷河（1928） 1

幕末維新懐古談（1929） 1
夜明け前（1929-35） 1 1

労働者農民の国家とブルジョア地
主の国家（1932）

1

旅の絵（1933） 1
續プルウスト雜記（1933） 1

丹下左膳（1934） 1
長島の死（1934） 1
路傍の石（1937） 2 2 2 1

北支物情（1937-38） 1
大凶の籤（1939） 1

縮図（1941） 1 1 1
四月馬鹿（1946） 1 1
人間失格（1948） 1

我が人生観（1950） 1 1
野火（1952） 1 4 1

肌色の月（1957） 1
驢馬（1957） 1

パニック（1957） 2
巨人と玩具（1957） 1

飼育（1958） 1
帰郷（1962） 1

楡家の人びと（1963） 1 1 1
聖少女（1965） 1
黒い雨（1966） 2 1
塩狩峠（1968） 1 1

二十歳の原点（1971） 1
風に吹かれて（1972） 1

太郎物語　高校編（1973） 1 3
山本五十六（1977） 9 7

新源氏物語（1978－1979） 2 1
太郎物語　大学編（1979） 2 1

Ⅴ

　　　　　　　文型

作品（刊行年）

A 出来事が～トで引用される
「～ト」系

被害なし

　
～

ヘ
　
ヤ
ラ
レ
ル

（
タ

）

Ⅱ

B 動作主の動作・状態・手段
を表す

　
③
～

ト
～

デ
ヤ
ラ
レ
タ

　
②
～

ト
～

ヲ
ヤ
ラ
レ
タ

　
①
～

ト
ヤ
ラ
レ
タ

　
④
～

ヲ
ヤ
ラ
レ
ル

（
タ

）

　
⑤
～

デ
ヤ
ラ
レ
ル

受身

尊敬

被害あり

D　補語
なし

　
⑦
ヤ
ラ
レ
タ

　
⑫
病
気
・
原
因
デ
ヤ
ラ
レ
ル

（
タ

）

F　被害者が示され
る

G　原因・結果を表す

　
⑥
～

デ
～

ニ
ヤ
ラ
レ
ル

　
⑧
身
体
部
位
ヲ
ヤ
ラ
レ
ル

（
タ

）

　
⑨
身
体
部
位
ガ
ヤ
ラ
レ
ル

（
タ

）

　
⑩
人
ガ
／
ハ
ヤ
ラ
レ
ル

（
タ

）

　
⑪
病
気
・
原
因
ニ
ヤ
ラ
レ
ル

（
タ

）

C　動作主の
行為／受け
手の動作の
結果を表す

E　被害場所が示される
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1800 年代初頭の C は、①②を満たし、③は動作主の行為と見れば損害なし、受け

手側から見れば損害あり、となる。両方の意味にとることができる中間的な例と考

えられる。  

1800 年代後半に出現した D の［ヤラレタ］文型は、動作の内容・結果を表す補語

をとらないが、被害の条件は満たしている。ヤラレタのみで被害を表すようになっ

たと考えられる。〈表 1〉を見ると、元々、ヤルにレル（ラレル）が付いたものであ

ったが（中世後期まで）、A「～ト系」文型によって、出来事が引用される文型とな

り、B によって、動作主の動作・状態・手段を表す文型となった。さらに C によっ

て動作主の行為にも受け手の被害にも両方にとられるようになってきた。こうした

ことを踏まえて、D の補語がないヤラレタ文型が出現したと考えられる。D は、1800

年代後半の出現後、他の文型よりも用例数が多く、頻繁に使われていることがわか

る。補語なしのヤラレタのみで、被害の用法を持つようになり、頻繁に用いられる

ことにより、ヤラレタに被害の意味が焼き付いたと考えられる。  

ヤラレタ形式に被害の意味が定着したため、1800 年代後半～1900 年代初頭に出

現した E、F では、被害の対象（「人」「身体部位」など）が示されるようになった。

さらに、1900 年代初頭以降は、補語に「原因・病気」という名詞が当てはまり、動

作主が人ではない場合にも用いられるようになっている。  

 

４．ヤラレル（タ）の変遷 

ヤラレル（タ）の用法の歴史的変遷を見ると、その段階は 5 段階に分けられる。 

Ⅰ段階は、中世末までの例が該当する。ヤルは「おくる」の意味であり、その受

身形や尊敬形で「人が場所におくられる」意を表す。Ⅰ段階は、被害の意味はない。  

Ⅱ段階では、ヤルの「おし進める」意に対応し、ヤラレル形式で「おし進められ

る」意を表す。文型は A（～ト系）、B の文型が該当する。Ⅱ段階は①動作主あり、

②受け手なし、③損害なし、であり、被害の意味はない。しかし、補語の内容に被

害の内容が表されており、これが次の C や D の用法を生じさせる元となったと考え

られる。A の「～ト」部分がなくなれば、即座に D になるのである。  

Ⅱ段階がヤルの「おし進める」意に対応すると考える理由は次のとおりである。

ヤルの意味用法と史的変遷について、豊田（2012）において考察した。ヤルの用法

の変遷上で、1400 年代から 1600 年代には次のような用例がある。  

 

（21）端和將タリ二河内ニ一羗瘣
クワイ

伐ツレ趙ヲ端和圍二邯鄲城ヲ一  

古本ニハ、羗瘣ノ下ニ、伐趙ト云趙ノ字ハナウテ、伐字ヲハ代ト作ルソ。サル

ホトニ、羗瘣代リテ二端和一圍二邯鄲城ヲ一ト讀タソ。（略）又下ニ端和圍邯鄲城



139 

 

ト云モ、アワイニ、モノカハサマリタ樣テ、順ニハナイソ。理ヲヤラハ、イキ

ハセウスレトモ、穩ニハナイソ。       （史記抄  秦始皇本紀  1477） 

 

（21）は「理屈を無理に通す」という意であり、ヤルは「主体の思うままにおし

進める」ことを表していると考えられる。ヤルが中世後期から「主体の思い通りに

物事を進める」ことを表していたことから、ヤラレタ形で動作主から「思い通りに

進められる」ことを表すと考えられる。したがって、1600～1700 年代の A、B の文

型は、1400 年代から用いられていた「主体の思いどおり物事をおし進める」意の受

身形であると考えられる。ただし、A は「～ト」部分に被害の内容が示されており、

この点はヤラレタのみで被害を表すようになる前段階となっていると思われる。つ

まりヤラレタ部分は前時代と同じようにヤルにレル（ラレル）が付いたものだが、

その補語に違いがあるということである。  

Ⅲ段階は C の文型が該当する。この文型は補語部分を動作主の行為とみると被害

の意味はないが受け手の状態とみると被害の意味がある。A、B と D の間の中間的

な例と考えられる。  

Ⅳ段階は、1800 年代後半に出現した D の文型が該当する。A（～ト系）の引用部

分がなくなると D が生じる。また、用例数が多く、頻繁に用いられた文型だと考え

られる。ヤラレタに被害の意味が焼き付き、補語をとらなくても被害の意味を表す

ようになったのが D と考えられる。ヤラレル（タ）が被害の意味を獲得するために

は、この D の成立が最も重要であると考えられる。  

次に、Ⅴ段階は、E、F、G の文型が該当する。被害の条件①から③をすべて満た

す。Ⅳ段階でヤラレタ形式に被害の意味が焼き付いたことから、Ⅴ段階では被害の

対象が示されるようになった。  

Ⅴ段階の被害を表す用法は本動詞ヤルにレル（ラレル）が付いてできた用法では

なく､D でヤラレタに被害の意味が焼き付いたことから生じた用法だと考える。その

理由は次の２つである。まず、以下の被害を表す受動文には、対応する能動文がな

い。1800 年代後半以降に出現した E、F、G の文型には次のような例がある。  

 

（17 再掲）私は頭葢骨の上まで天然痘にやられましたよと吹聴する必要はあるまい。 

（夏目漱石  吾輩は猫である  1905-1906）  

（22）「まずそんなことです。……実は僕、或少女に懸想したことがあります」と岡

本は真面目で語り出した。（略）  

「（略）眼は少し眠むいような風の、パチリとはしないが物思に沈んでるとい

う気味があるこの眼に愛嬌を含めて凝然と睇視られるなら大概の鉄腸漢も軟
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化しますなア。ところで僕は容易にやられて了ったのです。  

（国木田独歩  牛肉と馬鈴薯  1901）  

（23）「人が中気すると、右か左か、どっちかをやられると聞いてるが、俺は右の方

をやられた。             （島崎藤村  夜明け前  1929-1935）  

 

（17）（22）（23）をそれぞれ能動文にすると、「天然痘は私をやった」、「少女の

様子は容易に僕をやった」、「中気は俺の右の方をやった」となる。以上の（17）（22）

（23）の能動文は、動作主が人ではなく人の様子や病気であるため、能動文にする

と不自然である。つまり、対応する能動文が認められないことになる。受動文に対

応する能動文がないということは、これらのヤラレル（タ）が本動詞ヤルにレルが

付加された形式ではなく、ヤラレル（タ）全体で１つの固定された形式として用い

られていることを示している。したがって、Ⅴ段階はヤラレル（タ）形式全体で、

被害という用法を独自に変遷させたと考えられる。  

2 つ目の理由は、被害を表す［人ガヤラレタ］は「人ヲヤル（ヤッタ）」よりも先

に出現していることである。［人ガヤラレル］は次の（15）の例が初出であるのに対

し、［～ガ人ヲヤル］という形式で加害を表すものは次の例（24）が初出である。  

 

（15 再掲）「ああ、さうですか、間が遣られたのですか」  

「ああ、間が可哀さうにねえ、取んだ災難で、大怪我をしたのだよ」  

（尾崎紅葉  金色夜叉  1897-1902）  

（24）「昨日は美しいのをやったなぁ」と髯が惜しそうにいう。  

「いや顔は美しいが頸の骨は馬鹿に堅い女だった。御蔭でこの通り刃が一分ば

かりかけた」                （夏目漱石  倫敦塔  1904）  

 

（24）の「人ヲヤル」形式よりも、わずかではあるが、先に（15）の「人ガヤラ

レル」形式が出現している。これは［人ガヤラレル］が［～ガ人ヲヤル］に対応し

て生じた受身形ではないことを示していると考えられる。  

以上のヤラレル（タ）の用法の変遷とヤルの用法との関連は〈表 2〉のように図

示できる。  
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結論 

 

動詞ヤルに関する先行研究は、授受表現としての研究とスルと類義関係を結ぶ用

法の研究がある。授受表現研究では、さらに次の 2 つに分けられる。  

①授受表現体系に位置づけ、他の授受動詞クレル、モラウなどとの関連について述

べられている研究（奥津敬一郎 1986、森田良行 2005）。  

②歴史的変遷からヤル・クレルの関係を述べた研究（古川俊雄 1995、日高水穂 2007）。 

一方、スルと類義関係を結ぶ用法の先行研究については、森田良行（1989）、神

田靖子（1987）、中本正智（1986）、大塚望（1999）などが挙げられる。  

 森田良行（1989）は、「～をやる」文型において、「ヲ」格に立つ語は行為を表わ

す名詞であるとし、さらにその名詞は「意志的な動作・行為によって成立する状況

に限られる」と指摘した。  

 神田靖子（1987）は、一般的に行為することを表わす場合、ヤルはスルと置き換

えられるが、ヤルは動作性が強く、その動作を行う意志が感じられると指摘した。  

 中本正智（1986）では、ヤルとスルは、ある事を行う意を表わす場合、類義の関

係を結ぶと指摘した。その上で、ヤルは意志的な行為に限って用いられると指摘し

た。  

 大塚望（1999）では、ヤルとスルのとるヲ格名詞に動作性名詞ではなく、非動作

性名詞をとる場合について、ヤルとスルの機能動詞としての用法を考察している。

結果として非動作性名詞をとる場合、ヤルは機能動詞から実質動詞まで、広い用法

を持つことを指摘した。  

以上の研究を見てみると、現代語において、ヤルはスルより「意志的な動作に用

いられる」「動作性が強い」などの指摘がある。  

歴史的観点からスルとヤルの用法を記述している日野資純（1998）では、スルは

抽象的な行動を示し、ヤルは具体的な行動をその場で行うことを示すと指摘した。  

堀口和吉（1984）は、近世期の用法をその一からその六に分類した。さらに「コ

トをやる」用法の成立を促したのは、第一に「性行為をやる」の用法、第二に「事

ヲ思イドオリニ運ブ・ウマク処理スル」意の「してやる」の省略形、第三に「語ル」

ことにいう「やる」の用法から発展した諸用法と考えられると結論づけた。  

いずれの先行研究も、授受表現のヤルとスルに似た用法のヤルについて、通時的

に各用法を述べた研究はない。  

本論文は、ヤルが初めにどのような意味用法を持ち、どのように意味用法を広げ
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ていったのかを、具体例をもって通時的に明らかにしたものである。  

 

１．ヤルの意味用法の変遷と機能動詞化  

本論第 1 章では、700 年代から 1900 年代の資料を調査し、ヤルの意味用法の変遷

を述べた。ヤルは新しい用法を獲得していくとともに、補語の内容を少しずつ変化

させながら、意味用法を広げていった。以下に示すのは、補語の内容の変化をまと

めたものである。  

 

〈表 1〉補語の内容の変化  

 

また、ヤルが〈表 1〉のように意味用法を展開させていく段階は、ⅠからⅥに分

けられる。その段階を示すと、次の〈表 2〉ようになる。  

 

補語の具体例 補語の内容

A
我が背子、我が背な、我子、使ひ、君、濡れ衣、手巻の玉、初花、梅の花、黄
葉、つと

具体名詞（二項）

B 使ひ、間使ひ、家づと、言伝て、文、歌 具体名詞（一項）

C 片思、心、思ひ、 心・思い（一項）

D 宮に行く児、わが人、かぐや姫、人、君、侍ども、せな 人（一項）

E この車、車、檳榔毛、御車、女房車、牛、船、駕籠、輿 車（＋様子）

理、番かへ、かへ、次第、類、義理、はか、 名詞（道筋）

（くわつと）物の理の滞つてある（こと）、（すいと・ぶんと）放屁、（つけ
ざしを）ずつと、（手を帯際へ）ずつと、（句の説明を）ずんずん、（重右衛
門を）ぐっと

進行の様子

G 失言、高いびき、髪を剃ること 迷惑行為（ヤラル・ヤラレル形式）

H 味、贅（盛）、花、おつ、無慈悲、わるい推 名詞（粋・通）

I 小室節、（一）盃、（一）杯、俳諧、創作 数量詞（一）＋遊びごと・嗜好品

J
謡で、小便で、年号で、理屈で、軍法で、鉦斗で、車輪で（演技する）、京談
で、狐拳で、拍子で、能掛で、純粋の大阪弁で

手段・方法

K

騒動、小便、つかいの帰りがおそいこと、お願いすること、入水、風呂の底、
大騒ぎ、乱飛乱外、侍るだらけの文章、無慈悲、剃刀、腹鉄炮、水車、混成酒
の攻撃、ブランデイの隠飲み、見た事の無い遊び、豪興、遠吠え、占い、大狼
狽、雨夜の品定め、大失敗、孤児の世話、立飲み、剛健党の仲間入り、（体
の）流しくら、とんでもない勧誘、悪戯、含嗽、酷評、稽古、無駄死、無言の
問答、下品な委託販売、回れ右、甕の中でふちをひっかくこと、小細工、失策

動作名詞（問題事）

L

色科、小笠原（行儀作法）、声色、梶原源太（役者名）、芸能、ゑど役者、琴
三線鼓弓、宮芝居の女形、浪花節、こんな職、歌の文句、俳句、ハイカラ、合
奏会、近松の心中物、大会

動作名詞（芸ごと・遊びごと）

M

いいぐさ（でたらめに）、出産準備（こっそりと）、むやみ、高利貸、女を成
敗、禁止されていること、枝移り、唱歌、殺人、苦沙弥（無遠慮に）、何年何
月何日（ずっと言う様子）、村鍛冶、嫌なもの、そんな事、無分別、江戸に残
ると云う取り計

活動（行為が問題事）

N 演じること、たくらみ、老先生を甘く説くこと、誤魔化し ウマクヤル（ヤッタ）

O 間（人名）、人、前任者 人（被害・ヤラレル形式）

P 鰻擬、茶碗酒、煙草、酒、柿 飲食（嗜好品）

Q

やる所までやる、一人でもやる、極端まで行る、喧嘩を相撲取とでもやる、餅
の魔が落るまでやる、何でも（一心不乱に）、一心専念に、雑貨商（盛大
に）、何か（一生懸命に）、催し（賑やかに）、朗読会、運動

デモ／マデ＋ヤル
一生懸命ニ＋ヤル

R 学校、志願兵、授業、開校式、消極論、柔術 活動（授業など）

S 天然痘 病気（ヤラレル形式）

F
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〈表 2〉ヤルの文型と用法  

 

以上の各段階をまとめてみると以下のようになる。  

Ⅰ段階のヤルは対象物の移動を表わしていた。［700 年代～900 年代に出現］ 

具体名詞を補語にとる。補語が「人」「物」「心」の場合、主体からの分離を表わ

す。具体例は以下のとおりである。  

 

（1）我が背子を 大和へ遣ると さ夜ふけて 暁露に 我が立ち濡れし  

（万葉集・巻 2・105）  

（2）あぶり干す 人もあれやも 濡れ衣を 家には遣らな 旅のしるしに  

（万葉集・巻 9・1688）  

（3）海神の 手巻の玉を 家づとに 妹に遣らむと 拾ひ取り 袖には入れて 返

し遣る 使ひなければ 持てれども 験をなみと また置きつるかも  

（万葉集・巻 15・3627）  

（4）夜光る 玉といふとも 酒飲みて 心を遣るに あに及かめやも  

（万葉集・巻 3・346）  

（5）うちひさす 宮に行く児を まかなしみ 留むれば苦し 遣ればすべなし  

（万葉集・巻 4・532）  

（6）明け暮れ見慣れたるかぐや姫をやりて、いかが思ふべき    （竹取物語） 

 

補語が「車」の場合、主体と帯同し、「進ませる」ことを表わす。（1）から（4）

と共通するのは、対象の移動を表わすことである。  

 

（7）「いますこし、とやれ、かくやれ」といひつつ、この車をやらせつ。  

（大和物語 第 148 段）  

（8）また、かならず来べき人のもとに、車をやりて待つに、来る音すれば、  

「さななり」  

段階 時期 文型 補語

Ⅰ〈対象の移動〉 上代以降 A、B、C、D、E 人、物、心、車など

Ⅱ〈物事の進行〉 中世後期 F、N 理、次第、番かへなど

内から外への
移動

Ⅲ〈主体の態度・能力の表出〉 近世初・中期 H、I、J 味、花、芸能事など

動き・状態変
化無し

Ⅴ〈抽象的事柄を述べる〉 近代以降 Q、R
やるところまでやる、一心不
乱にやるなど

騒動、大乱、大騒ぎ
食べ物、酒・煙草（嗜好品）
など

Ⅳ〈行為を表わす〉 近世中期以降 K、L、M、P

動詞の意味

移動有り

移動無し

動き・状態変
化有り

起点・方向の
移動
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と、人々出でて見るに               （枕草子 第 22 段）  

 Ⅰ段階では補語に何をとるかによってヤルの意味が決まる。  

 

Ⅱ段階のヤルは物事の進行を表わしていた。［1400 年代に出現］ 

Ⅰ段階から「移動」や「（車を）進ませる」という意味が抽出されたことにより

Ⅱが生じる。主体と帯同して進行していく「車を進ませる」という意味から、「物事

を進ませる・進行する」という意味を表わすことが可能となった。具体例は次のと

おりである。  

 

（9）端和將タリ二河内ニ一羗瘣
クワイ

伐ッレ趙ヲ端和圍二邯鄲城ヲ一  

    古本ニハ、羗瘣ノ下ニ、伐趙ト云趙ノ字ハナウテ、伐字ヲハ代ト作ルソ。サル

ホトニ、羗瘣代リテ二端和一圍二邯鄲城ヲ一ト讀タソ。（略）羗瘣カ代端和圍邯鄲

ト云タハ、文勢カ順ナソ。此本ノ如ナラハ、端和將河内ト云テ、羗瘣伐レ趙ト

云モ、ツゝカヌ様ナソ。又下ニ端和圍邯鄲城ト云モ、アワイニ、モノカハサマ

リタ樣テ、順ニハナイソ。理ヲヤラハ、イキハセウスレトモ、穩ニハナイソ。 

（史記抄 秦始皇本紀 1477）  

（10）伐柯伐柯。其則不遠。我覯之子。籩豆有踐。  

我―之子とは周公をさいたぞ。籩は竹でした禮の器ぞ。果子をもるぞ。豆は

木でした器ぞ。しゝびしほをもるぞ。踐はうつは物を、次第をやつて、もり

ならべたなりぞ。              （毛詩抄 巻第 8 1535 頃）  

（11）濟濟蹌蹌。絜爾牛羊。以往烝嘗、或剝或亨。或肆或将。祝祭于祊。祀事孔明。

先祖是皇。神保是饗。孝孫有慶。報以介福。万寿無疆。  

濟々―毛義には、是は古の明王の時に祭をたすけたぞ。（中略）牛をば司徒の

官が引て出て 奉
タテマツル

。羊をば司馬の官が奉ぞ。のこり六牲をば有司がするぞ。

剝は庖丁する者ぞ。亨は、に
煮

つなどする物ぞ。肆は、牙と云者に、肉をつらね

たてゝをくを云ぞ。将はとゝのうる心ぞ。牙
ゲ

にかけた肉を、それ／＼゛にかけ

わけて、類をやつてかけわけてをくを、ひとしうすると云ぞ。鄭は二を見かへ

たぞ。                                 （毛詩抄 巻第 13 1535 頃）  

 

 

Ⅱは補語が動作性を持たない抽象名詞である。抽象名詞で示される物事を、順番

どおり・段階をふんで「主体の思い通りに物事を進ませる」用法である。対象とな

る名詞の「理」は、理屈を通すために順序よく進められるものと考えることができ

る。また、「次第」は「段階を踏んで進められるもの」であり、これも順序よく進め
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られるものと考えることができる。Ⅱ段階での動作性を持たない抽象名詞は、ヤル

によって「おし進めることができる名詞」である。  

Ⅱ段階の「車ヲヤル」は「車」という具体名詞を補語にとり、ヤルは「進める」

意を表わしていた。Ⅲ段階の「抽象名詞＋ヤル」の場合も、同じように「進める・

進行する」ことを表わす。ヤルが「対象を進める」という実質的な意味を生じさせ

たことによって、動作性を持たない抽象名詞を補語にとることができるようになっ

たと考えられる。  

 

Ⅲ段階のヤルは主体の態度・能力の表出を表わしていた。［1600 年代～1700 年代に

出現］ 

Ⅱ段階から「主体の思い通り」の意味が抽出されることからⅢが生じる。Ⅲ段階

では物事に対してではなく「人の振る舞い・態度」に対して用いられるようになり、

態度や能力を表に出すことが表わされる。Ⅲの〈態度・能力の表出〉には、Ⅱから

抽出された「思い通りに」という意味があるため、周囲を気にせずに主体の思うま

まに行動することが表わされる。具体例は次のとおりである。  

 

（12）老いたる姿をかづかず、白き帷子に黒き帯のむすびめを当風にあぢはやれど

も                   （好色五人女 巻 2 1686）  

（13）其時の若男、六原流とて是をまなびぬ。よく内証知りしもののいへるは、「宗

州も今大臣顔したまへ共、あれはもと清水坂の傘張の息子なり。いらざる盛

をやつて無用の奢、追付内証は、ない大臣となつて、つゐには八島の破れ口

にあはるべし」。         （けいせい色三味線 大坂之巻 1701） 

（14）雪のふりつもりたる朝、にハのけしきを見れハ、いろはを雪にかきたり。（略）

主人聞、ふゝ扨ハ太郎がかいたか。せうべんで此くらゐにやつたらハ、こん

どハ能筆にならふ。きつい了簡の。        （露休置土産 巻 5 1707） 

 

Ⅳ段階のヤルは機能動詞用法を表わしていた。［1700 年代に出現］ 

Ⅳの段階では動作名詞を補語にとる。実質的な意味は動作名詞が担っていると考

えられる。具体例は次のとおりである。  

 

（15）とかく花／＼゛しき諠誮をして、郭注を大きに騒動やらせねば、大勢混乱い

たしませぬ。           （けいせい伝受紙子 三之巻 1710） 

（16）まおとこをしたとて大乱をやる故、隣の亭主聞かね、何事でござるといふて

来たれば、内ノてい主イヤ、かゝアめがあの男と密通しました（口拍子 1773） 
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（17）いんきよ「ハヽアきこへたことがあるわいの。今そつちやのお方がくらがり

でしびんとまちがへて、このなかへ小用
せうよう

しこみやさんせんかいの。度ふもせ

うようくさいとおもふたが、コリヤおまい、そじやさかい、のまんのじやあ

ろぞい 北八「ソリヤしれやせん。桑名のわたしでも、此人が船の中で小便

して、大さはぎをやりやした。        （東海道中膝栗毛 6 篇上 1807） 

 

 1700 年代のヤルがとる動作名詞には、「問題事・通常ではないこと・芸事」とい

う特徴がある。動作名詞をとることによって、機能動詞の用法を持つようになった

と考えられるが、まだ補語の取り方には制限があることを示している。  

 しかし、1800 年代に入ると、補語自体に「問題事」などの制限があるのではなく、

修飾語に「問題事」が示される例が出現している。  

 

（18）【トそでをひかれてきた八すこしうかれがきて】「いかさま、見物が多いとは

りやいがある まゝよ源太におれがならふ。そのかはり、いひぐさは出たら

めにやるがいゝか           （東海道中膝栗毛 7 篇下 1808） 

（19）弥次「ヱヽそいつはこまつたものだ。コレ／＼きた八、手めへ子を産女の手

伝をした事はねへか 北八「ナニとんだことを。（略） 弥次「イヤ／＼ちつ

と訳があつて、隣へもさたなしに、こつそりとやりてへ。  

（東海道中膝栗毛発端 1814）  

（20）作「（略）ハツト思ふて能うみたれば、ゑらふ綿の入た錦の夜着がナ、蒲団の

裾の方に有たはい。私又わるい推を遣てナ、娼妓の衣装を積だのぢやと思ふ

たはいのハヽヽヽヽヽ       （柳髪新話浮世床 初編巻之中 1813） 

 

 この時点で、ヤルは「補語に問題事が当てはまる」という制限から解放されてい

ると考えられる。（20）の「わるい推を遣て」は、「下手な推量をして」という意味

である。「推する」というサ変動詞があるため、「推をヤル」は「推する」に対応す

る機能動詞であると考えられる。  

サ変動詞に対応する機能動詞ヤルが出現していることと、「補語に問題事が当て

はまる」という制限から解放されたことを踏まえると、スルと似た用法は 1800 年代

に出現したとみることができると思われる。  

1900 年代になると補語の内容が「困難なこと・身を入れて行うこと」となる。  

 

（21）当人にもう一遍学校を遣りたい希望が有るンだそうだから、学校へでも通わ

せて置くなんぞはどうだというのだ。    （二葉亭四迷 其面影 1906） 
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（22）「（略）授業はやります、一晩位寐なくって、授業が出来ない位なら、頂戴し

た月給を学校の方へ割戻します」     （夏目漱石 坊っちゃん 1906） 

（23）おれは序でだから、君の腕は強そうだな柔術でもやるかと聞いてみた。  

（夏目漱石 坊っちゃん 1906）  

 

Ⅴ段階のヤルは抽象的な事柄を述べることを表わしていた。［1900 年代に出現］ 

 Ⅴ段階は、「動作名詞ヲ＋ヤル」という文型をとらず、抽象的な事柄を述べる用法

である。  

 

（24）昨日も恰度そんな事を考えながら歩いて、つまる処がペンキの看板かきにな

ろうが稲荷や八幡様の奉納絵を画こうが関わない、やる処までやると決心し

たからには、                （国木田独歩 郊外 1900） 

（25）僕はその時大に反対した、君止すなら止せ、僕は一人でもやると力味んだ。  

（国木田独歩 牛肉と馬鈴薯 1901）  

（26）勿論これは君の性分にも依るだろう、併しそれは何方でも宜い、兎も角一心

専念にやって居るという事が僕は君の今日成功して居る所以だと信ずる  

（国木田独歩 郊外 1900）  

（27）六百円を三に割って一年に二百円ずつ使えば三年間は勉強が出来る。三年間

一生懸命にやれば何か出来る。       （夏目漱石 坊っちゃん 1906） 

 

 ヤルが機能動詞として働くとき、動作名詞はヤルの対象となるのでヲ格をとる。

また、ヤルが機能動詞であれば、ヤルの実質的な意味は取り出しにくく、結合する

動作名詞を必要とする。したがって、Ⅴ段階は機能動詞の用法とは異なる用法であ

ると思われる。  

 

先行研究では、ヤルは「意志的な動作・行為によって成立する状況に限られる（森

田 1989）」「動作性が強くその動作を行う意志が感じられる（神田 1987）」「行為は意

志的なものに用いられる（中本 1986）」「意志を持って取り組むもの（星野 1998）」

のように、スルよりも「意志性」があるということが指摘されている。  

ヤルの意味用法の歴史的変遷を見ていくと、その要因と呼べるものは、1400 年代

に出現した「主体の思いどおりにおし進める」意であると思われる。  

Ⅲ段階では、「主体の思い通りおし進める」ということが表わされる。Ⅳ段階で

は動作名詞をとり、「問題事」を表わす補語をとるようになる。Ⅳの初出例は、次の

（28）である。  
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（28）とかく花／＼゛しき諠誮をして、郭注を大きに騒動やらせねば、大勢混乱い

たしませぬ。            （けいせい伝受紙子 三之巻 1710） 

 

 （28）では「郭の中を騒動させて、混乱させる」場面で用いられている。わざと

騒動を起こさせるということである。（28）では「主体の思いどおりに騒動をおこさ

せる（＝騒動という事態へすすませる）」という「主体の思いどおりに」という意味

が表わされていると思われる。  

1900 年代に入ると、同じく機能動詞用法の補語に、授業などの活動が対象となる。

また、次の例のように限界までなにかを行うという意味で「デモ／マデ＋ヤル」（29）、

「一生懸命ニ＋ヤル」（30）という形式について考えてみたい。  

 

（29）a 昨日も恰度そんな事を考えながら歩いて、つまる処がペンキの看板かきに

なろうが稲荷や八幡様の奉納絵を画こうが関わない、やる処までやると決

心したからには、             （国木田独歩 郊外 1900）  

b 僕はその時大に反対した、君止すなら止せ、僕は一人でもやると力味んだ。  

（国木田独歩 牛肉と馬鈴薯 1901）  

（30）a 勿論これは君の性分にも依るだろう、併しそれは何方でも宜い、兎も角一

心専念にやって居るという事が僕は君の今日成功して居る所以だと信ずる  

（国木田独歩 郊外 1900）  

b 六百円を三に割って一年に二百円ずつ使えば三年間は勉強が出来る。三年

間一生懸命にやれば何か出来る。    （夏目漱石 坊っちゃん 1906）  

 

 （29）（30）で示した例や、授業などの活動は、「困難なこと」や「身を入れて行

うこと」という点に特徴がある。「困難なこと」「身を入れて行うこと」は、主体の

意志をもって行われることであると考えられる。  

ヤルの用法には、機能動詞化していく用法がある。上記の例（28）（29）（30）を

見ると、ヤルは「意志性」を持つ動詞であると言える。ヤルが「意志性」を持つの

は、もともと「主体の思いどおりに」という意味があったことが影響したと考えら

れる。  

ヤルは「（物事を）進ませる」という実質的意味を希薄化させたとしても、「主体

の思いどおりに」という意味を保持したままだったのではないだろうか。「主体の思

いどおりに」という意味が残ったということは、この意味が、ヤルが持つ根幹の意

味であったと考えられるであろう。  
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２．テヤルの文法化  

 本論第 3 章では、テヤルの意味用法の歴史的変遷を記述し、補助動詞テヤルをⅠ

からⅣに分類した。具体例とともに以下に示す。  

 

Ⅰ：V の動作が相手に直接に及ぶことを表わす。結果的に恩恵になる。［1600 年代

に出現］  

（31）（太郎冠者）今せいばひ
（ 成  敗 ）

する事むごひ事なれども、身にはかへ
（ 代 ）

られぬ所で、

れうけん
（ 料  簡 ）

もなひ、とてもたすくる事はなるまひ、尋常に覚悟をさしめ、跡を

念 比
（ねんごろ）

にとふらふてやらふぞ  （虎明本狂言 大名狂言類 ぶあく 1642）  

Ⅱ：V の動作が相手に直接に及ぶことを表わす。結果的に非恩恵になる。［1600 年

代に出現］  

（32）（舅）いやわごりよはなぜに身共にどろをかけた （聟）かけ
（ 掛 ）

うとはおも
（ 思 ）

はな

んだれ共、かゝつたらはおこら
（ 堪 ）

やれ」 （舅）こらへひとはきこ
（ 聞 ）

えぬ、かけ

てよひ物ならばかけてやらう 《と云て又かくる》 （聟）是はいかな事、

身共はけがにかけたれは、そなたはわざとおかきやる、かけどくならは身ど

もゝかけてやらふ      （虎明本狂言 聟類山伏類 水掛聟 1642）  

Ⅲ：V の動作が相手に直接に影響せず、主体が一人で行う動作であり、決意表明を

表わす。［1800 年代に出現］  

（33）弥次「ヲヽサ辺
へ ん

栗
ぐ り

やの与太九郎か 北八「ソレ／＼、そいつが所へ尋
た づ

ねてい

つて、酒
さ け

でも呑
の ん

でやろふじやアねへか  （東海道中膝栗毛 七篇下 1808） 

Ⅳ：V の動作が相手に直接に影響せず、主体が一人で一般的に好ましくない動作を

行うことを表わす。［1900 年代に出現］  

（34）向うの云い条が尤もなら、明日にでも辞職してやる。  

 （夏目漱石 坊っちゃん 1906）  

 

先行研究では、補助動詞テヤルは本動詞ヤルの授与の意味から生じたとされてい

る。しかし、授与の意味は次のように中古にすでにあった。  

 

（35）日高う大殿籠り起きて、文やりたまふに、書くべき言葉も例ならねば、筆う

ち置きつつすさびゐたまへり。をかしき絵などをやりたまふ。  

（源氏物語 若紫）  

授与は、物の所有権が人から人へ移るとされる。（35）であれば「をかしき絵」

の所有権が源氏から若紫へ移ると考えてよい。したがって、授与の意味であると考
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えられる。  

テヤルの歴史的変遷を見ていくと、補助動詞テヤルは 1600 年代になってから出

現することがわかった。授与の意味から補助動詞テヤルが生じたとすると、もっと

早い段階で補助動詞テヤルが生じてもいいはずである。  

そこで第 3 章では、中世後期に本動詞ヤルがもっていた「主体の思いどおりに物

事をおしすすめる」意に注目した。補助動詞が出現した時期や、Ⅲの用法（「優勝し

てやる」など）の主体の決意表明を表わす用法があることを考えると、補助動詞テ

ヤルは授与からではなく「主体の思いどおりに物事をおしすすめる」ことから影響

されて生じたものと考えることができるのである。  

したがって、「恩恵・利益」「非恩恵・不利益」というのは、動作の相手にとって

前項動詞が利益か不利益かということが結果的に示されるだけである。テヤルの本

質的な意味は「主体の思いどおりに前項動詞の動作をすすめる」ことである。  

このような展開を経てテヤルは文法化した。そして、現代語では「沈んでやる」

「落ちてやる」など、無意志的な自動詞にも付き、その自動詞を意志化する用法を

持つまでになる。  

以上のように、テヤルが文法化する際には「主体の思いどおりに」ということを

意味していた本動詞ヤルの影響があった。そこから「意志性」の部分に特化した文

法形式として成立したと考えられる。  

３．ヤラレル／ヤラレタの独自的発展  

 ヤルの意味用法の展開において、ヤラレル／ヤラレタ形式の用例が見られた。本

論第 4 章では、ヤラレル／ヤラレタ形式の意味用法の変遷を記述し、ヤルとは別の

独自的な発展を遂げたことを指摘した。第 4 章では、近世期以降のヤラレル（タ）

の文型を、A 出来事が～トで引用される文型、B 補語が動作主の動作・状態・手段

を表す文型、C 補語が動作主の行為と受け手の状態（被害）を表す文型、D 補語が

ない文型、E 補語に被害の場所が示される文型、F 補語に被害者が示される文型  

G 補語が被害の原因や結果を表す文型に分けた。  

 また、ヤラレル（タ）の変遷は 5 段階に分けることができる。ヤルとヤラレルの

用法の変遷をまとめると〈表 3〉のようになる。  
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Ⅲ段階は C の文型が該当する。この文型は補語部分を動作主の行為とみると被害

の意味はないが受け手の状態とみると被害の意味がある。A、B と D の間の中間的

な例と考えられる。  

（38）かみゆひ「おまいさかぞりはおきらひかな 北八「ヱヽ其剃刀
かみそり

で、逆剃
さかぞり

にや

られてたまるものか。あたまの皮
かは

がむけるだろう。  

（東海道中膝栗毛 5 篇追加 1806）  

Ⅳ段階は、1800 年代後半に出現した D の文型が該当する。用例数が多く、頻繁に

用いられた文型だと考えられる。ヤラレタに被害の意味が焼き付き、補語をとらな

くても被害の意味を表すようになったのが D と考えられる。  

（39）「モウそ……それッきりかネ」  

 ト覚えず取外して云って、我ながら我音声の変ッているのに吃驚した。  

「何が」 

またやられた。 （二葉亭四迷  浮雲  1887）  

Ⅴ段階は、E、F、G の文型が該当する。①動作主あり、②受け手あり、③損害あ

りとなる。Ⅳ段階でヤラレタ形式に被害の意味が焼き付いたことから、Ⅴ段階では

被害の対象が示されるようになった。  

（40）a おやと驚く途端に又ちくりと刺した。これは大変だと漸く気が附きがけに、

飛び上る程劇しく股の辺を遣られた。      （夏目漱石  坑夫  1907）  

b「ああ、さうですか、間が遣られたのですか」（尾崎紅葉  金色夜叉  1897-1902）  

c 只で生える毛を銭を出して刈り込ませて、私は頭葢骨の上まで天然痘にやら

れましたよと吹聴する必要はあるまい。  

（夏目漱石  吾輩は猫である  1905-1906）  

また、被害を表す受動文に対応する能動文がないことから、Ⅴ段階の被害を表す

用法は本動詞ヤルにレル（ラレル）が付いてできた用法ではなく､D でヤラレタに被

害の意味が焼き付いたことから生じた用法であると結論づけた。  
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４．おわりに  

本動詞ヤルと補助動詞テヤルについては、「意志性を持つ」文法形式であると結

論できる。ヤルは「主体の思いどおりに物事をおしすすめる」意を根幹の意味とし

て様々な用法に影響したと考えられる。  

ヤラレル／ヤラレタ形式は 1900 年代の用法から、ヤルとは異なる独自的展開を

して「被害」を表わすようになっている。  

 

なお、近世後期頃には次のような例がある。  

 

（42）爰
こゝ

は一
いち

ばん柔和忍辱で、戒名
けへみやう

を最
も

ちつとまけてサ、院号
ゐんがう

がならざァ、せめて

最
もう

二
に

字
じ

足
たし

てくんなせへト、質屋
し ち や

の番頭
ばんとう

をくどく様
やう

にやりやァがつたら、和尚め

むつとしたさうで、柔和忍辱とむせうに云はつしやるが、柔和忍辱
に う わ に ん に く

でも、韮
にら

蒜
にんにく

でも。修行のねへものに、長
なが

い戒名
けへみやう

はやられぬ寺法
じ ほ ふ

でござるトいはれて  

（浮世床 二編 巻之下 1814）  

（43）といや「たはごといふとくゝしあげるぞ 北八「コウ弥次さんおさまらねへ。

はやくいかふ 【ト手をとつて引づられ、弥次郎兵衛へそれをしほに、こそ／

＼とにげ出す】 といや「ハヽヽヽヽヽとほうもない気ちがひだ 弥二「ツイ

やりぞこなつた いま／＼しいハヽヽヽ （ヽ東海道中膝栗毛 三篇 上 1804）  

 

以上のようなヤルの複合形式について、本論文では考察対象外としている。「～

ヤガル」「～ソコナウ」などの意味用法との関連を述べるまでに至らなかったためで

ある。これらの複合形式は近世期にしばしば見られるようになり、主観的な表現が

目立つ。本動詞ヤルの「主体の思いどおりに物事をおしすすめる」意との関連につ

いて興味深いが、今後の課題としたい。  
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『新編日本古典文学全集 6 萬葉集①〈全四冊〉』1994 年 小学館  

『新編日本古典文学全集 7 萬葉集②〈全四冊〉』1995 年 小学館  

『新編日本古典文学全集 8 萬葉集③〈全四冊〉』1995 年 小学館  

『新編日本古典文学全集 9 萬葉集④〈全四冊〉』1996 年 小学館  

『新編日本古典文学全集 12 竹取物語 伊勢物語 大和物語 平中物語』  

1994 年 小学館  

『新編日本古典文学全集 14 うつほ物語①〈全三冊〉』1999 年 小学館  

『新編日本古典文学全集 15 うつほ物語②〈全三冊〉』2001 年 小学館  

『新編日本古典文学全集 16 うつほ物語③〈全三冊〉』2002 年 小学館  

『新編日本古典文学全集 17 落窪物語 堤中納言物語』2000 年 小学館  

『新編日本古典文学全集 20 源氏物語①〈全六冊〉』1994 年 小学館  

『新編日本古典文学全集 21 源氏物語②〈全六冊〉』1995 年 小学館  

『新編日本古典文学全集 22 源氏物語③〈全六冊〉』1995 年 小学館  

『新編日本古典文学全集 23 源氏物語④〈全六冊〉』1996 年 小学館  

『新編日本古典文学全集 24 源氏物語⑤〈全六冊〉』1997 年 小学館  

『新編日本古典文学全集 25 源氏物語⑥〈全六冊〉』1998 年 小学館  



160 

『新編日本古典文学全集 35 今昔物語集①〈全四冊〉』1999 年 小学館  

『新編日本古典文学全集 36 今昔物語集②〈全四冊〉』2000 年 小学館  

『新編日本古典文学全集 41 将門記 陸奥話記 保元物語 平治物語』  

2002 年 小学館  

『新編日本古典文学全集 44 方丈記 徒然草 正法眼蔵随聞記 歎異抄』  

1995 年 小学館  

『新編日本古典文学全集 47 建礼門院右京大夫集 とはずがたり』1999 年 小学館  

『新編日本古典文学全集 51 十訓抄』1997 年 小学館  

『新編日本古典文学全集 54 太平記①〈全四冊〉』1994 年 小学館  

『新編日本古典文学全集 55 太平記②〈全四冊〉』1996 年 小学館  

『新編日本古典文学全集 56 太平記③〈全四冊〉』1997 年 小学館  

『新編日本古典文学全集 57 太平記④〈全四冊〉』1998 年 小学館  

『新編日本古典文学全集 66 井原西鶴集①』1996 年 小学館  

『新編日本古典文学全集 78 英草紙 西山物語 雨月物語 春雨物語』  

1995 年 小学館  

『新編日本古典文学全集 80 洒落本 滑稽本 人情本』2000 年 小学館  

『新編日本古典文学全集 81 東海道中膝栗毛』1995 年 小学館  

『日本古典文学全集 28 宇治拾遺物語』1973 年 小学館  

『新日本古典文学大系 58 狂言記』1996 年 岩波書店  

『新日本古典文学大系 78 けいせい色三味線 けいせい伝授紙子 世間娘気質』  

1990 年 岩波書店  

『新日本古典文学大系 81 田舎荘子 当世下手談義 当世穴さがし』  

1990 年 岩波書店  

『新日本古典文学大系 86 浮世風呂 戯場粋言幕の外 大千世界楽屋探』  

1989 年 岩波書店  

『新日本古典文学大系 91 近松浄瑠璃集上』1993 年 岩波書店  

『新日本古典文学大系 92 近松浄瑠璃集下』1995 年 岩波書店  

『新潮日本古典集成 11 枕草子上』1977 年 新潮社  

『新潮日本古典集成 12 枕草子下』1977 年 新潮社  

『新潮日本古典集成 45 東海道四谷怪談』1981 年 新潮社  

『噺本大系』武藤禎夫・岡雅彦編 東京堂出版（第一巻～第十巻）  

『毛詩抄 詩経』（一）（二）  倉石武四郎 小川環樹校訂 1996 年 岩波書店  

『毛詩抄 詩経』（三）（四）小川環樹 木田章義校訂 1996 年 岩波書店  

『雑兵物語 おあむ物語 （附）おきく物語』  
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『新釈漢文大系 110 詩経（上）』石川忠久 1997 年 明治書院  

『新釈漢文大系 111 詩経（中）』石川忠久 1998 年 明治書院  

『新釈漢文大系 112 詩経（下）』石川忠久 2000 年 明治書院  

『史記桃源抄の研究』（本文篇一・二）亀井孝・水沢利忠 日本学術振興会  

『天草版平家物語 対照本文及び総索引 本文篇』江口正弘 明治書院  

『エソポのハブラス 本文と総索引 本文篇』大塚光信・来田隆 清文堂  

『邦訳 日葡辞書』土井忠生 森田武 長南実 編訳 1980 年 岩波書店  

『三本対照 捷解新語 本文篇』京都大学文学部国語学国文学研究室編  

京都大学国文学会  

『大蔵虎明本狂言集の研究』本文篇（上）（中）（下）池田廣司・北原保雄 表現社  

【インターネット】  

青空文庫 http://www.aozora.gr.jp/ 




